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「希望が見えるまち・誰もが住みたくなるまち掛川」を目指して 

～市民と市長の交流ノート 第 17 巻の発刊にあたって～ 

 
 
 市民の皆様には、日ごろより市政全般にわたる御理解と御協力を賜り、厚くお礼申し上

げます。 

 また、令和３年度の協働によるまちづくり中央集会及び地区集会の代替事業開催にご協

力いただいた各地区役員並びに関係の皆様に心から感謝を申し上げます。 

 さて、今年度は、昨年度に引き続いて新型コロナの影響を多分に受けた年となりまし

た。特に、「対話とチャレンジ」を旗印に掲げる中、就任１年目の市長として市民の皆様

との対話を楽しみにしておりましたので、デルタ株による感染第５波の影響で全ての地区

集会が中止となったことは大変残念に感じております。 

 一方で、コロナ禍で急遽実施した中央集会の代替事業「かけがわ未来トーク」では、デ

ジタル技術の活用によるポストコロナの対話のスタイルにヒントを得ることができ、地区

集会代替事業の「かけがわまちづくりミーティング 2021」では、ファシリテーションを

用いた相互理解につながる対話の形や、ウェブを通じた多様な方のまちづくりへの参加の

可能性を検証できたと思っております。また、それらの事業を通じて皆様から頂戴したご

意見や、その後に職員が訪問等させていただいた際にお聞きしている各地区の現状等につ

いては、行政としてしっかりと受け止め、整理をしつつ、できることから市政へ反映させ

ていきたいと考えているところです。 

 人類と新型コロナの戦いが始まり早２年が経過しましたが、その出口は中々見えない状

況となっています。しかし、そのような時代だからこそ、これからの掛川市にはポストコ

ロナに対応した新しい市政運営が求められており、ＤＸやＳＤＧｓの推進はもちろんのこ

と、小・中学校再編や新たな廃棄物処理施設の整備などをはじめとする様々な課題を前進

させていく必要があります。そして、それらを進めていく際には、市民の皆様との対話が

重要となり、本音で話し合うことで相互理解を深め、これら諸課題の解決につなげていき

たいと考えております。 

 最後に、本冊子が、市と地域が共により良いまちづくりを考える際の資料として広く活

用されることに期待するとともに、すべての市民の皆様が持てる力を存分に発揮すること

のできる「未来に向けてチャレンジできるまち掛川」を創ること念頭に、これからの市政

運営に取り組んでまいります。 

 

                                                 令和４年３月 

                                                  掛 川 市 長  久 保 田 崇 
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市民と市長の交流ノート第 17 巻の発刊に寄せて 

  

 

令和３年度市民と市長の交流ノートが発刊されるに際し、一言ご挨拶申し上げます。 

 平素は、地区まちづくり協議会の諸活動に格別なご支援とご協力を賜り、厚く御礼申

し上げます。また、役員の皆様方におかれましては、各地区まちづくり協議会活動の更

なる活性化と地域の諸課題への対処にご尽力いただき、改めて敬意を表すると共に深く

感謝を申し上げます。 

 さて、令和 3 年度の協働によるまちづくり中央集会および地区集会は、新型コロナウ 

イルスの影響により開催が中止となり、新たな形での取り組みを余儀なくされました。 

 中央集会については、市長メッセージや市長と市民による対談「かけがわ未来トーク」 

の動画配信などの代替措置となりました。また地区集会についても、代替事業として「か 

けがわまちづくりミーティング 2021」を開催し、ファシリテーションを用いた対話の取 

り組みを体験する場となり、ライブ配信による視聴と高校生など市民からの意見も多数 

寄せられました。急速に進むデジタル化社会へ対応した地区集会の在り方を考える上で、 

大きな試金石になったのではないかと思います。これからの掛川市のまちづくりを考え 

る一方、地域がまちづくりを進めていくうえで、地域内だけでなく行政と共有していき 

たいテーマについてもそれぞれ提案いただき、今回の交流ノートに掲載いたしました。 

中学校区や各地域で抱える課題などについて、情報を共有し改善に向けた取り組みの一 

助になれば幸いです。ぜひ多くの方にお読みいただければと思います。 

 コロナの影響を受け 2 年連続で計画どおりに地区集会を開催できていない現状等を踏 

まえ、参加者の絞り込みやデジタル技術の活用等によりポストコロナに対応した、より 

効果的な、より良い地区集会の開催スタイルへと創り上げていかなければなりません。 

 コロナ禍のピンチをチャンスと捉え、新たな地区集会の開催により、協働によるまち 

づくりの活動が従前にも増して進化し発展することを願い、結びといたします。 

  

 

 

令和４年３月 

   

  掛川市地区まちづくり協議会連合会会長   守 屋 輝 年 雄  
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市民と市長の交流ノート第 17 巻の発行に寄せて 

 

 

市民と市長の交流ノート第 17 巻の発行に寄せて、一言、御挨拶を申し上げます。 

日ごろ、各地区・自治区の役員の皆さまには、それぞれの地域での自治会活動に御

尽力をいただくとともに、区長会連合会の活動に対しても格別な御理解、御協力を賜

り、心からお礼を申し上げます。 

さて、各地区・自治区を取り巻く環境は、新型コロナ感染症の流行をはじめ、少子

高齢化や女性の就業率及び退職年齢の上昇等により大きな変容の時代を迎えていま

す。このような状況のなか、掛川市区長会連合会では、新しい生活様式に対応した自

治区等の運営を行うとともに、自治区役員等の負担軽減や仕事を持ちながら地域活動

に参画できる環境の実現に向けて、「自治区運営における ICT（情報通信技術）の導入

検討会」を立ち上げ、年間を通じて検討を行ってきました。 

検討会では、ポストコロナ時代の急速なデジタル技術の進歩に対応した『ICT でみ

んなが気軽につながり、便利が余力を生む持続可能な地域の実現』を目標に定め、積

極的に ICT 導入を検討することとしながら、地域活動の趣旨や区民の意見を踏まえ、

地域の実情に合った ICT 導入を図るという方向性を定めることができました。 

端末操作に不慣れな自治区等役員の方への操作研修の必要性や情報セキュリティ

対策の構築等の課題はありますが、区役員等の事務簡素化や災害時の安否確認、情報

の伝達・共有の迅速化、ペーパーレス化等に向け、今回の検討は大きな意義があった

と考えています。 

また、コロナ禍で開催した地区集会は、当初の計画を大きく変更しての開催となり

ましたが、代替事業の「かけがわまちづくりミーティング 2021」では、ファシリテー

ターや地元高校生の参画のもと、ウェブを通じた多様な世代の方の参加により掛川市

のまちづくりについて意見を交わす新たな形を示すことができたのではないかと考

えています。 

この交流ノートには、各地区集会の意見交換の記録が掲載されておりますので、地

域課題の共有のためにも、自身の地域に関わる内容だけでなく他地区における意見交

換の内容についても御確認いただき、まちづくりの参考にしていただけるようお願い

いたします。 

そして、住民福祉の向上と豊かで明るい地域づくりに関係者が連携して取り組み、

これからの協働によるまちづくりが一層進展することになれば幸いに存じます。 

 

 

令和４年３月 

掛川市区長会連合会会長  服 部 克 己 
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令和３年度 協働によるまちづくり 中央集会 開催の概要 
 

１ 趣旨 

・地区まちづくり協議会役員や自治区三役をはじめ市内主要団体の役員等が一同に参集し、当該

年度の主要な活動内容、取り組み方針について、市民と行政が情報を共有し合い、市政に関す

る全市的な施策についての広報・広聴の機会とする。 

 

２ 令和３年度の対応 

・新型コロナ感染拡大の状況を受け、令和３年５月 29 日（土）に掛川市生涯学習センターで予

定していた中央集会の開催は中止し、例年、同集会の中で実施していた功労者表彰は、別途単

独の表彰式（代表者のみ出席の規模縮小版）として開催しました。 

・代替事業として、各方面で活躍されている市民代表の方と市長との対談動画「かけがわ未来ト

ーク」を市ＨＰ上で配信し、市民と行政が一体となったまちづくりを進める機運醸成を図りま

した。 

・中央集会の趣旨である当該年度の方針共有に関しては、市長及び地区まちづくり協議会連合会

長・区長会連合会長によるメッセージ動画を市ＨＰ上で配信するとともに、地域や各種団体等

の関係者へ説明資料を配布しました。 

 

３ 代替事業等 

（１）協働によるまちづくり功労者・自治区役員功労者表彰式 

【日時】令和３年５月 14 日（金）午後１時 30 分 

 【会場】掛川市役所本庁４階会議室１ 

 【出席】協働によるまちづくり功労者３名 

（市長感謝状２名、連合会長表彰１名） 

     自治区役員功労者表彰 11 名 

（市長感謝状 10 名、連合会長表彰１名） 

    ※上記以外の表彰該当者の方へは、区長会連合

会６月理事会などを通じて表彰状・記念品を

贈呈しました。  

（２）「かけがわ未来トーク」 

【日時】令和３年５月 28 日（金）午後１時 30 分 

 【会場】掛川市役所本庁５階市長応接室 

 【参加】久保田崇（掛川市長）、守屋輝年雄氏（地区

まちづくり協議会連合会長）、服部克己氏（区

長会連合会長）、山内秀彦氏（株式会社東海

まちづくり研究所代表取締役）、松浦莉子氏

（NPO 法人 WAKUWAKU 西郷理事長）、土井彩子

氏（U40-KAKEGAWA ミーティング委員） 

 【テ ー マ】「これからの掛川市」（①コロナによって見

えたこと、②誰もが恩恵を受けられるデジタル

化、③掛川市における対話のまちづくり、④多

様な世代・人が参加するまちづくり） 

 

各種動画はこちらから視聴が可能です→ 

 

４ 資料配布先 

地区まちづくり協議会長、区長・小区長、地区まちづくり協議会拠点施設、自治区公会堂等、

県議会議員、市議会議員、市立小・中学校長、農業員会、民生児童委員会、社会福祉協議会、

老人クラブ連合会市三役、シルバー人材センター、行政関係者等 
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令和３年度 協働によるまちづくり 地区集会 開催の概要 
 

１ 趣旨 

・掛川市自治基本条例に基づく協働によるまちづくりの推進のために、地域と行政が共に将来像

及び地域の課題、市の施策等について対話することにより、市民主体によるまちづくりの更な

る発展を図る。 

 

２ 令和３年度の対応 

・令和３年度の地区集会については、２年前の検討結果に基づく地区単位開催と中学校区単位開

催を組み合わせた全 20 会場での開催を計画し、実施に向けた準備を進めていましたが、新型

コロナ感染第５波の状況を受け、全ての開催を中止することとしました。 

・その後、代替事業として「かけがわまちづくりミーティング 2021」を開催し、県内外で活躍

中のファシリテーターの方々や市内高校生に協力いただき、ファシリテーションを介した対話

を体験しながら、これからの掛川市のまちづくりについて参加者間で意見を交わしたととも

に、ウェブを通じた多様な世代の方の参加の可能性を検証しました。 

・加えて、もう一つの代替事業として、事務局職員による地域の現状等の聞き取りも計画し、市

内約１/３の地区を訪問して役員の方々から各地域の課題等を確認しましたが、年明け以降の

感染第６波の影響で、残りの地区については用紙提出による現状等の確認となりました。地域

の現状を確認し本誌へまとめ、課題等を共有していきます。 

 

３ 代替事業 

（１）かけがわまちづくりミーティング 2021 

【日時】令和３年 12 月 14 日（火）午後７時 00 分～９時 00 分 

 【会場】東遠カルチャーパーク総合体育館「さんりーな」 

 【参加】＜会 場＞市内 33 地区の区長会長及びまちづくり協議会長、市長、副市長、教育長、

市内有志高校生、ファシリテーター 計約 60 名 

     ＜ウェブ＞市部長、一般視聴者（最大同時接続数 117 件） 

   

［開催結果］ 

・当日は、「これからの掛川市のまちづくり」をテーマに、各地区の代表者の方々と市の幹部が

率直に意見交換を行い、今後の掛川市のまちづくりビジョンや、市としてチャレンジしていく

様々な取組、それらに対する地域の想い等の共有が図られました。 

 ・ウェブ配信視聴者の方からも多くのご意見・ご提案があり、デジタルの取組部分においても一

定の成果につながりました。 

［ウェブ（YouTube チャット）に寄せられたご意見等（抜粋）］ 

・他人とコミュニケーションを取ったり会話の進め方を学んだりすることは、

小中学校の頃から行っても決して早くは無いと思う。生徒が主体的に発言し

て学べる場をつくるためにも、市内の学校で今回のような活動を増やしてみ

てはどうか。 

・生産年齢人口が減少していくため、ＡＩの活用、ＤＸ推進は必須だと思う。

地域へのデジタル化を是非取り入れてほしい。 

・農地の宅地化は、過疎地の活性につながるのではと思う。 

・色んな世代でミーティングができると良い。お互い気づきがあると思う。 

動画はこち 

らから視聴 

が可能です 

↓ 
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（２）事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ実施状況 

No 地区 中学校区 
開催

単位 
開催日 会場 

１ 上内田 掛川東 地区 令和３年 12 月 １日（水） 上内田地域生涯学習ｾﾝﾀｰ 

２ 大渕 大須賀 地区 令和３年 12 月 ７日（火） 大渕農村環境改善ｾﾝﾀｰｱｲｸ 

３ 千浜 大浜 地区 令和３年 12 月 ９日（木） 国浜ｺﾐｭﾆﾃｨ防災ｾﾝﾀｰ 

４ 西山口 掛川東 地区 令和３年 12 月 13 日（月） 西山口地域生涯学習ｾﾝﾀｰ 

５ 
掛川第一 

掛川東 地区 令和３年 12 月 15 日（水） 第一小地域生涯学習ｾﾝﾀｰ 
掛川第二 

６ 大須賀第一 大須賀 地区 令和３年 12 月 17 日（金） 大須賀支所南館２階 

７ 
原田 

原野谷 
中学

校区 
令和３年 12 月 21 日（火） 原谷地域生涯学習ｾﾝﾀｰ 

原谷 

８ 桜木 桜が丘 地区 令和３年 12 月 23 日（木） 桜木ﾎｰﾙ 

９ 大坂 大浜 地区 令和４年 １月 14 日（金） 産業交流ﾌﾟﾗｻﾞ 

10 和田岡 桜が丘 地区 〃 和田岡地域生涯学習ｾﾝﾀｰ 

  ※地区側出席者：区長会長、まち協会長・事務局長、地区福祉協議会長、その他関係役員 

 

 

（３）用紙提出による地域の現状等の聞き取り実施状況 

No 地区 中学校区 開催単位 No 地区 中学校区 開催単位 

１ 掛川第三 掛川西 中学校区 12 倉真 掛川北 中学校区 

２ 掛川第四 掛川西 中学校区 13 西郷 掛川北 中学校区 

３ 掛川第五 掛川西 中学校区 14 原泉 掛川北 中学校区 

４ 南郷 掛川東 地区 15 曽我 掛川西 地区 

５ 西南郷 掛川西 中学校区 16 睦浜 大浜 中学校区 

６ 東山口 栄川 地区 17 土方 城東 中学校区 

７ 日坂 栄川 地区 18 佐束 城東 中学校区 

８ 東山 栄川 地区 19 中 城東 中学校区 

９ 粟本 掛川北 中学校区 20 大須賀第二 大須賀 地区 

10 葛ヶ丘 掛川北 中学校区 21 大須賀第三 大須賀 地区 

11 城北 掛川北 中学校区     

  ・本年度予定していた地区集会が中止となり、「対話」を通じて把握できるはずだった地域の

現状等を、行政を含む関係者間で共有できませんでした。中止が決定した際に、地区役員の方

々から地域の現状や考え方等について市との共有化を望む声を頂戴し、（２）及び（３）によ

り地域の現状等の聞き取りを実施しました。 

  ・この聞き取りで確認した情報は、地域と行政で共有するとともに、地域側は、それぞれが進

めるまちづくりの具体的な取組項目や、次回の地区集会のテーマストック等として活用し、行

政側においては、次年度以降に掛川市全体のまちづくりを進めていく際の重要な情報として位

置付け、これを取り扱っていくこととします。また、この内容は、地区、行政幹部、課題等の

関係課、その他の地区集会関係者（県議、市議）、事務局で共有し、相互に今後のまちづくり

の参考情報として取り扱っていきます。 
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】掛川第一・第二地区 

【実施日】令和３年 12 月 15 日（水）19 時～ 【会場】第一小地域生涯学習センター 

【参加者】地区役員（区長、まち協会長・事務局長 20 人、市職員５人 

【テーマ】地域組織における今後の役員のあり方等 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜地域組織における今後の役員のあり方等

について＞ 

・この地区は、中心市街地に位置している

ので、郊外の地域と比べてインフラは整

備されている。医療機関についても、高

齢者が徒歩で通える範囲内に揃っている

が、地区役員のなり手不足の問題は、共

通の課題だと思うので、色々なアイデア

等を出してもらえるとありがたい。 

【生涯学習協働推進課】 

・色々な話を聞かせてもらい、改めて自治

とは何かを考える機会となった。本来の

自治は、顔の見える関係で、安心・安全

や環境整備などの暮らし易さを隣近所同

士で求めていくことだと思う。 

・これまでは、行政も右肩上がりの時代の

中で効率化を求め、情報伝達の仕方をは

じめとする様々な効率性を地域へ押し付

けてきた感が否めないと思った。今まで

やってきたような考え方で、行政の下に

ピラミッドを求めていくという効率一辺

倒の話では、もう成り立たないと感じた。 

・担い手不足の話に関しては、行政も地元

の方もどこかで分かっていたけど、何と

なく今までやってきたと思われる。整理

していく必要があるのは、地域に対する

行政の期待をどこまで精査できるかとい

うことや、多様な形のある地域に対して、

どのように情報を提供していくかだと思

っている。 

・この先の自治を、地元でどのように維持

していくかという部分は、どこかをスリ

ム化していくか、今の年代ではない新た

な担い手を探していくなど、色々と変え

なければいけないところはあると思う。

市も、プラスオンのまちづくり協議会や、

プラスオンの皆さんの暮らし易さという

・今は 65 歳まで働くようになっているし、

役員に該当する世代は、90 歳くらいの親

を抱えている人が多いので、なかなか役

員になれない現状があると聞いている。 

・実際にある程度、適齢かと思う年代に差

し掛かった人たちに声掛けをしたとして

も、今の 65 歳以上の人たちの中には、タ

ブレットやパソコンのスキルが無く、そ

のことがネックになって遠慮してしまう

人も多い。 

・女性にも、もっと活躍してもらいたいけ

ど、役員世代は介護や孫の面倒で家庭か

ら離れることができない人も多く、役員

のお願いに行くのも難しいのが現状。 

・六軒町では、役員のなり手不足に非常に

困っている。全世帯で 70 名程度の人口

で、敬老会に該当する人は何らかの持病

を抱えていて、それよりも下の年代の 70

代や 60 代は、その人たちを介護しなけれ
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ばいけない人が多い。その下の50代や40

代は、現役世代なので基本的に日中は家

に居る人は少ないし、残っているのは、

子どもや孫、高齢者の面倒をみている女

性たちだけど、その人たちも家族の面倒

をみるのに手一杯で、他のことをやれる

余裕はない。 

・そういった状況を当てはめていくと、現

役世代の中の限定された人が役員の対象

になってしまい、現実的に難しいと思い

つつも、役員のお願いに行かざるを得な

い状況となっている。また、そのような

世代の役員に対しては、平日日中の会議

などは出なくても良いという扱いにして

いるし、今年の会計担当者は、平日に金

融機関へ行くことができないので、実質

的に区長がその業務を行っている。 

・役員の任期は、現行のままでも問題無い

が、交代の間隔が短いと人の確保ができ

なくなるので、むしろ長めに設定した方

が良いと思っている。 

発想から脱却し、しっかりと対話の中で、

次の自治会組織やコミュニティのあり方

を探っていかなければならないと切実に

感じた。 

・その中で、やはり若い方に役員を担って

もらうのは、経験が浅い等で難しさがあ

るのか？ 

・松尾町では、役員年齢は 65 歳以上で動け

る人としている。今は区の経理的な業務

を電算化しているので、会社での経験が

ある人ならば、会計をお願いできるので

はないかと思っていて、区内に条件に当

てはまる方が居るので目を付けている。 

・任期は２年間にしていて、任期が終われ

ば必ず次の人に交代する仕組みとしてい

る。これは、過去に長期間、役員を務め

た方があり、後任者が大変苦労した経験

や、お願いに行っても良い顔をする人は

いないので、ある意味で２年ごと強制的

に役員を割当していて、今のところはこ

のやり方で上手くいっている。 

・但し、お祭りや青年に関わったことの無

い人が区三役になると大変なので、先に

会計などを経験しておき、次の役回りの
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順番のときにその上の役を務める仕組み

にした方が良いのかなとも思っている。 

・私は、今年で区長８年目だが、振り返っ

てみると、最近は区長に対する期待が過

大になっていると感じている。まちづく

り協議会についても、５年前に市から、

ＮＰＯや企業などを巻き込んで、それを

束ねる会長に地区区長会長がなる旨の説

明を聞いたが、そこまでの力量のある区

長は少なく、そんな話をすればみんな怖

気づいてしまう。区長の立場においても、

色々な行事に呼ばれ、人前であいさつを

しなければならず、それが嫌だと言う人

もいる。 

・デジタルの話も、元々、自治会組織は、

行政とのやり取りは別としても、地元に

帰ればフェイス・トゥ・フェイスの世界

なので、そういう感覚と思想が少し外れ

てくるのではないかと思う。 

・若者の地域への参加に関しても、そもそ

も対象になりにくいし、市の職員で自身

の地区のまちづくり協議会へ参加してい

る人だって殆どいない。民間企業でも、

現役世代で毎日５時に帰宅できる人は少

ないし、その状態でまちづくりに参加し

ましょうと言っても無理がある。 

・女性についても、防災委員の担い手を確

保しましょうとの話があるが、地域の女

性側は、いざという時には共助で近所の

高齢者を助ける気持ちは持っている。し

かし、委員の肩書が付くことで、会合へ

の参加負担や、場合によっては広域組織

への代表としての参加等が敬遠され、な

り手がいないというのが現状だと思う。 

・保健活動推進委員に関しては、限りなく

地区福祉協議会やまちづくり協議会の活

動と重複しているので、今後、いずれか

の組織の人がその役割を担うような形に

【健康医療課】 

・地区福祉協議会、まちづくり協議会、保

健活動推進委員について、活動内容が重

複しているということであればいずれか

の組織が担っていただいても構いませ

ん。また、組織を一本化する事が難しい

場合、健康講座等の重複している活動を

共催で行ったり、負担が偏らないよう活

動を分散させたりというのも効率化の一

つの方法かと思います。保健活動推進委

員の在り方についても、地域の現状と今

後を踏まえながら検討していきたいと考

えています。 
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していってもらわないと地域の中でも説

明が難しいし、非効率な状態が続いてし

まう。 

・昨年のコロナ感染拡大時に、生涯学習協

働推進課から公会堂使用時の注意に関す

る通知が出ている中、健康医療課が健康

体操に使いたいということで公会堂借用

の相談をしてきたことがあった。その時

は、健康医療課の担当者に危機管理意識

が低いことを注意したが、そもそも同じ

市役所内で、様々な情報や考えが共有さ

れていないのは問題があると思う。 

 

・昨年に新町区の規約を改定した。それま

では、区三役を区長・副区長・会計の３

人が務める形としていたが、今後は複数

人の副区長を置ける内容に変更し、役割

分担しながら区の業務を行う体制にする

よう考えている。就労年齢が上がってい

る中では、若い人に区役員を務めてもら

うという発想は無理があるので、区長を

退任した人が副区長に就くような形を取

り、区長が大変なときに代理でのサポー

トを可能にしていく予定。 

 

・中町区では、３年前から副区長２人体制

を取っている。最終責任者は区長として

いるものの、２人のうち一方に防災委員

長を、もう一方に祭典委員長の役割を担

ってもらっている。会合などへの出席は、

その内容に応じて副区長に出席してもら

い、区長業務の軽減につながっている。 

 

・今年からまちづくり協議会で環境美化部

門を担当しており、年に３、４回程度、

逆川の草刈りを実施したり、祭典前には

駅前の掃除をしたりしている。 

・同じ場所をシルバーでも作業しているこ

とがあり、これらは恐らく市の発注では

ないかと思っているけど、市と地域で作

業予定等に関する情報共有がされず、作
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業が重複したり非効率になったりしてい

るので、今後は情報共有を図りながら相

互連携で環境美化を実施していければ良

いと考えている。 

・まち協役員を区の三役が兼ねていること

も課題で、負担感が役員のなり手不足を

助長している。 

 

 

・当区は、10 組で自治区を編成しているが、

最近は、その内の一つが老人だけの組に

なってしまい、組の合併の相談を受けて

いる。しかし、いざ合併協議を進めてい

くと、昔からのしきたりを崩したくない

等で調整が難しくなり、最終的には申し

入れをした側の組が合併を諦める結果と

なった。 

 

・中町区でも同様の話があった。結局、色々

なしがらみで組を合併するのは難しいと

いうことで、組長を統合しましょうとい

うことになり、２つの組から交互に組長

を出す方向で調整を進めている。 

 

・組の統合は、継続が難しい側の組がギブ

アップするのを待ってからの方がやり易

い。実際に当区では、ギブアップした組

があり、その後に組の統合の話を出した

ら、すんなり決着した。 

 

・道神町区は、全世帯で 80 名程度の人口で

六軒町区とほぼ同じ規模となっている。

その中で、敬老に該当する人が２割程度

いて高齢化が進んでいる。組数は３組で

構成されているが、そのうちの一つの組

は６世帯しかなく、役員選出の負担が大

きいので、現在、各組の世帯数の平準化

を進めようとしている。 

・もう一つ問題なのは、区三役のなり手が

いないということ。区三役のうち２人は

仕事を持っていて、さらにそのうちの１

人は 70 歳を超えている。そのような状況

の方にも三役をお願いしなければなら
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ず、仕事をしていれば平日の夜７時から

の会議に出席するのは難しい。また、私

自身は区三役７年目で、そろそろ交代を

してほしいと思っているが、60 歳代の人

が殆ど居ないため、後任者につなげられ

ないのが現状。 

・郊外の地区では、300 や 400 世帯で一つ

の自治区を組織し、その中に小区長やブ

ロック長を置いているケースがある。こ

の地域も、同じような組織体制を検討し

ていく時期に入っていると思う。 

 

・栄町区は、再開発事業でマンションが建

ち、110 世帯程度が一気に増えた。元々の

栄町区の人たちは 18 世帯しかなく、その

うちの半分が老人世帯で、実質的に残り

の９世帯で役員を回している。マンショ

ンの住人は、建物ができたばかりで、正

式には区との付き合いをしておらず、今

はこの人たちを巻き込もうと画策してい

る。 

・市に対してお願いしたいのは、役員の数

が多過ぎるので何とかしてほしいという

こと。区長の仕事を減らすためには、役

員の数を減らしてもらいたい。今も保健

活動推進委員の選出に悩んでいて、これ

のお願いに回るだけでも１週間を使って

いる。私は現役で仕事をしていて毎日遅

くまで仕事があるので、区民からの連絡

先は職場にしてもらっている。そんな状

況で自分ひとりでは区長の仕事が回らな

いので、区に関係する約半分のことは妻

が対応している。それでも、区民の方か

ら相談があれば、市役所まで出向き、ペ

ットの糞の後始末を呼び掛ける看板をも

らいに行ったり、害虫駆除のための殺虫

剤をもらいに行ったりしていて現状が手

一杯だと感じている。 

 

・まちづくり協議会や防災関連のこともそ  
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うだが、市は、全市一斉のマニュアルで

色々なことを進めようとするが、各地区

に合ったやり方をしていかないと上手く

進んでいかないと思う。市街地と山間部

や海岸部では、想定する災害の状況が違

うし、そこを同じマニュアルで訓練しろ

と言われても、市街地では重たい内容に

なってしまうため、少し工夫が必要だと

思う。 

・また、自主防災会の役割についても、耐

震補強済みの家屋の何割かが倒れてしま

うような地震では、現実的に自主防災会

にできることは少なく、そこまでの規模

の災害においても自主防災会に期待を寄

せるのは違うと思っている。 

・若い人に役員をやらせられない訳ではな

いが、現実に受けてくれないし、仕事を

しながら役員を務めるのは無理だと思

う。 

【生涯学習協働推進課】 

・今までは、会合が夜７時から出られない

とか、交代勤務なので時間が合わない等

があったと思うが、例えば、会議のやり

方を変えて、メールなどを活用しながら

集まらなくてもできる形にすることで、

新しく多様な人材が入ってくる可能性は

ないか？ 

・栄町では、三役会を定期開催せず、区長

が基本的な意思決定権を持ちながら事業

を進めている。区長の決定に異論がある

場合は、その都度、申し入れをしてもら

う形としていて、それらの連絡には

「Twiiter」を使用している。 

・若い人が区役員になってくれる可能性の

件は、自分自身もそうだったけど、多分、

40 代や 50 代の人は「未だそういう年齢

ではない」と思っているのではないか。 

【生涯学習協働推進課】 

・今までにシステム的に作ってきたもの

は、人口が増えていく中での、いかに効

率化させるかという観点のものなので、

多分今からの時代には、全然合わないも

のになっていく。これをどう再構築して

いくかは、本当に大きな課題となる。 

・行政からの情報の出し方も、これからは

デジタル化の流れの中で、従来の自治会

経由ではなく、個々とのやり取りに変わ

り、１回の発信で済むようになるかも知

れない。 

・その中で、自治会が本当にやらなければ

いけない仕事は何かを見つめ直し再構築

する必要がある。行政側も、情報の出し

・40 代・50 代は働き盛りで、民間企業であ

れば海外出張や転勤もあるので、とても

区の仕事をする余裕は無いと思う。 

・区三役の立場は、事業を行う中で失敗等

があると、年上の方から小言をもらうケ
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ースもある。若い人が三役を受けてくれ

ても、年寄の小言まで聞かなければなら

ないようでは、その人はとてもではない

が、やるせなくなってしまう。そういう

ことを考えると、若い人に役をお願いす

るのは可哀そうに思う。 

方に加えて、役のお願いの仕方、色々な

課から出ている話をスリム化しながらや

っていく必要があるのかなと思った。 

・区の執行部側としては、どんな年代の人

が役を受けてくれても、やる気さえあれ

ばありがたい話だが、理想通りにはいか

ないと思う。 

・自治会として運営していくためには、最

低でも 100 世帯程度がないと難しいと思

う。それ位の分母でないと、色々な委員

などを選出できない。 

・行政側は、色々なビジョンや計画を立て

て進めているが、それをストレートに地

域へ下ろされてしまうと地域側は負担に

なる。生涯学習協働推進課には、地域と

の間のクッションとして、なるべく地域

の負担を軽くする役割を担ってほしい。 

・若い人が役員になりたがらないのは、今

の役員の状態を見ているからで、区長は

苦情処理係のような役割もあり、個々の

対応にエネルギーを使うところなどを見

て「区長は大変だ」という感覚になって

いる。 

・数日前の報道で80年後の日本の人口は８

千万人程度に減少すると言っていた。こ

れからは成長過程のように人口が増える

ことは考えにくいので、色々なことを人

口減少の前提の方向にもっていくことは

できないのか？ 

・この前、ワクチン接種のタイミングで市

の公式ラインを登録した。登録後は、回

覧や広報を見なくても、毎日、情報が入

ってくるようになった。うるさいくらい

情報が来るが、見たくないものは見なけ

ればいいし、いつでも、どこでも自分が

【生涯学習協働推進課】 

・過渡期においては、そういうサポートが

大事になる。市も、デジタルは色々なも

のを取り入れながら、皆さんにどうやっ

て偏らずに情報を伝えていけるか、興味・

関心を持ってもらえるかの技術的な部分
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好きな時に情報を確認することができる

ようになった。 

・あんな簡単なものはなく、コロナの予約

をきっかけに市とつながったと思ってい

る。これからは、そういうことが回覧や

広報の代わりになっていけば、区長の仕

事は軽減されていく。そのためにも、Ｉ

Ｔを簡略化して上手く使えない人でも簡

単に操作できるようにしていくことが必

要。できないことを悩むよりも、少しで

もできていることにヒントがあるのだか

ら、そこを進めていけば良いし、そうい

うことに取り組んでいくための副市長を

募集しているのだと思う。 

は磨いていかなくてはいけないと思って

いる。 

・ある程度の世代からはデジタルに馴染ん

でくると思うので、それまでは地区のサ

ポート等を一緒に考えていく時期がある

とは思う。そういう中で、仕事や業務を

スリム化しながら、本当に地域にとって

必要なことを整理していきたい。 

・デジタル化自体は、利用する人にとって

は非常に良い取り組みだと思う。一方で、

利用する人は興味のある情報にしかアク

セスしないので、情報が偏ってしまい、

こちらが伝えたいことが伝わらないとい

う課題もある。このため、デジタル化を

推進するのはいいけど、同時に様々な情

報に興味を持ってもらうような工夫も必

要で、それによって区長や区の役員が楽

になっていくことにつながるようにして

ほしい。 

・残念ながら、現状の掛川市ホームページ

の情報を充実させただけでは、多くの皆

さんの利用促進が図られ、区役員の負担

軽減につながっていくとは思えない。 

・デジタル化も 100％の人が対応できる訳

ではないので、そこから漏れてしまう人

を自治会や地区福祉協議会がサポートし

ていくということなら良いと思う。 

・市役所の課と係の名称を変えるようにし

たらどうかと思っている。「生涯学習協働

推進課」と言われても、どういう業務の

部署なのかイメージが沸かない。自治区

に関係する手続きや相談などは、どこか

【企画政策課】 

・課名等につきましては、毎年、組織編成

を検討する中で、業務内容が伝わりやす

い名称となるよう、新設・変更をしてお

ります。当課の名称につきましても、今
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一つの部署がワンストップ窓口で対応し

てもらいたいとも思う。 

・今、まち協のことに関しては、市の地区

担当の方に何でもお願いしている。昔、

区長をやっていた時の記憶では、市役所

内の各部署を回るのが大変だった。だか

ら名前を分かりやすくして、窓口も一本

化してもらえるとありがたい。 

後の組織編成の中で、市民に分かりやす

い名称となるよう検討していきます。 

 

【生涯学習協働推進課】 

・自治区に関わる手続き・相談などに対し

ては、現状においても生涯学習協働推進

課が極力ワンストップ的窓口となるよう

対応に努めさせてもらっている。専門性

が高い内容は、担当課へお繋ぎすること

になるが、先ずは、当課に連絡・相談を

してもらいたい。 

・今日の話し合いで出た意見等は聞きっぱ

なしになってはいけないと思っている。

わざわざ地区役員を集めて、約１時間半

もの時間を掛けてやっているのだから、

市は、当然に聞いたことへの提案をすべ

きで、それを正式な書面で回答すべきだ

と思う。 

【生涯学習協働推進課】 

・区の再編や今後の自治活動のあり方など

は、すぐに回答を出せる問題ではなく、

今後、地域と行政が一緒になって話し合

いを進めていくものだと思っている。 

・区長会連合会では、毎年、様々なことを

テーマに検討会を開催しており、最終的

に連合会が判断することではあるが、事

務局としては、来年度以降の検討会のテ

ーマに「持続可能な自治会運営」をあげ

ていきたいと考えている。市もそのよう

な機会も活用しつつ、自治会運営の課題

解決につなげていきたいと思っている。 

＜その他＞ 

・地区要望を出しているが、いくら出して

も話が進まないところが２箇所ある。１

箇所は、赤道の道路舗装で、下水道工事

が終わったら舗装しますという回答だっ

たが、その後も全然進んでいない。理由

を聞くと、一部の土地の境界で揉めてい

るとの話だった。子どもたちが通る道な

ので、揉めていない範囲だけでも舗装し

てほしいと申し入れたができないとのこ

とだった。 

・もう１箇所は、新町の踏切から北側の一

方通行のところの交通標識のこと。当該

箇所は、自転車が通行する際に一時停止

【下水道課】 

・関係者と経過確認し、協議を行った上で、

下水道工事が完了した区間の舗装復旧を

実施するよう努めていきます。 

 

【生涯学習協働推進課】 

・上記協議が整った後、下水道工事区間の

舗装復旧に合わせて地区要望書を提出し

ていただければ、南側未舗装区間の舗装

工事も実施いたします。 

 

【危機管理課】 

・既に一時停止規制がされていますので、

自転車でも車でも「一時停止」が強制さ
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をせずにそのまま出てきてしまう。いつ

か事故が起きないかと心配して、現場で

交通指導をしていた婦交さんに、路面に

一時停止の表示を書くよう伝えたが、自

転車に対する路面標示はできないと言わ

れてしまった。交通標識の役割からすれ

ば、効果が出るように表示して初めて意

味を成すと思うので、地域が抱えている

課題として情報共有してもらいたい。 

れ、不停止の場合は交通違反となります。

止まらないケースが多い場合は更なる注

意喚起や取り締まりが考えられますので

警察へ情報提供します。 

・今までの地区要望では、回答に時間が掛

かる場合に区長へその旨やどういう状況

なのかを逐一連絡せず、お互いにその件

がどうなったのか不明な状態でいつの間

にか自然消滅してしまっていた。このた

め、地区連絡相談制度においては、その

ようなことにならないよう、市の方でも

上手く考えてもらったうえで、制度活用

を進めていってもらいたい。 

【生涯学習協働推進課】 

・地区相談制度では提出していただいた相

談が自然消滅しないよう、回答等に関す

る対応ルールを定めています。進捗状況

の管理と併せ関係課と連携しながら丁寧

な対応を心掛けていきたい。 
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】掛川第三地区（掛川西中学校区） 

【実施日】新型コロナ感染拡大に伴い用紙提出による聞き取り 

【作成者】地区区長会長 

【テーマ】自治区における高齢化に伴う諸問題 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜地域の現状等について＞ 

・高齢化によって、組の規模のバランスが

崩れている中で、組長のなり手不足が発

生している。 

・高齢者世帯での区費の納入に支障が出て

いるケースもある。 

・高齢化が役員のなり手不足を発生させて

いる。 

－ 

＜テーマに係るまちづくりの将来像について＞ 

・自治区運営において、高齢者世帯への配

慮を考えていくとともに、若い人（仕事

を持った人）が参加し易い役員への転換

を進めていきたい。 

－ 

＜中長期的な対応と短期的な対策について＞ 

・市等から選出依頼のある委員等について

は、それぞれの地域の実情に応じた内容

で要請するようにしてほしい。 

・平日の日中の時間帯での会議等は無くす

方向を考えてもらいたい。 

・世帯数が少ない地区や、世帯数は多くて

も集合住宅の割合が高く、実質的に活動

へ参加できる人の少ない地区の把握をし

てほしい。 

【生涯学習協働推進課】 

・地域へ選出を依頼している委員等のあり

方に関しては、多くの地区から同様に見

直し要請の声をもらっています。持続可

能な自治会運営を考えたとき、そこに携

わる役員の方の負担軽減は必須だと考え

ますので、区長会連合会と一緒に委員選

出のあり方等も議論していきたいと思い

ます。 

 

【生涯学習協働推進課】 

・自治区役員が出席する会議等の開催時間

の設定に関しては、様々なご意見をもら

っています。就労年齢が引き上がってい

る中、仕事をしながら自治区役員を務め
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る方も増えていますので、全体の声も確

認したうえで今後の会議等のあり方を考

えていくようにします。 

 

【生涯学習協働推進課】 

・現在市内では、今後の運営が厳しい自治

区が出現し始めており、持続可能な自治

会運営のあり方等の検討が急務となって

います。市としては、それらに関する検

討を区長会連合会と一緒に進めていきた

いと考えていますので、その際の現状整

理の中で各地区の組織力についても実態

を把握するようにします。 

＜上記内容の次年度へのつなぎについて＞ 

・各地域の現状を確認しながら、これから

の方向性を研究していってほしい。 

 

－ 
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】掛川第四地区（掛川西中学校区） 

【実施日】新型コロナ感染拡大に伴い用紙提出による聞き取り 

【作成者】地区区長会長 

【テーマ】地域組織における今後の役員のあり方等 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜地域の現状等について＞ 

・率先して役員を引き受ける人はいない

（昔の名誉職的な状況にはない）。 

・現在は、１グループを２年で回し、２年

おきに役員を経験するよう展開している

（年代ごとに役職を設定。70 歳前後で区

三役を経験して終了となる） 

－ 

＜テーマに係るまちづくりの将来像について＞ 

・女性の活躍できる場がないため、以前に

あった女性部（学級）や青年女性部等の

創設が必要と思っている。 

・皆さんが何らかの役員を経験すること

で、地域の活性化が生まれると考える。 

【生涯学習協働推進課】 

・人口減少や高齢化、多様性が広がる中、

持続可能な自治会運営のあり方の検討が

急務となっています。市としては、それ

らに関する検討を、区長会連合会と一緒

に進めていきたいと考えていますので、

その中で、女性の活躍できる場所や、皆

が関わることによる地域活性化の仕組み

なども議論していきたいと思います。 

＜中長期的な対応と短期的な対策について＞ 

・働く年齢が年々上昇していることを踏ま

え、市の会議等は夜間の開催としてほし

い。 

・広域的範囲を受け持つ市等から選出依頼

のある委員等は、同じ方が長期間務めて

おり、地区役員の候補者探しにおいて、

当該委員等を受けていることを理由に

「他の役員は引き受けられない。」と断ら

れてしまうケースがある。このことは当

該委員等の固定化や、地域の他の役員不

足にも繋がっているため、依頼する側の

【生涯学習協働推進課】 

・自治区役員が出席する会議等の開催時間

の設定に関しては、様々なご意見をもら

っています。就労年齢が引き上がってい

る中、仕事をしながら自治区役員を務め

る方も増えていますので、全体の声も確

認したうえで今後の会議等のあり方を考

えていくようにします。 

 

【生涯学習協働推進課】 

・地域へ選出を依頼している委員等のあり

方に関しては、多くの地区から見直し等
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市等において、広域的範囲内の地区間で

の持ち回り化の指導や、任期の取扱いの

見直し等を検討してもらいたい。 

の要請の声をもらっています。持続可能

な自治会運営を考えたとき、そこに携わ

る役員の方の負担軽減は必須だと考えま

すので、区長会連合会と一緒に委員選出

のあり方、任期の取扱い等も議論してい

きたいと思います。 

＜上記内容の次年度へのつなぎについて＞ 

・現在の区役員登用のサイクルは、導入し

てから期間が浅いため、今後も継続して

展開されるように引き継いでいく。 

－ 

＜上記以外に共有していきたいことについ

て＞ 

・従来から市へ要望している事項に関して

は、必ず地区へその後の進捗状況等を情

報提供してもらいたい。（県道日坂沢田線

城西交差点の市道側右折信号機の設置、

地区内の水害対策など） 

【生涯学習協働推進課】 

・地区よりの要望や相談ついては案件が自

然消滅とならないよう経過報告など適切

な進捗管理に努めます。 

 

【危機管理課】 

・県道日坂沢田線城西交差点の市道側右折

信号機設置の進捗状況と今後の方針です

が、市では平成 28 年に、地域の要望とし

て位置づけ掛川警察署へ要望を行ってい

ます。要望は掛川警察署から、静岡県交

安委員会へ報告されており、県内全域の

枠組みに含まれています。設置の判断は

交安委員会が行うものであり、静岡県全

体の中で直ちに右折信号の設置に至る判

断が難しい状況であることを把握してい

ます。市としては、引き続き右折信号機

の設置を求めていきます。 
 

【土木防災課】 

・市内の床下・床上浸水実績のある２４箇

所について、令和２年度から「掛川市総

合治水計画」として対策を検討していま

す。西保育園跡地に隣接する家屋の浸水

も対象箇所となっています。令和２年度、

令和３年度で現地調査や資料収集など計

画策定のための準備が整いましたので、

３年目の令和４年度は、国・県も進めて
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いる「流域治水対策」も含め、考えられ

るあらゆる対策を抽出・検討し、「掛川市

総合治水計画」を策定します。 
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】掛川第五地区（掛川西中学校区） 

【実施日】新型コロナ感染拡大に伴い用紙提出による聞き取り 

【作成者】地区区長会長、地区まちづくり協議会事務局長 

【テーマ】まちづくり協議会の役割と市からの要請で選出されている地区役員の役割 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜地域の現状等について＞ 

・現在、各地区・自治区では、市の担当課

や関係団体からの要請で、多くの役員を

選出している。 

・選出された役員の役割とまち協の活動内

容が競合することがあるが、指示系統の

違いからまち協との合同での活動は難し

く、選出された役員の地区での活動と、

まち協の活動との棲み分けが不明となっ

ている。 

・役員のなり手が無い中で、まち協が組織

され、同じような活動が行われていて二

重の負担になっている。 

－ 

＜テーマに係るまちづくりの将来像について＞ 

・市役所内にまち協を組織し、現在の地区

代表役員の任務や構成等を整理して、二

重活動の見直しや、地区から選出する役

員の任務とまち協の役割の整合を図るよ

うにしてほしい。 

【生涯学習協働推進課】 

・役員の担い手不足が叫ばれる中、役員の

見直しについては、必要と考えます。組

織の見直しとあわせて必要性と役割につ

いて検討していきたい。  

 

【生涯学習協働推進課】 

・地域へ選出を依頼している委員等のあり

方に関しては、多くの地区から同様に役

割重複等の現状を踏まえた見直し要請の

声をもらっています。持続可能な自治会

運営を考えたとき、そこに携わる役員の

方の負担軽減は必須だと考えますので、

区長会連合会と一緒に委員選出のあり方

等も議論していきたいと思います。 
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＜中長期的な対応と短期的な対策について＞ 

・今のまち協をそのまま継続するのであれ

ば、市職員がまち協を再認識し、各課や

関係機関の縦割りの現状から、横の連絡

が取れるよう市役所内にまち協を立ち上

げて、その中で地区の活動を整理し、情

報は全て区長会経由で一貫性を持って地

区へ伝達するようにしてほしい。 

【生涯学習協働推進課】 

・令和２年度に合同検討会で協議を重ね、

地区組織等のあり方について整理する中

で、地区区長会は、対外的な代表であり、

市と地区内各種団体をつなぐパイプ役と

いった役割の整理ができた。このことを

踏まえ、地区への情報伝達方法について、

原則、区長会を経由するよう周知徹底し

ていく。 

＜上記内容の次年度へのつなぎについて＞ 

・市担当者からの一方的な縦割りの情報で

なく、地区の実情に合ったやり方であた

ってほしい。 

－ 

＜上記以外に共有していきたいことについ

て＞ 

（１）まちづくり交付金 

・設立当初から言われている交付金の使い

にくさや、会計処理の複雑さが言われ続

け約５年が経過しているが、一向に改善

されていない。 

・ただ「早く出してほしい。」と言うだけで、

市職員の手間を減らすことに重点を置

き、根本から改善しようという姿勢が見

られない。 

 

（２）地区集会の開催方法 

・地区集会の開催方法は、見直しの検討を

始めて２年経過しているが、未だにはっ

きりしていない。地区単位で大勢の人を

集めても代表者による作られた意見発表

となり、中学校区単位では、さらに地区

の意見とは程遠い内容になる恐れがあ

る。 

・どこの地区でも地区区長会が開催されて

いるので、その席へ市長と関係職員の最

少人数が来訪し、各区長やまち協三役と

１～２時間程度ひざを交えながら地区の

意見を聴いてもらえば、身近な話題も出

 

 

【生涯学習協働推進課】 

・各地区まちづくり協議会の事務負担軽減 

のため、令和４年度より領収書の添付を 

省略する。その他、改善できる部分があ 

るか今後も検討していきたい。 

 

 

 

 

 

【生涯学習協働推進課】 

・地区集会については、２年前に開催形式

の見直しが行われましたが、その後、コ

ロナ禍の影響で、計画した内容での開催

ができていない状況です。 

 一方でこの２年間は、当時に検討された

広域開催の考え方や、一部の人だけの話

し合いとならないようにするための工夫

などの検証を行っており、その後、皆様

からの様々なご意見・ご提案を踏まえた

ポストコロナ版の計画案を作成し、令和

４年３月の区長会連合会理事会を通じて

地域にお示ししました。 
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て市政を近く感じるようになると思う。 

・型にはまった大掛かりな地区集会の考え

を変えて、地区の会議へ訪問する形にす

れば市の担当の負担は少なくなる。回数

は 33 地区分となるが、年間を通じての調

整にすれば開催は可能だと思う。 

・従来のやり方では、市長の話が長くなり、

意見交換の時間が少なくなるので、市の

宣伝は広報誌で賄い、市長との意見交換

の時間を長くして皆の意見を聴くことに

重点を置けたら良い。 

・会議を重ねながら地区集会に関する意見

を聞いていても、結論の先送りにしかな

らないので、思い切って改革を進めてい

けば良いと思う。 

・市長も選挙時には、短期間で精力的に全

地区を回っていたので、出来ないことは

無いと思うし、選挙時以外でも地区へ顔

を出して話をしたり、聞いたりするのは

良いことだと思う。 

 ポストコロナ版の計画案では、開催単位

や集会の内容を地域側の裁量で決められ

る形となっており、地区ごとの多様なニ

ーズに応えられるようにしてあります。 

 なお、地区集会は、広聴だけでなく広報

の役割も備えた事業となりますので、開

催の際には最新の市政情報等も発信させ

ていただきたいと思います。 
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】南郷地区 

【実施日】新型コロナ感染拡大に伴い用紙提出による聞き取り 

【作成者】地区区長会長 

【テーマ】県道掛川大東線における通学路の改善・整備 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜地域の現状等について＞ 

・地区内を通る県道掛川大東線は、掛川市

南北交通の幹線であり、東名高速掛川Ｉ

Ｃや国道１号線、市内観光拠点施設への

アクセスも含め近年、交通量が増加して

いる。 

・また、南郷地区は、「希望の丘」の整備や

宅地造成に伴う新たな自治区の発足によ

って急激に人口が増加しており、第一小

学校の児童やその他学生などの当該県道

の通行者も年々増加している中で、通学

路の安全確保が急務となっている。 

－ 

＜テーマに係るまちづくりの将来像について＞ 

・県道掛川大東線の歩道を拡幅し、ガード

レールなどの安全柵を設置するととも

に、道路沿いの工場のブロック塀につい

ても倒壊等への対策を講じていきたい。 

・また、当該県道の東側には、土砂災害特

別警戒区域の指定区間があるため、拡幅

工事に合わせて小高い斜面を切り崩し、

子どもたちが安全に通学できるようにし

ていきたい。 

－ 

＜中長期的な対応と短期的な対策について＞ 

・地元の役員経験者や有識者、市の関係部

署職員（基盤整備課、都市政策課、土木

防災課、学校教育課など）を委員とした

「県道掛川大東線整備事業推進委員会」

を組織し、地元と行政が協働で歩道拡幅

－ 
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などの道路改善計画を検討していくとと

もに、両者が一体となって通学路の改善

を国や県へ強く要望していく。 

＜上記内容の次年度へのつなぎについて＞ 

・推進委員会を立ち上げて、現状把握のた

めの意見交換等を行い、解決の方向性を

見出していきたいと考えているので、委

員会の行政側のメンバーの選出をお願い

したい。 

・交通安全面だけではなく、観光や防災面

からも改善の必要性を共有化し、地元・

行政・議員が情報共有しながら連携して

取り組む。 

【基盤整備課】 

・今後、推進委員会の組織化について、関 

係課の選出を含め協議させていただきた 

いと思います。 

なお、基盤整備課が主担当となります。 
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】西南郷地区（掛川西中学校区） 

【実施日】新型コロナ感染拡大に伴い用紙提出による聞き取り 

【作成者】地区区長会長 

【テーマ】地区及び自治区における役員選任の現状 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜地域の現状等について＞ 

・地区・自治区ともに役員のなり手が少な

く、現役員が苦労をしている。地区の役

員の殆どを自治区役員が兼務しており、

同じ人の長期間就任も多く、年齢も高く

なっている。 

・定年年齢の引き上げで65歳未満の人は殆

どが就業中となり、役員のなり手は減少

し、高齢化していくため、今後は地区・

自治区業務の執行が困難になっていくと

思われる。 

－ 

＜テーマに係るまちづくりの将来像について＞ 

・地区の事業は、自治区事業の発展型・広

域型として位置付け、極力、少人数の役

員で企画・実施していくことが、地域の

負担を軽減し、継続的地域活動の実施を

可能にすると考える。 

－ 

＜中長期的な対応と短期的な対策について＞ 

・役員のなり手が少ない中、地区の事業は

自治区役員の中に「地区事業担当」を置

き、地区区長会の事業（まちづくり事業）

として運営・実施し、地区区長会長（＝

地区まちづくり協議会長）を責任者とし

ていくのが良い。 

・地区区長会とまちづくり協議会の組織を

一本化することで、効率的な自治活動が

実施できると考える。 

【生涯学習協働推進課】 

・各地区の経緯や現状を考慮すると、組織

形態を含めて全地区で統一することは現

時点では難しい。しかしながら、役員の

なり手不足は共通の課題であり、二つの

組織が地区にあることが負担になってい

る地区もあると思う。今後、地区と意見

交換を重ねる中で地域の実情に応じ、地

区組織の見直しを検討していきたい。 

 

＜上記内容の次年度へのつなぎについて＞ 【生涯学習協働推進課】 
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・現行の“区長会とまちづくり協議会を別

物として区分けする方法”をやめ、区長

会連合会理事会へ、地区区長会長と地区

事業担当代表者（まちづくり事業）が出

席する一本化の形で行うようにする。 

・地区まちづくり協議会として事業化され

ている予算等は、地区事業費として地区

区長会長が企画・管理し、まちづくり協

議会が執行することとする。 

・区長会連合会では、市内 33 地区の区長会 

長が理事となり、月例の理事会を開催し 

ています。昨年度、地区組織の関係性等 

の整理を行い、その中では、区長会が行 

政との連絡調整を行うこととなっていま 

すので、基本的に理事会への出席は地区 

区長会長さんにお願いすることになりま 

す。 

 但し、人口減少や高齢化が進行する中で 

は、持続可能な自治会運営のあり方等を 

考えていく必要があり、一部の役員に負 

担が集中しないような仕組みづくりの検 

討や、今後の地域組織のあり方の見直し 

結果次第では、ご提案のような出席者の 

取扱いも考えてみたいと思います。 

 

【生涯学習協働推進課】 

・今後、持続可能な自治会運営のあり方等 

 を考えていく中で、交付金についても併 

せて検討していきたい。 

＜上記以外に共有していきたいことについ

て＞ 

・地区集会については、「地区や自治区の問

題・困り事とその対処法」という内容に

なり、地区要望で提出するような内容と

なる場面が多い。テーマ設定に工夫が必

要で、市としての当該地区の将来ビジョ

ン（グランドデザイン）を描いて、それ

に対し地区として何が必要で、どのよう

な取組ができるかについて議論すること

が重要だと思う。地域に基本的な問題ま

で担わせていたのでは、いつまでたって

も効果的な自治活動の実施にはつながら

ない。 

【生涯学習協働推進課】 

・地区集会で取り上げるテーマに関しては 

２年前の見直し検討の際にも課題にあげ 

られており、その解決策の一環で対話重 

視の考え方を取り入れています。 

 但し、地域によっては、地区集会では個 

別要望をテーマにしたいと考える地区も 

あるため、この２年間の検証や皆様から 

のご意見、ポストコロナへの対応も含め 

て、令和４年度からは地域側の裁量で開 

催内容等を決められる形としていきま 

す。 

 地区集会の開催前には、事務局と地区役 

員の方との事前打合せを行いますので、 

その際に希望テーマをお伝えいただきた 

い。  
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】上内田地区 

【実施日】令和３年 12 月１日（水）19 時～ 【会場】上内田地域生涯学習センター 

【参加者】地区役員 区長、まち協会長・事務局長 12 人、市職員６人 

【テーマ】人口増加につなげるまちづくりを進めていきたい 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜地区の人口・高齢化の状況について＞ 

・上内田地区では、2005 年３月末に 2,506

人だった人口が、2021 年４月には 2,189

人に減少し、現在の高齢化率も 31.5％ま

で上昇している。 

・上内田小の児童数は、現在、市内で４番

目に少ない 121 人だが、2030 年度には 41

人にまで減少することが予測されてお

り、学校としての統廃合の可能性が高い。 

・その昔は、各家庭が３世代で同居してい

たと思うが、最近は、全体の人口が減少

する一方で世帯分離が進む傾向となって

いる。また、空き家も 21 軒あり、空き地

も９軒となっていて、地域内がこのよう

な状況にあることを皆さんに改めて認識

してもらいたい。 

・市には、今回の聞き取りの記録の中で、

これらの上内田地区の状況を表示してお

いてもらいたい。（ある程度数字でパッと

見て分かるような形） 

【生涯学習協働推進課】 

・地域が分析した人口・世帯数等の状況も

交流ノートに記録させてもらう。 

 

【参考】 

①上内田地区の世帯・人口等 

     世帯数  人口  高齢化率 

2005 年 679 世帯 2,506 人  － 

2010 年 692 世帯 2,413 人  25.0% 

2021 年 750 世帯 2,189 人  31.5% 

 

②上内田小児童数 

       学級数 児童数 

2021 年度時点  ６  121 人 

2027 年度予測  ６   95 人 

2030 年度予測  ６   41 人 

 

③その他 

・空き家 21 軒、空き地９軒 

・商業施設はコンビニ１軒のみ 

＜学校再編計画について＞ 

・日本の人口は、全体として減るのは明ら

かで、上内田だけでなく、色々なところ

でかなりのスピードで人口減少が進んで

いる。実際のところ、学校再編をスピー

ドアップして進めていくのか、それとも

進めないのか、行政側はどう考えている

のか知りたい。 

 



31 
 

 

・どことどこの学校を合併させるかなどの

全体の再編計画はできているのか？この

辺で言えば、駅南の中学校の話がどうな

ったかや、ロードマップが示されるのか

等はどの段階まで進んでいるのか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教育政策課】 

・学校再編計画の策定につきましては、ま

ずは市全体の学校再編の基本方針（案）

を作り、この案について市民の皆様の御

意見を伺う機会を持ちたいと考えていま

す。 

 基本方針を定めた後に、現在の中学校区

ごとに具体的な再編の枠組みについて、

地域に入って検討を行っていきたいと考

えています。 

 基本方針についての説明は令和４年度中

に実施したいと考えています。その後の

中学校区ごとの具体的な検討について

は、学園ごとの校舎の老朽化度や、児童・

生徒数の推移の状況などを総合的に判断

しながら、緊急性の高い学園から順次着

手していきたいと考えています。 

・地域は、「学校再編＝小さい学校の統合」

というイメージを持っていて、上内田小

がどうなるのかを心配している。線路か

ら南側は、住宅がたくさん建って、新た

に学校ができるという話を聞いたが、そ

のことも全然分からない状況か？ 

 

・この地域で孫が学校に行っている世帯で

は、色々な話が出ているのではないか？

今、小学校へ行っている子は卒業してし

まうだろうけど、私もこれから小学校へ

あがる孫が５人いて、個人的には、再編

して今までの小学校の区割りは潰し、小

中一貫で災害が起きても大丈夫な場所に

大きな学校を建てて、上内田みたいに遠

くからの子はスクールバスで通う、それ

しかないかなと思っている。 

・防犯上は、ここは田舎だけど結構危ない

地区で、親が迎えに行かなければいけな

いような状況もある。それだったらスク

ールバスで通う方が安心な一方で、マン
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モス学校で子どもたちがしのぎを削るの

は可哀想かなと色々なことを思ってい

る。 

・建物の老朽化の観点からは、いずれどこ

もかしこも建て替えが必要となったら、

現実のところ今の上内田小を建て替える

のはなかなか難しいと思う。人口減少は

避けたいが、掛川だけ人が増えるという

のは現実的でないので、もう少し現実を

見て考えていかないといけない。統廃合

という言葉は好きではないので、再編に

よって地域割りが今までと変わるという

形が良いと思う。 

 

・小学校に対しては、無くなっては困ると

いう想いがある。どちらかと言うと、そ

ういう人の方が多いのかなと思う。 

・施設の再編は、位置的に人口の多い方へ

移ることが多いと思う。しかし、この地

区の人は、掛一小より上内田小の方が良

い環境だと思っている人が多い。小人数

の中で、あまり競争をせずに伸び伸びと

学校生活を送っている子と、ある程度切

磋琢磨している子たちとでは、伸び伸び

している方が良いという人もいると思

う。経済的な面を考えれば人口の多いほ

うへ持っていくことも分かるが、色々な

視点から考えてもらいたい。 

・駅南に学校ができる場合に、その場所は、

どうしても東名の近くをイメージしがち

だけど、こっちに来ても良いと思う。上

内田は防犯的に安全というわけじゃない

けど、そういうリスクは他でもある。 

・教育委員会から地区への説明があるのは

議会の承認後とのことだったが、よくあ

る話で、決まったからということではな

く、提案があった時が初めて土俵にあが

ったという考え方で望んでほしい。 

【教育政策課】 

・学校再編計画を策定する際には、決定し

たものを地域の皆様にお伝えするという

ことではなく、まずは市全体の学校再編

に向けての基本方針を定める前の段階

で、市民の皆様の御意見を伺う機会を持

ちたいと考えています。 

 基本方針が定まった後に、現在の中学校

区ごとに再編の枠組みと学校施設のあり

方について地域の皆様と検討してまいり

たいと考えています。 

 いずれも、決定したものを地域の皆様に

お伝えするのではなく、案を提示して、

地域の皆様と対話をしながら検討を進め

るというスタンスで実施してまいりたい

と考えています。 

・上内田地区で出した10年間の児童数から  
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すると、2030 年には 40 人しかいないと

いうことであと 10 年も無い。そういうこ

とを考えると、教育委員会の動きが遅す

ぎるのではないかと思う。これは上内田

だけでなく、他の地区でも同じようなこ

とが言えると思っている。 

・総合計画や色々な計画、検証や見直しの

結果等の市民への広報が足りない。どこ

の公共団体も今は広報に力を入れなけれ

ばならないと言っているけど、掛川市は

少し広報が置き去りにされているところ

がある。どういう風に市民へ知らせてい

くのかは一番大事なところだと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜農業振興地域の取扱い等について＞ 

・昔は宅地造成して、過疎のところへ住宅

団地を誘致した。そこは農振地域だった

けど定期見直しの中で外したことがあ

る。この地域も同じように農振除外を進

めていくことが必要だと思っている。 

【生涯学習協働推進課】 

・都市計画で言うと、用途地域というのが

街中に設定されている。用途地域を除く

範囲が農振地域になっていて、その中に

青地・白地がある。基盤整備やパイロッ

ト事業などを実施したところが青地で、

農地以外への転用は非常に難しい。国は、

農業の状況は分かっていても、なかなか

農地を潰すという方向には動かない。一

市町だけでは、どうにもならないのが現

状である。 

 

【農林課】 

・農地の荒廃化が進む中、農地の利用につ

いては、上内田地区に限らず市内全域、

または全国的に同様の課題を抱えていま

す。農振制度は前述のように過去に土地

改良事業等を実施した土地や、まとまっ

た集団的農用地等を優良農地として確保

するための制度のため、農用地以外に利

用する場合には基準が設けられていま

す。個々の計画により検討を行うため、

具体的な計画がある場合は農林課へ直接

御相談願います。 
  併せて農地の利用に関しては、地区ごと

・私は農家だが、正直、ある程度農業は崩

壊していて自分の息子にやらせようとは

思ってない。いつまでも農振があるから

農業が守られていて、農振が外れ住宅が

できてくれば農業をやりにくくなるのは

分かっている。しかし、少し多めに耕作

しているだけでは食べていけないし、ど

のみちやっていけないのなら、他の方へ

利用を向けるのも一つの手だと思う。そ

の場合、上内田全体で考えましょうとい

うよりも、この地区は地主や耕作者でブ

ロックにした方が意見も出やすいので、

市にはそのようなことも考えていってほ

しい。 

・この間テレビでやっていたけど、世界的

に火力から自然エネルギーに移行しよう

としている中で、太陽光パネルをやりた

いという話がある。そういう事業もどの

辺までやっていくのかや、総合的という
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中には、そういうものも入れている地域

はあると思う。各個人で立場が違うので、

その辺は色々な意見を聞きながら吸い上

げが必要かなと思う。私も土日は草刈り

に手一杯で、専業農家の人からも「いつ

までできるか分からない」と言われてい

る。大切なのは、吸い上げて何も進まな

いのではなく、一歩でも半歩でも進めて

いくということだと思っている。 

・商業施設の導入とか、他の自治区の人が

どう思っているかは分からないけど、こ

の地域の場合は、いいところの自然は残

しておいて、現代的な施設のことも考え

た方が良いと思う。 

に 10 年後の将来を見据えた人・農地プラ

ンによる地域の話合いを計画していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜地区内の交通利便について＞ 

・だんだん高齢化しているので、買い物や

病院が大変になってくる。以前、要望で

100 円バスをこっちにも走らせてほしい

と言ったことがある。菊川市のコミュニ

ティバスのようなものを、こちらでもで

きないかなと思っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生涯学習協働推進課】 

・バスのことは、どこの地区でも話題にな

る。掛川市が公共交通に投じているお金

は毎年２億円で、バス路線や天浜線の維

持費、デマンド型タクシーの費用に充て

られている。しかし、毎年の市民意識調

査の結果を見れば、誰も満足していない。

高齢化が進むほど「バス停まで行けない」

「バス停から病院まで行けない」「病院の

前にバス停がない」というニーズになり、

これをバス路線の形で維持しようとする

と、さらにお金が掛かってくるという現

状がある。 

・来年度に市の公共交通計画の見直しを行

う予定となっており、その中では、今後

は、ドア・トゥ・ドアの交通体系をどう

していくかが大きな柱となってくる。そ

れらの整理もしながら、皆さんと共有し

つつ公共交通をどうしていくかの議論を

深めていきたい。 

・昨年度に、75 歳以上の方を対象にした運

賃無料の実証実験を行ったが、結果は誰

も乗らなかった。そのことを踏まえれば、

今後はタクシーを使ったドア・トゥ・ド
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アを考えていく必要があり、その時に誰

を対象にするか、高齢者や交通弱者、学

生はどうするかなどを色々な総合的見地

で煮詰めていきたいと思っている。 

・結局、交付金を出すから自分たちでやれ

ということになると思う。 

 

 

 

 

 

 

 

【生涯学習協働推進課】 

・今、生活支援車が佐束地区他で実施され

ているが、雇用年齢の引き上げで 70 歳ま

でみんな働こうという時代の中では、そ

の後に引退し地元に戻ってドライバーを

できる人がいないという課題がある。こ

のため、これからはタクシーを使った取

組を考えていて、今年度、補正予算通過

後に実証実験を予定している。 

・自動運転の普及は、まだ先の話か？また、

無人の車１台を走らせるのに、何人の監

視員が必要なのか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生涯学習協働推進課】 

・掛川駅と掛川城の間で遠隔操作バスを走

らせる実験を 12 月に実施する予定だっ

たが、伊東市で事故が起きてしまった関

係で、運輸局が安全性の確認をするまで

はストップしてしまった。現行の無人運

転では、横断歩道の前に人が居ても、渡

ろうとしているのか、ただ立っているだ

けなのかをＡＩが判断できない。なかな

か難しさがあり、まだまだ時間が掛かる

と思う。 

・今回、掛川市でやろうとしていたのは、

伊東市から遠隔操作でバスを走らせると

いう内容で、結局、ドライバーの数は変

わってなく、未来図は描けるかも知れな

いが、コストダウンになっているかは分

からない。それなら、高速道路でバスの

連結の無人化とかの大型輸送の分野では

あり得るかも知れないが、中山間地の道

路環境ではなかなか先の話になると思っ

ている。 

・家族に高齢者がいて、80 歳代の時に免許

を返納した。ずっと車に乗っていた人は

「車で送ってほしい」と言うが、免許が

無かった人はタクシーを使う感覚があ

【生涯学習協働推進課】 

・支え合いの形を取っている地域もある。

段階の世代は、現役時代から車への思い

入れがあるので、なかなか手放さないと
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る。但し、近所でタクシーを使う人は、

年金をそれなりにもらっている。自分で

車を運転してきた人は、お金を払って車

に乗るという発想が無い。現実として、

年寄りだけで暮らしている人はどうして

いるのか？ 

思うし、安全装置等のハードは今後、も

っと充実していくはず。それを追いかけ

ながら公共交通をどうしていくかという

ことを、計画の中で議論していき、地域

にも繋いでいきたいと思っている。 

 

＜通学路の安全確保について＞ 

・県道小笠掛川線の大谷交差点東側区間の

一部は、今は幸いにも事故が起こってい

ないだけで、地区の長年の課題となって

いる。ここは子どもだけでなく、一般の

人も通るのが危険な場所で、最近は大型

車両の通行量も増えてきており、益々危

険な状態となっている。 

・先日、県議会議員と市議会議員、関係職

員に視察に来てもらった。地区として委

員会を組織し、拡幅も含めて検討してい

るが、道路沿いに住んでいる人が居るの

で難しいのが現状。しかし、事故は必ず

起こると思っているので、拡幅以外に良

い方法が無いかを考えてもらいたい。で

きるかどうかは分からないけど、例えば

通行規制など。 

・ここだけの話ではないが、公共事業の多

くで地権者への説明が遅すぎると感じて

いる。最後に地権者へ説明に行き、そこ

で反対され長引いてしまうケースが多

い。ある程度の計画ができた段階で地権

者に説明して、そこから計画を練るよう

にした方が良い。 

・用地の問題がクリアできなければ、県の

方も手の打ちようが無いと思う。とりあ

えず大型車両の通行を規制することはで

きないかを知りたい。 

【危機管理課】 

・令和3年 9月に通学路緊急点検が行われ、

当課を含め教育委員会、警察、道路管理

者において確認し新たな規制や道路改良

は難しいことを共有しました。 

道路環境において、人も車も地域も共存

するために、地域が主体となって啓発活

動を行った事例もあります。 
地域でも啓発活動の検討をしていただ

きつつ、他の地域での活動を注視してい

きます。 

 

・千葉県での痛ましい事故は、現場の問題

性をずいぶん前から認識していながら、

放置していた結果としてあのようなこと

になったと聞いている。人が死んでから

【基盤整備課】 

・本箇所については通学路でもあり、市及

び県もその危険性について認識しており

ます。県による道路改良事業を実施する
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では遅い。逆に言うと、千葉県の例を情

報に含めながら袋井土木事務所へ要望を

あげるのが良いと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

ためには、地元の皆様が中心となり、用

地提供の同意を含めた地元の合意形成を

諮る必要があることについて、令和２年

度に自治会の役員様と打合せをさせてい

ただきました。また、本年度も現地にて

県担当者や県議と視察を実施いたしまし

た。地元の皆様が事業化に向け推進して

いくとの方向性が決まりましたら、地元

の皆様・県・市が連携し合意形成を諮っ

てまいりますので、市に連絡をお願いい

たします。 

 

 

＜その他地区内の課題等について＞ 

・人口増加につなげるまちづくりはいい話

だけど、そこで安心して暮らせるという

思いがなければ、わざわざ家を建てて住

むという発想にはならないと思う。地震

対策は、制度もそれなりにあって進んで

いるが、豪雨に対する対策はあまり用意

されていない。要望しても、殆ど手を出

してもらえないし、当区で上小笠川の浚

渫要望を出したが「県の管轄で、市は手

を出せません、お金がないからやれませ

ん、災害復旧工事でやりましょう」とい

う回答だった。 

・地域としては、災害が起きないように、

この地域から被災者を出さないという想

いで区の活動をしているので、市が手を

出せないのなら、一緒になって袋井土木

事務所へお願いに行ってもらいたい。上

小笠川は、過去、何度も越水しそうにな

っているので写真も多くあるはず。市役

所に行けば、市民側に立って物事を考え

てくれると思っているが「それはできな

い」「あれはできない」ばかりで、「代案

でこういう対策をしましょう」等の話に

はならない。 

【基盤整備課】 

・上小笠川の浚渫等については、本年度も

自治会役員様と県担当者、県議と現地を

視察し、県に要望しています。県も護岸

工を事業化する等対応していただいてお

りますが、激甚化・頻発化する豪雨に備

え、今後も地元の皆様と共に県へ要望し

ていきます。 
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・子どもが安心して学校へ通えない地域

が、人口増加なんてあり得ない。生活を

していくにあたっては、どうしてもやっ

てもらわないといけないことはあるの

で、総力をあげて対応してほしい。 

 

 

 

 

 

・当区も結局はお金がないということで、

区費で大木の撤去を行った。そうなると

地元は意気消沈し、何も進まなくなる。

お互いにできることと、できないことを

確認し合って進めていくのが、協働の考

え方だと思う。地域も市役所へ言うばか

りでなく、自分たちも何ができるかを考

えて、半歩でも進むようにしたい。 

・少しでも目に見えて進めば、その分は明

るくなる。何もなくて、歴代の区長がお

願いに行っているのに一向に進まない、

区民の中には自主的に進めようとしてい

る人もいるけど、そういう姿を見ても市

は何も進めず「災害が起きるまで待ちま

しょう」と言うのでは困る。色々大変だ

と思うけど、半歩でも進むように、市か

ら県へ強く要望してほしい。 

・当区では、上内田の最下流のところで、

ずっと河川の要望をあげているけど、図

面はできているものの、予算が取れない

ということで諦めてしまっている。過去、

１年だけは、今年度中に何とかしましょ

うという回答があったけど、それだけ。

素人目に見てこれは放置しないでしょう

という状況でも、「予算確保の見込みが無

いから、災害復旧になるのを待ちましょ

う」と言われて頭にきた。要望書の意味

は何なのか、回答にもなっていない。 
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】西山口地区 

【実施日】令和３年 12 月 13 日（月）19 時 30 分～ 【会場】西山口地域生涯学習センター 

【参加者】地区役員（区長、まち協会長・事務局長他 10 人、市職員５人 

【テーマ】豪雨災害への備え 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜区の現状等について＞ 

【金城区】 

・金城区は、81 世帯、人口 180 人で 高齢

化率が３割の自治区となっている。区の

予算が約 200 万円で、その金額で一切を

賄っているため、防災倉庫等の整備には

なかなか手が回らない。 

・高齢化率が高く狭小な地域に対しては、

市から、極端なことを言えば９割等の補

助率で支援が受けられる仕組みがあって

もいいと思う。 

・防災資機材補助の現行制度は、前年度に

地域から要望を出し、担当課が予算要求

を行って翌年度の補助として実施されて

いるが、例えば、先に世帯数等に応じて

予算額を割り振ってくれれば、その額を

踏まえて地域側が資機材を調達できるよ

うになるので、その方が地域は余分な手

続きをしなくても済むようになる。市の

予算の原則は理解しているが、もう少し

融通が利くようになれば、お互いに楽に

なると思う。 

【危機管理課】 

・現在自主防災資機材等整備費補助金制度

として、各自主防災会から前年度に要望を

していただき、事業費の２／３の金額を補

助する制度となっています。この制度は県

の交付金制度も活用しています。 

 また上限として各自主防災会単位で５０

万円＋世帯数×4,400 円を上限としてお

ります。 
 ご意見のありました高齢化率、狭小な地域

の補助率の増額とありましたが、掛川市内

にはまだ高齢化率が高く世帯数の少ない

区は多数存在しております。高齢化率や世

帯数での補助率増額は線引きが難しく、不

公平感が出てくることも考えられます。 
 またあらかじめすべての区の各世帯分に

応じた予算額の確保は、膨大な額になり現

実的ではありません。各区の実情にあわせ

た資機材の購入を計画的にお願いいたし

ます。 

【成滝区】 

・成滝区では、浸水ではないが、そうなり

そうになったところがあり、今年度の地

区要望として２件を提出している。 

・１箇所は対応をしてくれたが、もう一方

は、調査に来て大掛かりな工事になるの

【生涯学習協働推進課】 

・R3 年度は現地調査、設計検討を実施しま 

 したので R4 年度より工事を実施します。 

 工事費が多額となり単年での完了は困難 

 ですので次年度以降も完了まで地区要望 

 の提出をお願いします。 
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で待ってほしいと言われたきり、そのま

まになってしまっている。 

・成滝は、元々水田に囲まれたエリアで、

田んぼだったところを埋めて住宅が整備

されており、排水設備が脆弱なので大雨

が降ると水がはけ切れなくて溢れる箇所

がある。今から側溝を整備するのが難し

いことは理解しているが、住民からすれ

ば、生活に直面する問題ということで区

へ相談があり対応に苦慮している。 

・成滝区の公会堂も浸水地域に位置してい

ていながら避難場所に指定されている。

豪雨の際は使用を控えており、危機管理

課へは次回の見直しの際に指定から外す

よう依頼をしてある。 

・１番の問題は、西山口小学校が広域避難

所に指定されていながら、浸水区域に該

当していることで、このまま本当に広域

避難所として指定し続けていいのか疑問

に思っている。小学校は川に挟まれてい

て、体育館は洪水のときの避難に不向き

だと思うし、地域住民は区へ不安をぶつ

けてくるため、こちらも言われても困っ

ていて、そのような現状を承知してほし

い。 

 

 

【危機管理課】 

・ご意見をいただいた西山口小学校が浸水

区域に指定されている件ですが、静岡県が

平成 29 年に降雨最大想定（おおよそ千年

に一度）、24 時間雨量 629.5mm で計算した

結果です。想定される最大で西山口小は浸

水 0.79ｍ、浸水継続時間が 12 時間未満と

なっております。 

 掛川市防災ガイドブックのハザードマッ

プはおおよそ 50 年に一度の確率で起こる

降雨想定、24 時間雨量 355.1mm で作成し

ており、西山口小学校は浸水区域に該当し

ておりません。 
 洪水時の避難として、まずは自宅での垂直

避難や他地区への縁故避難、そして最終的

な手段として避難場所への避難がありま

す。降雨時は予報等によりあらかじめ情報

が入りますので入手し、速やかな避難が必

要です。 
 また、非常用の食料など自分で用意して避

難することが大切です。 

【宮脇区】 

・少し前に公会堂付近で 1,000 ㎡以上の宅

地開発の計画があったが、業者に地元説

明会を開かせ、その中で様々な意見が出

たために業者が諦めた経過がある。 

・区長として業者が来訪した段階で同意書

に押印していたら、いいようにやられて

いたかも知れないが、説明会の開催を求

めたのが結果的に良かったと思う。 

 

【満水区】 

・満水区では家が浸水することはないが、

ＪＲのアンダーパスは、30cm 程度はすぐ

に浸かってしまう。区長として何度も現
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場に呼び出されたことがあり、警察など

の協力も得ながら通行止めの対応をして

いる。歴代の区長がＪＲに対して改良を

要望しているがどうにもならない状況が

続いている 

・満水区は、線路で南北が分断しているの

で、緊急時の対応として、「つま恋」に線

路以南の住民の避難を了承してもらって

いる。 

・線路以北の住民については、「たまりー

な」から「駐車場であれば避難で自由に

使ってくれて構わない。」との返事をもら

っているので、そのような２箇所での避

難体制を準備している。 

【薗ケ谷区】 

・園ケ谷区では、過去の大雨で浸水被害が

発生している。大雨時は、基本的に逆川

が満水になり、そこを流末としている東

部工業団地のため池がオーバーフローし

て、逆川の水位が上がってしまう。 

・過去の災害では、そのことが原因で旧国

道１号線の南側にある約 40 世帯が浸水

してしまった。 

・また、ため池から水が出るところの間に

は公会堂があるが、水害の危険があるこ

とに加え、西側に傾斜地を抱えている状

況にも関わらず避難場所に指定されてい

るので危ないと思っている。 

 

【葛川区】 

・葛川区では、大雨警報が出るたびに役員

が公会堂に詰めて金城橋の水位計とにら

めっこをしている。 

・当区の公会堂は、逆川が溢れたら水没す

る位置にあり、一昨年の台風 19 号のとき

には、残り 30cm 程度のところまで水位が

上がったので、さすがに覚悟して区の役

員が手分けしながら区民へ注意を呼び掛

けて回った。地元役員としては、逆川の

【危機管理課】 

・現在、市民に対する避難情報については、

災害対策本部として発令しておりますの

で、区の判断の難しさについては十分理解

できます。 

 最も有効なものは同報無線ですが、台風や

大雨が降っている際には、使用は難しいと

思われます。また、LINE やメール、ツイッ

ターなどの SNS は有効と思われますが、使

用できる世帯ばかりではないかと思われ
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水位がどこまでなら耐えられるのか等の

情報を教えてほしいと思っている。 

・台風 19 号のときには、逆川北側の国土交

通省名義のどぶ川に水が溜まり、逆川へ

放流できなくなってしまったため、付近

の約５世帯に広域避難所の東中学校へ避

難してもらった。 

・その他の一部世帯は、「あいりーな」の方

が近くて安全ということで、自発的にそ

ちらへの避難になったが、区役員が区民

へ情報を流す難しさを感じた。 

・あの時は、同報無線も使って呼び掛けを

したが、雨風の音が強く、各家の雨戸が

閉まっている状態ではその方法に限界が

あると感じた。市には、もしもの時の区

民への情報伝達の仕方等を考えてもら

い、その方法を教示してほしい。 

ます。 
 風水害においては早めの避難が最も重要

で、そのためにも家庭の避難計画の作成を

市でも呼び掛けておりますので、区からも

計画の作成についての呼びかけをお願い

します。 

・防災訓練の際に、家庭の避難計画作成の

呼び掛けはしている。結局、地域が一番

知りたいのは、逆川がどこまで耐えられ

るのかということ。 

・逆川もそれなりの根拠に基づいて流下能

力の設計がされていると思うが、その後

に小規模開発が乱発していて、設計時と

流入水量の状況が変わっているし、最近

は雨の降り方もひどくなっている。 

・逆川だけでなく、そこへ流れ込んでいる

小河川も逆川へ放流できなくなること

で、内水反乱を起こすメカニズムなので、

結局のところは自己責任で早めの避難を

するしかないと思う。 

・昔の家は、敷地内に庭を残したものだが、

今の新築の家は、庭でなくコンクリート

などで駐車場を整備している。雨が降れ

ば直接、道路へ水が流れ出てしまい、そ

のようなことも浸水被害の状況の要因に

なっていると思う。 

【危機管理課】 

・洪水予報のうち、氾濫警戒情報が市町村の

避難情報を発令する目安となるとともに、

住民が自主的に避難をする目安となりま

す。氾濫警戒情報とは、一定時間後に氾濫

危険水位に到達することが見込まれる場

合に発表される情報です。金城橋に設置し

てある水位計では、490cm が氾濫危険水位

となっており、この水位が判断基準の材料

となります。 

【青葉台】 【維持管理課】 
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・青葉台には調整池が４つあるが、その管

理がどのような取り決めになっているか

が分かっていなかった。それらの調整池

では最近になって様々な問題が起き、ひ

どい状態になってしまったので、市の支

援をお願いしながら区で工事を行ってい

る。市が調整池を受け取っている状況の

中で、本来、どのような管理体制にある

べきかが分からない。 

・市へ寄付された調整池については、草刈り

及び清掃作業等、施設破損等に対する安全

対策以外の管理・維持は居住者が行うもの

としています。 

 

・満水区内には、工業団地の調整池がある

が、今の話からすると、そこも地元管理

の扱いになっているということか？ 

【産業労働政策課】 

・工業団地内の調整池は「防災施設の維持管

理に関する協定」を締結している企業の管

理となりますので、地元住民の管理ではあ

りません。 

・成滝区内にも民間開発による調整池があ

り、それらは地元管理となっている旨を

聞いている。少なくとも自治区側には残

されている資料等は無いが、市が寄付を

受けた際に、住民や業者等ときちんと協

定を結んでいるのか？ 

【生涯学習協働推進課】 

・民間開発で宅造された調整池の寄付を受

け取る場合、地元自治区が管理するケース

もあるとは思うが、一般的には入居者たち

自身が管理することを承諾したうえで土

地を購入しているケースが多いと思われ

る。 

・成滝区内の調整池の管理については、維持

管理課に確認をしたうえで、現状を回答す

るようにする。（後日、担当課より成滝区

長へ回答済） 

・満水区は、浸水被害は無いものの、土砂

災害危険区域の指定を受けている住宅が

40軒近く存在している。それらの住民は、

いざという時に逃げる場所が無く困るこ

とが予想されるが、土砂災害の警報は、

どんなタイミング・状況で発令されるの

か知りたい。 

【生涯学習協働推進課】 

・土砂災害警戒情報は、静岡県が保有してい

るシステムで雨量と土壌雨量指数から崩

れやすさを測り、危険判定が出たエリアに

関する情報がテレビのテロップに出たり、

防災メールで流れたりする仕組みとなっ

ている。 

・最近、土木事務所の職員から聞いた話で

は、土砂災害危険区域の指定は「対象が

沢山あり過ぎて調査しきれないので、山

の高さや傾斜度から判断している」との

ことであった。 

・対象が多く、調査しきれないという事情

【基盤整備課】 

・県による土砂災害警戒区域の指定手順は、

①航空写真から候補地を選定、②現地調

査、③崖の高さや傾斜度等基準を満たす箇

所について指定されることとなっており

ます。土砂災害から皆様の生命、財産を守
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も全く理解できないわけではないが、指

定によって資産価値が下がってしまうこ

とを考えれば、土木事務所の仕事をチェ

ックする仕組みがあってしかるべきだと

思う。 

るため、危険箇所の周知や警戒態勢の強化

など、ご理解とご協力をお願いします。 

＜広域避難所について＞ 

・いつも広域避難所運営本部会議が開かれ

るが、内容が発展していかない。防災委

員も交代していくので、支部長等が、今

年はマニュアルの見直しを行いましょう

とか、受付の体制を確認しましょうとか

の蓄積が無いと改良されていかない。 

・まち協役員として、同会議へ参加してい

るがここ６年間に変化は無い。危機管理

課も広域避難所は住民が運営するという

形を目指していくのであれば、もう少し

プッシュが必要だと思う。 

【危機管理課】 

・ご意見をいただいたとおり、広域避難所の

運営は各地区の方が主体で行っていくこ

とが大前提であります。広域避難所の運営

については、繰り返し地域で協議、訓練の

実施を重ねていく以外ありませんので、住

民主導での運営をしていただくように、市

からも引き続き啓発をしていきたいと思

います。 

・東中学校の広域避難所は４つの地区で運

営しているが、おかげさまで４地区の各

リーダーになる立場の者同士が意思共有

を図れる体制は確保できている。 

・今年は、市からの伝達だけでなく、自分

たちでこういうことをやってはどうか、

こういう内容でやってほしい等の要求を

出せるようになってきている。 

・あまり市任せにしないで、各地区からの

広域担当者が居るのだから、その人たち

が実際の避難所の運営や避難者の求めて

いることなどを考えるように指導してい

けば、ボトムアップ的に住民が避難所を

どうつくっていくかという形に変わって

いくのではないかと思う。 

 

・12 月の地域防災訓練のときに西山口小の

体育館でテントを出す訓練を計画してい

たが、市から「できない」と言われてしま

い、諦めて地域だけで訓練を実施した。 

・会議は、夏頃に市の担当者が開いてくれ

るが、そこから具体的な内容に発展して

【危機管理課】 

・ご意見をいただきました支援物資につき

ましては、避難所に避難してくる方も、自

己の食料等非常持ち出し品３日分の持参

をお願いしております。 

 まず、広域避難所で生活をするのではなく
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いかない。広域避難所が３つに分かれて

いる以上は、西山口のまち協として防災

に取り組める範囲は限界がある。 

・啓発的なことは可能でも、実災害を想定

した内容は、避難所別に訓練するしかな

い。また、その中では市や地域住民に現

場の状況を知ってもらう必要があり、12

月には体育館へテントを張る訓練を行う

予定だった。 

・実際に広域避難所にテントを張ってみれ

ば、収容できる世帯数が少ないことが分

かるだろうし、広域避難所が最終避難場

所で、その前段階の地域の避難場所の公

会堂も狭小で避難できないことが分か

る。 

・一番問題なのは、有事の際に市からの支

援物資がすぐに届かないことは承知して

いる中で、地域でも備蓄を考えたが、モ

ノは用意できても、それを保管するとこ

ろがないということ。 

・焼津市では、市が大きな備蓄倉庫を整備

し、中の備蓄品が搬出されれば、そのま

まそれが避難施設になるような備えをし

ていると聞いたので、掛川市でも同じよ

うなことを考えてもらわないと地域での

備蓄が進んでいかない。 

自宅が使えれば自宅避難、親戚などへの縁

故避難の方がストレスが少なく生活でき

ると思われます。 
また、各広域避難所には一定数の食料、ト

イレ、毛布など数日間は避難生活ができ

るよう備蓄品があります。実際に避難所

生活が強いられるような災害であれば、

数日で支援物資や自衛隊などの援助が受

けられる体制となっております。 
 掛川市備蓄倉庫についてですが、予算的な

面や場所の選定等、検討をしている課題で

あります。 

・西山口は、地区内で広域避難所が分かれ

ているので、地区として防災の取組を進

めるのが難しいし、どこから手を着けて

いいのかも分からない。もう少し、具体

的に動くようになるまでは、市がフォロ

ーしてもらえるとありがたい。 

【危機管理課】 

・西山口地区は広域避難所が分かれていま

すが、広域避難所の運営はそこに避難する

自主防災会での運営をお願いしています。

地区の取りまとめとして地区防災計画の

作成を各地区にお願いしているところで

す。まずは西山口地区防災計画の作成から

手掛けていただければ、今後の地区として

の取り組みなどが見えてくるのではない

かと思われます。 

・満水区では、区内の企業と協定を結び水

だけは 34 トンを確保できるようにして

【生涯学習協働推進課】 

・広域避難所のあり方には難しい部分もあ
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ある。同企業のタンクは、17 トンのもの

が２基あり、それぞれに蛇口が７から８

個程度付いているので、住民がポリタン

クを持っていけば好きなだけ使えるよう

になっている。 

・また、つま恋で入浴等もできるように、

区として緊急避難用の基金を積み立てし

てある。 

るので、防災の担当課から現状に関する情

報を得るのが良いと思った。 

・広域避難所の曽我小学校は、ここと浸水の

状況が似ていて、地震の時は広域避難所に

逃げてくるが、浸水のときは他の複数個所

の避難場所へ逃げるよう取り決めがされ

ている。 

・各家庭の避難計画も、地震版と大雨版で作

成されていて、周知についても、いざとい

う時のアナログ対応を想定し、区長さんが

同報無線スピーカーの鍵を管理して、自治

区独自の放送ができる体制を確保してい

る。 

・今日の意見交換では、災害時の水の話も出

たが、各小学校の屋上には校舎内で使用す

るための水タンクが設置されており、自然

流下で施設内に送水するものなので、災害

で停電の状態でも使用することができ、こ

れをどう使うか等の訓練も有効である。 

・地区の防災体制を整えていく際には、市の

防災担当にも声を掛ける中で、各論的なと

ころの何が問題で、どう解決したいかを整

理していくと前に進んでいくと思う。 

＜ごみ屋敷への対応等について＞ 

・最近、静岡市で「ごみ屋敷条例」を施行し

たとの話を聞いた。区内には、ごみ屋敷

のことで困っている住民があり、区へ相

談が来ても対応が難しい。 

・一方で、個人同士で解決しようとしても

感情的なトラブルになりかねない。これ

は、正確な内容かどうかは分からないが、

掛川市でも静岡市と同様に条例制定の動

きあると聞いたが本当か？ 

【環境政策課】 

・掛川市良好な生活環境の確保に関する条

例において、指導することになります。な

お、ごみ屋敷への行政執行のための法令化

等の予定はありません。 
【環境政策課、福祉課、長寿推進課】 
・地域や民生委員、専門機関等が相互に連携

しながら当事者と寄り添い、ごみ屋敷問題

をともに考え、ともに解決する糸口を見つ

けたいと考えます。 
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】東山口地区 

【実施日】新型コロナ感染拡大に伴い用紙提出による聞き取り 

【作成者】地区区長会長 

【テーマ】近い将来における耕作放棄地発生への懸念 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜地域の現状等について＞ 

・農地を持つ非農家の増加や水田の排水不

良、外来生物（タニシ）による被害、大

規模農家における後継者の問題等によっ

て農業を取り巻く環境が著しく悪化して

おり、近い将来、土地改良事業を投入し

た農地の耕作放棄地発生を懸念してい

る。 

・また、水田の再整備事業計画においても

耕作者と農地耕作委託者との間で事業費

の問題が浮上しており、農地を持つ非農

家についても、耕作技術力の低下等によ

って個人では農地保全ができない状況と

なっている。 

－ 

＜テーマに係るまちづくりの将来像について＞ 

・住宅地に近い、土地改良事業が投入され

た水田の耕作放棄を防ぐため、多面的機

能支払交付金事業の活用やサポーターを

募った農地保全が図られる方策を考えて

いきたい。 

－ 

＜中長期的な対応と短期的な対策について＞ 

・農業関係者（農協理事・支所長、部農会

長、農地利用最適化推進委員、専業農家、

農業耕作委託者）と地域で意見交換を行

う。 

・非農家が所有する土地改良事業が投入さ

れた水田の周りには点在する住宅地があ

り、これらの農地の耕作放棄が進むと景

【農林課】 

・県営土地改良事業により換地を行うこと

で農地の整形や大区画化、また荒廃農地

の抑制が可能と考えられます。事業の採

択条件として農地中間管理事業等を利用

した水田の集積・集約が必要となり、事

業施工に伴う費用対効果を満たす必要も

あります。また、関係地権者の事業に対
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観や住宅環境が悪化し、廃棄物の不法投

棄等にも繋がるため、地域で農地保全組

織を立ち上げ、農家以外の方にも参加を

呼び掛けていきたい。 

・市には、農地を守るための仕組みづくり

として、農地保全事業に関わる助成制度

などの支援を考えてほしい。 

・条件が良い整形された大区画農地は、営

農型圃場として残っていくが、不整形や

小区画な農地は借り手が少なく、荒廃農

地化の恐れがある。このため、農地保全

の継続性の確保に向けた農事法人化等の

勉強会や講習会などを早急に実施（事業

化）してほしい。 

する同意と耕作を行う担い手の選定等

や、米作及び裏作を含めた生産体制の調

整を地元で行うことが必要となります。

事業計画等の内容については、掛川市農

林課及び静岡県中遠農林事務所と調整し

ながら進めていきます。 
 

【農林課】 

・地域の中心経営体、農業委員、農地利用

最適化推進委員、ＪＡ、県、市職員等に

より、人農地プランの実質化を進めてい

く中で、担い手育成や残すべき農地、基

盤整備の必要性など将来を見据えた話し

合いを重ねているところです。また、各

地域ごとで農業課題を共有し、解決につ

ながる活動を行う組織としてやる気塾が

あります。今後もこうした農業者を中心

とした話し合いを重ねていくことが後継

者不足、耕作放棄地対策につながってい

くものと考えます。 

＜上記内容の次年度へのつなぎについて＞ 

・現在、東山口造成農地の１工区及び２工

区内の水田 5.1ha の関係者 20 名との話

し合いの中で、歩行型草刈り機等の購入

を計画しているため、この実現に向け「東

山口造成農地保全の会」と協議・調整を

していく。 

－ 
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】日坂地区 

【実施日】新型コロナ感染拡大に伴い用紙提出による聞き取り 

【作成者】地区区長会長、地区まちづくり協議会会長・事務局長 

【テーマ】①区長会、まち協、福祉協等地区役員のなり手不足 

     ②地域公共施設の今後 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜地域の現状等について＞ 

（１）区長会、まち協、福祉協等地区役員

のなり手不足（就労年齢の引き上げ等に

より、各組織の役員のなり手がますます

不足）。 

・地区の人口は減少傾向が止まらず、高齢

化が進んでいるし、１人が二役・三役を

担う状況となっている。 

・昨年度に、65～70 歳の年代を集め地区の

実情を説明する場を持ったが、「現在、就

労中」などの理由で状況は進展していな

い。 

 

（２）地域公共施設の今後 

・地域の公共施設は、人口減少などの要因

によって幼稚園や駐在所、農協支所など

が日坂地区から無くなっている。今後は、

小学校や地域生涯学習センターも無くな

る可能性が高く、将来への不安を感じて

いる。 

－ 

＜テーマに係るまちづくりの将来像について＞ 

（１）役員のなり手不足 

・地域組織は、目的別に極力簡潔なもので

重複を避けた形にしていき、年代別に役

割を担い、一部の人に負担が集中するこ

とが無いよう、現役世代（就労中、自営

業、農家等）でも役目が果たせる中身・

－ 
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仕組みとしていきたい。 

 

（２）地域公共施設の今後 

・公共施設再配置計画を念頭に置いた日坂

地区としての特別委員会を設置している

が、コロナ禍の影響で市側の動きが停滞

し、地区も同様の状況となっている。こ

のため、動きが再開され次第、地区とし

ての将来像を具体化していきたいと考え

ている。 

＜中長期的な対応と短期的な対策について＞ 

（１）役員のなり手不足 

・市や社協、小中学校、その他関係機関か

ら地域へ選出要請のある委員等は、その

あり方も含め、現役世代でも担うことが

できる内容に見直しをしてほしい。 

 

（２）地域公共施設の今後 

・ここ１～２年間で、公共施設再配置計画

が学校再編を含めて正式決定されていく

プロセスにおいては、地区との対話・協

議を丁寧に進めてもらいたい。 

・若者の非定住化が地域の大きな課題とな

っている中では、最低限の公共施設の維

持は必要と考えるとともに、地域として

も、この問題に併せて空き地・空き家の

利活用や移住促進、婚活支援なども進め

ていう必要があると感じている。 

 

（１）役員のなり手不足 

【生涯学習協働推進課】 

・地域へ選出を依頼している委員等のあり

方に関しては、多くの地区から同様に見

直し要請の声をもらっています。持続可

能な自治会運営を考えたとき、そこに携

わる役員の方の負担軽減は必須で、その

ような環境整備が現役世代役員のなり手

確保につながる可能性があると考えます

ので、区長会連合会と一緒に委員選出の

あり方等も議論していきたいと思いま

す。 

 

（２）地域公共施設の今後 

【企画政策課】 

・令和元年度に策定した公共施設再配置方

針や、現在検討中の学校再編を踏まえ、

公共施設再配置計画を策定する予定で

す。計画策定にあたっては、地域の皆さ

まとの情報共有や対話・協議を進めてい

きます。また、個々の統廃合等を具体的

に検討する際には、地域や関係者の皆さ

まと綿密に対話・協議・調整していきま

す。 

＜上記内容の次年度へのつなぎについて＞ 

（１）役員のなり手不足 

・今年度にまち協を中心に検討の場を設け

 

（１）役員のなり手不足 

【生涯学習協働推進課】 



51 
 

意見を集約しつつあるが、地区組織の主

となる区長会とまち協、センター、福祉

協議会の組織の統合整理に今一度取り組

んでシンプルな地区組織にしていくとと

もに、地区の広報活動を通じて情報の共

有化や、若い世代への地区活動への参加

を促していく。 

 

 

（２）地域公共施設の今後 

・公共施設再配置計画に関する市と地域の

対話の機会を設けてもらうとともに、地

区内での話し合いを再開していく。また、

空き地・空き家対策についても調査・研

究を進めていきたい。 

・現在市内では、今後の運営が厳しい自治

区が出現し始めており、持続可能な自治

会運営のあり方等の検討が急務となって

います。市としては、それらに関する検

討を区長会連合会と一緒に進めていきた

いと考えていますので、その際の現状整

理の中で各地区の組織力についても実態

を把握するようにします。 

 

（２）地域公共施設の今後 

【都市政策課】 

・市は建築士や行政書士などの専門家で構

成されたＮＰＯ法人かけがわランド・バ

ンクと空き家対策に関する協定を締結し

ている。 

・空き家・空き地の活用方法や空き家を増

やさないための啓発にも協力できるた

め、調査・研究を進めていく中で困った

ことがあれば、市に相談してもらいたい。 

＜上記以外に共有していきたいことについ

て＞ 

（１）地デジ放送受信の今後への対応 

・日坂地区（東山口地区の一部を含む）は、

地デジ難視聴地域として平成 23 年から

共聴組合を立ち上げて、共同アンテナを

設置・管理している。 

・当初の設備費や設備維持費については、

20 年間の契約で中部電力の協力を得ら

れる形となっているが、その契約も今年

で 12 年目となり、契約終了後の費用確保

を含めた具体的な対応策を検討する必要

が出ている。 

・このため、他地域の状況や地デジが視聴

できる別の方法の紹介、ＮＨＫへの交渉、

中部電力への引き続きの協力要請などに

ついて、関係各部署の協力をお願いした

い。 

 

【DX 推進課】  

・市において、各地域の状況等の把握はし

ておりませんが、光ケーブルを利用した

「光テレビ」などの商品が各社から販売

されたこともあり、共聴組合を解散した

地域もあると聞いております。  

今後も情報収集に努めると共に、関係機

関との交渉や協力要請の際には、協力さ

せていただきます。  
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（２）学校再編に係る協議経過 

・令和２年度の栄川中学校区の地区集会に

おいて、教育長から「学校再編について

協議検討する中で大枠はできている。」と

の発言があったが、協議された経過や内

容、参加者を教えてほしい。（そこに地域

住民の参加はあったのか、「大枠」とはど

のようなものか） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・日坂幼稚園の閉園時のように、地域住民

には知らせず、突然、閉園の宣言を地域

へ突きつけるようやり方は二度としてほ

しくない。 

・小中一貫校での学校再編を前提に考えて

いるようだが、学校の統廃合は慎重に検

討すべきだと思っている。地域に学校あ

ることがまちづくりの発展につながるの

で、「地域づくりの中での学校再編」とい

う考え方も持ってもらいたい。 

 

 

 

 

 

 

（３）防災・減災 

・地区要望等で提出された危険個所の工事

だけでなく、「命」という観点から、危険

個所の再点検や改善方法などを地域住民

【教育政策課】 

・教育委員会では、これまで小中一貫教育

の推進を踏まえた今後の小中学校の再編

について検討を進めてきました。具体的

には、平成 29 年度に小中一貫教育推進基

本方針を策定し、令和元年度は、庁内検

討組織「新たな学園づくり研究会」にお

いて学校再編に向けた基本方針（案）の

検討を行いました。その後、新型コロナ

感染症の拡大による社会情勢の大きな変

化を受け、市の諸計画の見直しをする中

で、現在基本方針の再検討を行っている

ところです。 

 基本方針を策定する際、学園ごとの具体

的な再編案を検討する際には、市民の皆

さんの御意見を伺いながら決定していき

ます。 

 

【教育政策課】 

・市民の皆様の御意見を伺う機会を持ちた

いと考えています。 

 基本方針が定まった後に、現在の中学校

区ごとに再編の枠組みと学校施設のあり

方について地域の皆様と検討していきた

いと考えています。 

 日坂小につきましては、今後数年間で急

速に児童数が減少し、複数の学年で複式

学級となることが想定される厳しい状況

にあります。教育委員会としましては、

子どもたちに望ましい教育環境を整備す

ることを最優先事項と捉えて、地域の皆

様と今後について相談していきたいと考

えています。 

 

【基盤整備課】 

・土砂災害危険区域の再点検や改善方法の

内容について確認したいため、基盤整備

課まで一度ご相談ください。 
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と行政が一緒に考える場を、年に１回以

上持つようにしたい。 

 

（４）茶エンナーレ 

・茶エンナーレは、作家の作品展示の場所

として地区を借りるのか、茶産地のＰＲ

も兼ねた地域住民との交流の場でもある

企画としたいのかが分からない。税金が

たくさん投資されているにも関わらず、

地区に戻ってくるものが少ないように思

われる。 

 

 

 

 

 

・作家は、もっと展示場所に暮らしている

人たちの声を聞き、触れ合いながらより

良い展示方法について話をする必要は無

かったか疑問に感じている。今後も継続

するのか知りたい。 

 

 

 

【文化・スポーツ振興課】 

・茶エンナーレは、掛川の特産品である

「茶」と「アート」を融合させた、地域

芸術祭です。掛川の歴史、文化や豊かな

自然や人など、掛川市の持つ魅力を、文

化によって引き出すことを目的としてい

ます。単に展示をするのではなく、この

魅力と展示との相乗効果により、来場者

に地域や会場の魅力を感じていただくこ

とができるよう計画、実施しました。よ

り効果的な事業となるよう進めていきま

す。 

 

【文化・スポーツ振興課】 

・今回はコロナ禍での開催となり、コミュ

ニケーションを伴う事業が中止や縮小せ

ざるを得ませんでした。今後の開催の詳

細は未定ですが、コミュニケーション型

事業を含め、より効果的な事業となるよ

う、アーティストとともに、実行委員や

開催地域の皆様と共に創ることができる

よう検討を進めます。 
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】東山地区 

【実施日】新型コロナ感染拡大に伴い用紙提出による聞き取り 

【作成者】地区区長会長・地区まちづくり協議会長 

【テーマ】地域のシンボルである粟ヶ岳の活用による地域産業の発展と継承 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜地域の現状等について＞ 

・茶業農家の減少・高齢化等で茶文字周辺

の茶草を刈る人が減り、財産区と各部落

からボランティアで刈り取りを行ってき

た。労力や経費もかかるため 2016 年から

はまち協の予算で、２年に一度の頻度で

茶文字の里東山に委託（資材費、機械損

料、人工賃等）して草刈りを続けている

が大変な労力である。まち協への市の交

付金や財産区からの補助金も減り、草刈

りをできる人も減ることが見込まれるた

め、いつまで継続できるか憂慮している。 

・いっぷく処東山のトイレは、現在、簡易

トイレとなっている。山頂休憩所が整備

され来訪者が増えているので、利用者の

利便性のためにもきちんとしたトイレを

整備してほしい。市からは「株式会社の

トイレなので公金では整備できない」と

言われ、募金箱の設置やクラウドファン

ディングを行っているが、なかなか進ま

ない。 

・静岡県指定天然記念物の峯貝戸の大クワ

があるが、数年前の台風被害で折れてし

まい樹勢も弱くなり、周りの雑木や低木

に押され判別ができなくなっている。来

訪者に場所を聞かれたり、「行ったけど分

からなかった」と言われたりする。市の

文化財係へ尋ねたところ、樹は生きてい

－ 
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て周辺の雑木により根や樹が支えられて

いるため、このまま様子をみていくと言

われた。低木を払う程度なら樹に影響は

ないと思うが、個人の土地なので市では

手が入れられないとのことだった。 

＜テーマに係るまちづくりの将来像について＞ 

・茶文字は東山だけでなく掛川市のシンボ

ルであり、茶産業のシンボルでもある。

茶業の振興と茶文字の保全により地域産

業が継続・発展されていくようなまちづ

くりをしたい。 

・粟ヶ岳が観光名所として、交流人口が拡

大され地域産業に寄与されるまちづくり

を進めてほしい。 

【観光交流課】 

・令和元年に粟ヶ岳世界農業遺産茶草場テ

ラスがオープンし、完成から２年近くた

った現在も多くの方が粟ヶ岳に訪れてく

れています。歩いて登山するメリットを

ＰＲするとともに、美しい茶園の景観と

豊かな自然を守るためにも、多くの方に

茶産地へ訪れていただくよう、クラウド

ファンディング等を通じて呼びかけてい

きます。 

＜中長期的な対応と短期的な対策について＞ 

・来訪者の利便性と安全性を確保できるよ

う、短期的には、地区で登山道や道路の

安全対策を、財産区やいっぷく処東山と

協力して継続していくが、中長期的には、

市に道路やトイレの整備を協力してもら

いたい。 

 

 

 

・茶文字の保全は、当面は資金援助しても

らえれば地域で整備を請け負うこともで

きるが、長期的には地域で請け負えなく

なると思われる。掛川の観光や掛川茶の

シンボル、静岡の茶草場農法のシンボル

としての茶文字を、市の施策の中で保全

整備していくことを検討してほしい。 

 

 

 

 

・大クワは、土地所有者の方の意向も聞き

ながら、可能な範囲で地区が枝払いなど

【観光交流課】 

・山道の安全対策について、これまで交通

整理員を配置し時間による交互通行を実

施してきましたが、引き続き対応してい

きたいと考えています。また、注意喚起

の看板も増設しました。 

 登山のトイレ整備についてはＲ４年度よ

り、クラウドファンディングを活用した

整備資金の支援を呼びかけていきます。 

 

【お茶振興課】 

・現時点において、茶文字の維持管理を市

が直接行うことは難しい状況です。しか

し、茶文字が掛川茶及び観光のシンボル

として重要なものであることは十分認識

していますので、地元負担の軽減に繋が

る施策（例えば作業ボランティアの受入、

作業経費を調達するクラウドファンディ

ングの実施等）を地区の皆様との協議を

行い、検討していきます。 

 

【文化・スポーツ振興課】 

 ・個人所有の市・県指定文化財の通常管
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をできると思うが、いつまでも続けられ

ない。大雨の時は大クワ周辺から大量の

水が流れ出てくることも心配なため、安

全対策も含めた天然記念物の保全管理を

検討してもらいたい。 

理については、所有者の方にお願いして

います。県指定であることから、今後、

県、所有者の方と協議し、大クワの保全

管理について検討していきます。 

＜上記内容の次年度へのつなぎについて＞ 

・地区としてできることは継続するが、市

への具体施策等を要望していく。 

－ 

＜上記以外に共有していきたいことについて＞ 

・地区の役員や、市から依頼される委員の

選出に苦慮している。女性が役員や委員

を敬遠するため、女性の成り手がいない。 

【生涯学習協働推進課】 

・人口減少や高齢化、多様性が広がる中、

持続可能な自治会運営のあり方の検討が

急務となっています。市としては、それ

らに関する検討を、区長会連合会と一緒

に進めていきたいと考えていますので、

その中で、女性を含めた多様な方が参加

し易い組織体制、地域へ選出を依頼して

いる委員等の今後のあり方等を議論して

いきたいと思います。 
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】粟本地区（掛川北中学校区） 

【実施日】新型コロナ感染拡大に伴い用紙提出による聞き取り 

【作成者】地区まちづくり協議会長 

【テーマ】地区及び自治区における役員のなり手の現状と今後の活動 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜地域の現状等について＞ 

・年金支給開始年齢の引き上げに伴い、就

労年齢が上昇しており、一般的に、70 歳

以下の人の地域活動参加が簡単でなくな

っていきている。 

・各家庭が抱える事情等が多様化し、地域

活動へ参加できる人材が不足している

（安定した人材確保ができない）。 

－ 

＜テーマに係るまちづくりの将来像について＞ 

・新規流入者の増加や既存世帯の核家族化

などによる無関心傾向に歯止めを掛け、

複数の方策を講じながら、多様な方が地

域活動へ参加できるような取り組みを進

めていきたい。 

－ 

＜中長期的な対応と短期的な対策について＞ 

・それぞれの地域の特性に合わせ、地域側

に裁量を持たせた中で、まちづくりに関

する市からの指導等をお願いしたい。 

・各地区でのホームページ立ち上げへの支

援と、市内の各地区における活動情報の

共有化の仕組みづくりをしてほしい。 

【生涯学習協働推進課】 

・地域の特色を生かした主体的な活動が継

続できるよう実情に即した支援を行うと

ともに、ホームページやＳＮＳを活用し

た活動情報の共有など今後求められるデ

ジタル化への対応についても支援に努め

ていきます。 

＜上記内容の次年度へのつなぎについて＞ 

・当地区まちづくり協議会ホームページの

立ち上げ検討を行う。 

・各事業を活性化させるとともに、地域住

民への情報発信・理解促進を進め、地区

まちづくり協議会への参加者・協力者を

増やしていく。 

【生涯学習協働推進課】 

・まちづくりを行う上で情報発信は非常に

重要な取組ですので、ホームページに限

らず地区の運営体制や運用を担当する方

の習熟度、負担等を踏まえた最適な手法

や仕組みを一緒に検討していきたいと考

えています。 
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】葛ヶ丘地区（掛川北中学校区） 

【実施日】新型コロナ感染拡大に伴い用紙提出による聞き取り 

【作成者】地区区長会長 

【テーマ】①地区の人口減少における役員のなり手不足 

     ②地区内組織の関係性に係る現状と課題 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜地域の現状等について＞ 

・次期役員がやっと選出されたが、毎年、

この時期になると大変なストレスが掛か

る。また、新役員との人間関係の構築も

頭を痛める。 

－ 

＜テーマに係るまちづくりの将来像について＞ 

・自治会とまち協が共存する必要性を感じ

ない。自治会は最低限の役回りを行う組

織で十分だと考えている。 

・まち協の事業は、基礎となるものではな

く、理想論でしかないと思う。 

【生涯学習協働推進課】 

・地区まちづくり協議会は自治会等の地縁

組織や地区住民だけでは取組むことが難

しい課題等に対し、地区内外の多様な団

体と協働し、解決に向けた話し合いや活

動を行うための組織です。自治会と地区

まちづくり協議会の役割の違いや取組む

事業について、地区とともに整理をしな

がら、地区の実情に即した取組が展開で

きるよう支援していきます。 

＜中長期的な対応と短期的な対策について＞ 

・自治会活動は、市役所の指導の下で最低

限のもののみとし、誰もが熟せる画一的

なものにしてほしい。 

・形式的なものでなく、本音で市との話し

合いを続け、より良い地域を創っていき

たい。 

【生涯学習協働推進課】 

・人口減少や高齢化、多様性が広がる中、

持続可能な自治会運営のあり方等の検討

が急務となっています。市としては、そ

れらに関する検討を、区長会連合会と一

緒に進めていきたいと考えていますの

で、その中で、誰もが熟せる仕組みづく

りなどを議論していきたいと思います。 

＜上記内容の次年度へのつなぎについて＞ 

・市として、各地区の自治会の内容を把握

し、そのあり方を再検討してほしい。 

－ 
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】城北地区（掛川北中学校区） 

【実施日】新型コロナ感染拡大に伴い用紙提出による聞き取り 

【作成者】地区まちづくり協議会事務局長 

【テーマ】地区及び自治区における役員のなり手の現状 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜地域の現状等について＞ 

・自治区の役員は、選考委員会や評議員、

同じ世代間での協議などによって選考さ

れており、苦労はあるものの、何とか決

定できている。 

・地区まちづくり協議会の役員について

は、会長等の主な役職をローテーション

によって５つの自治区で持ち回るよう取

り決めがされており、毎年円滑に選考さ

れている。 

－ 

＜テーマに係るまちづくりの将来像について＞ 

・将来を考えるほどの余裕はあまり無い

が、予め次世代で計画的に体制を協議し、

皆でまちづくりを行えるよう、早めに対

処することが大切だと思う。 

・事業を円滑に推進していくためには、事

務局の体制が何よりも大切だと思ってい

る。 

－ 

＜中長期的な対応と短期的な対策について＞ 

・市のグランドデザイン（総合計画）にお

ける当地区の将来を踏まえ、地区が目指

すまちづくりや各事業の推進などについ

て、行政各部署との率直な意見交換、指

導、助言をお願いしたい。 

【生涯学習協働推進課】 

・令和４年度からの地区集会では、２年前

の見直し検討やその後の検証、皆様から

のご意見、ポストコロナへの対応も含め

て、地域側の裁量で開催内容等を決めら

れる形としていく予定です。 

 地区集会の開催前には、事務局と地区役

員の方との事前打合せを行いますので、

その際に地域が意見交換したい内容をお

伝えいただき、市も、集会当日はテーマ
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に合わせた関係部署が出向くように調整

させていただきます。 

＜上記内容の次年度へのつなぎについて＞ 

・地区の役員会・部会において、まちづく

りの状況を報告するとともに、各役員と

も意見交換などを進め、それぞれができ

る地域貢献への協力をお願いしていく。 

－ 

＜上記以外に共有していきたいことについ

て＞ 

・中学校区子ども育成支援協議会（冀北学

園）と地区まちづくり協議会との連携・

協力に向けて、もう少し学校側が地域へ

出てくるようにしてほしい。 

 

 

 

 

・令和２年８月頃から剪定枝の処理に伴う

市の助成制度が無くなった。市は、今ま

で新築家庭等に苗木を配布するなど緑化

を進めてきた経緯もあり従来の助成を復

活してほしい。 

 

 

【学校教育課】 

・中学校区子ども育成支援協議会には小中

校長が委員となって参加しています。そ

の活動を通して、地域から強い連携支援

をいただいており感謝しています。今後

は、更に地域に開かれた学校運営を心掛

けていきます。 

 

【環境政策課】 

・剪定枝処分に係る助成制度については新

型コロナウィルスによる財政健全化のた

めの事業見直しにより、令和２年７月末

をもって補助を中止しました。現時点で

補助の再開は考えていません。 

 



61 
 

令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】倉真地区（掛川北中学校区） 

【実施日】新型コロナ感染拡大に伴い用紙提出による聞き取り 

【作成者】地区区長会長 

【テーマ】地区及び自治区における役員のなり手の現状 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜地域の現状等について＞ 

・高齢化や就業年齢の引き上げ、人口減少

により役員候補が不足しており、パソコ

ン操作ができないことが理由で役員を断

る人も多い。 

・倉真地区では、どの自治区においても区

長の選出が難しく、地区区長会長ともな

ると、その負担の多さや責任の重さなど

で２年ごとの選出が毎回難航している。 

－ 

＜テーマに係るまちづくりの将来像について＞ 

・地区内の７つの自治区のうち、倉真４区、

５区、６区は世帯数が少なく、高齢化で

役員年齢層の人数もかなり減少してい

る。このため、数年先には役員の選出が

できなくなることは確実で、地区として

の役員選出区分（編成）の見直しを図る

必要がある。 

・地区区長会と地区まちづくり協議会での

役員種類や役割分担の見直しを行い、各

区から選出する役員数を調整し、負担軽

減を図るようにしていきたい。 

【生涯学習協働推進課】 

・人口減少や高齢化、多様性が広がる中、

持続可能な自治会運営のあり方の検討が

急務となっています。市としては、それ

らに関する検討を、区長会連合会と一緒

に進めていきたいと考えていますので、

その中で、地区内組織への役員選出のあ

り方等も議論していきたいと思います。 

＜中長期的な対応と短期的な対策について＞ 

・デジタル化が進む中で、そのことがネッ

クになって役員のなり手が少なくなって

いることから、デジタル化が軌道に乗る

までは、市から各地区へ専門の担当者を

派遣（月２回程度）してもらうとともに、

パソコン等の操作・対応方法の支援窓口

【生涯学習協働推進課】 

・現在、生涯学習協働推進課では、各自治

区へ貸与している防災タブレットの活用

推進に向け、地域の要請に応じた出前講

座を実施しています。また、日常的な問

い合わせにも可能な範囲で対応しますの

で、パソコンも含め操作方法等が分から
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を設置してほしい。 

・これからデジタル技術の活用は不可欠だ

が、地区の年齢構成や役員選出年齢を考

えると、４～５年先まではＰＣ操作が苦

手な年齢層が役員を務めると思われるの

で、デジタル化の導入は段階的に進める

ようにしてほしい。 

ない場合には、お気軽にお問合せくださ

い。 

＜上記内容の次年度へのつなぎについて＞ 

・上記の内容を地区区長会と地区まちづく

り協議会の共通テーマに取り上げ、検討

を行っていきたい。 

・また、各自治区で共通する部分について

は、地区集会などで提案し、意見交換を

行いながら改善を図るようにしたい。 

【生涯学習協働推進課】 

・令和４年度からの地区集会では、２年前

の見直し検討やその後の検証、皆様から

のご意見、ポストコロナへの対応も含め

て、地域側で開催内容等を決められる形

としていく予定です。 

 地区集会の開催前には、事務局と地区役

員の方との事前打合せを行いますので、

その際に地域が意見交換したい内容をお

伝えいただき、市も、集会当日はテーマ

に合わせた関係部署が出向くように調整

させていただきます。 

＜上記以外に共有していきたいことについ

て＞ 

・地区内には、公園と称しているところは

数ヶ所あるが、いずれも人目に付かず狭

小で、危険生物との遭遇の可能性が高い

ため殆どが利用されていない。子どもた

ちの中には、県道や市道上で自転車遊び

をする子も目立ち、交通事故の危険性が

高いので、放課後や休日に子どもが安心

して遊ぶことのできる公園の設置を希望

する。 

【土木防災課】 

・毎年、多くの公園整備要望をいただいて

おりますが、近年の財政事情から予算確

保ができない状況です。今後、予算確保

ができ、整備可能になりましたら市より

整備方針など相談させていただきます。 
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】西郷地区（掛川北中学校区） 

【実施日】新型コロナ感染拡大に伴い用紙提出による聞き取り 

【作成者】まち協会長 

【テーマ】地区内組織の関係性に係る現状と課題 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜地域の現状等について＞ 

・地区まちづくり協議会と地区区長会は連

携し、地区区長会側は行政や各区の諸事

業を担当、地区まちづくり協議会は、各

区をつなぐ世代間交流や地区全体に関わ

る福祉・文化・防犯などの諸事業の実施

と推進を行っている。 

・地区内には、祭典を担う青年会やシニア

クラブ、環境保全ボランティア等の地区

全体に関わる団体と、固有の範囲で活動

する趣味の会や同好者の会などの様々な

団体がある。 

・これらの団体とまち協の担当組織が、内

容に応じて結び付きながら活動を行って

おり、まち協事務局がそれらの調整役を

担っている。 

・一方で、各事業では事務局に頼った運営

が見られ、事務局担当者の負担が大きく

なっている。また、事業の継続性や発展

を考慮して、運営組織担当者任期の複数

年化を目指しているものの、なり手不足

により２年任期でお願いしているのが現

状。 

－ 

＜テーマに係るまちづくりの将来像について＞ 

・地域住民が暮らしを楽しめるまちづくり

を目指し、安全で安心な生活環境のもと、

豊かな自然を地域で創造している。 

－ 

＜中長期的な対応と短期的な対策について＞  
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（１）産業振興 

・農業従事者の減少に伴い、遊休農地が増

加しているので、打開のために新規就農

者や企業の参入などの振興策を検討・実

施してほしい。 

・農協や農村風景を守る会等が、生産・加

工・販売までを行い、雇用と収入を安定

させる方策を検討・実施したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）まちづくり全般 

・まちづくり計画に対し、行政の総合的な

支援（人的・経済的支援）が必要だと思

う。 

（１）産業振興 

【農林課】 

・新規就農者の発掘、育成については、国

県制度を活用して毎年数名の新規就農者

が独立自営しております。また、人農地

プランの実質化を進めていく中で、地域

の中心経営体、農業委員会、ＪＡ、行政

等により、担い手育成や残すべき農地、

基盤整備の必要性など将来を見据えた話

し合いを重ねているところです。一方で、

地域ごとで農業課題を共有し、解決につ

ながる活動を行う組織としてやる気塾が

あります。こうした農業者を中心とした

話し合いを重ねていくことが後継者不

足、耕作放棄地対策につながっていくも

のと考えます。 
 

（２）まちづくり全般 

【生涯学習協働推進課】 

・「地区まちづくり計画」を基に地域が主体

となってまちづくり活動を継続していく

ためには、地区だけでなく、行政や市民

活動団体、企業等が連携し、相互に強み

を生かしながら取り組んでいくことが必

要となります。協働の理念の浸透を図る

とともに関係各機関とのマッチングや事

務局運営支援、交付金等の財政的支援に

努めていきます。 

＜上記内容の次年度へのつなぎについて＞ 

・コロナ禍のため事業実施に支障があると

ともに難しさもあり、様々な課題を地区

内で検討していくことが遠回りでも必要

だと考えている。 

－ 
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】原泉地区（掛川北中学校区） 

【実施日】新型コロナ感染拡大に伴い用紙提出による聞き取り 

【作成者】地区区長会長 

【テーマ】地区の人口減少における役員のなり手不足 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜地域の現状等について＞ 

・高齢化と人口減少により役員を決めるの

が大変。 

・１軒のお宅で、３つの役員を受けている

人もいる。 

・今後、当地区では人口減少が進み、どん

どん高齢化率も高くなっていくと思って

いる。 

－ 

＜テーマに係るまちづくりの将来像について＞ 

・今後、原泉地区内でも自治区の統合再編

の可能性もあると思っている。 

・今後は、役員の回り順等の考え方も変わ

っていくのではないかと思う。 

－ 

＜中長期的な対応と短期的な対策について＞ 

（１）地区集会 

・地区集会については、従前のような形で

市が地域へ出向き、実施してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）地区集会 

【生涯学習協働推進課】 

・地区集会については、２年前に開催形式

の見直しが行われましたが、その後、コ

ロナ禍の影響を受け、計画した内容での

開催ができていない状況です。 

 一方でこの２年間は、当時に検討された

広域開催の考え方や、一部の人だけの話

し合いとならないようにするための工夫

などの検証を行っており、その後、皆様

からの様々なご意見・ご提案を踏まえた

ポストコロナ版の計画案を作成し、令和

４年３月の区長会連合会を通じて地域に

お示ししました。 
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（２）デジタル化 

・今後は、デジタル化の取組を進めていっ

た方が良い。 

 ポストコロナ版の計画案では、開催単位

や集会の内容を地域側の裁量で決められ

る形となっており、地区ごとの多様なニ

ーズに応えられるようにしてあります。 

 

（２）デジタル化 

【生涯学習協働推進課】 

・コロナをきっかけにした社会的なデジタ

ル化の波を受け、区長会連合会では、令

和３年度の検討会で「自治区運営におけ

るＩＣＴ化推進」を検討してきました。

今後は、この検討会で作成されたロード

マップに基づき、地域と行政の間や地域

内、地域同士の間のＩＣＴ化を進めてい

き、便利が余力を生む持続可能な地域社

会の実現を目指していきたいと考えてい

ます。  

＜上記内容の次年度へのつなぎについて＞ 

・地区内の役員の重複を無くすようにす

る。 

－ 

＜上記以外に共有していきたいことについ

て＞ 

・若者が仕事を求め、地区から出ていく傾

向が強く、高齢化が進み過ぎてしまった

場合に、どのようになってしまうか不安

に思う。 

【生涯学習協働推進課】 

・現在市内では、今後の運営が厳しい自治

区が出現し始めており、持続可能な自治

会運営のあり方等の検討が急務となって

います。市としては、それらに関する検

討を区長会連合会と一緒に進めていきた

いと考えていますので、その際に把握す

べき現状として、是非、原泉地区の情報

を提供願います。  
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】原野谷中学校区（原田・原谷地区） 

【実施日】令和３年 12 月 21 日（火）10 時～ 【会場】原谷地域生涯学習センター 

【参加者】原田・原谷地区役員 区長、まち協会長・事務局長９人、市職員６人 

【テーマ】住み続けたい。子育てしたい。働きたい。を叶える原野谷の地域づくり 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜原野谷学園構想の進捗について＞ 

・今、学校再編のことについて問い合わせ

ても「お伝えすることはありません」と

言われて終わってしまう。知りたいのは、

今どのような議論をしているのかという

ことで、議論が進んでいるのか、止まっ

ているのか、状況を日々確認していきた

い。小中一貫教育を目指そうと地区で盛

り上がってきたが、情報が下りてこない

ので盛り上がりが欠けてきている。最近

は、市外の小学校中学校に通おうという

意見も表に出てきている。若い世代が市

外に流出すると、原野谷地区の人口も減

少するし、残された若い世代のＰＴＡや

学校行事等への負担が重くなる。地域の

方に小学校の草刈りの協力をいただいて

いるが、いつまで続くのかという話にな

っている。とにかく地域へ現状や見通し

を伝えてほしい。 

【生涯学習協働推進課】 

・事務局が知り得ている範囲では、学校再

編とともに公共施設の再配置計画につい

ても検討していると聞いている。地区側

は、コロナでストップしたと捉えている

ようだが、公共施設再配置計画と学校再

編とで整合がとれないと先に進めないた

め、ここの調整をしているとのこと。 

・横須賀高校と池新田高校の再編につい

て、市長は、県が結論ありきで地区へ入

ってきているのがおかしい、掛川市が進

める学校再編においては、プロセスを大

事にすると言っている。今後、学校再編

については、丁寧に地域へ説明していく

と思いますので、ご理解お願いしたい。 

・学校再編の問題になり、原野谷学園の件

が原田地区と原谷地区だけの話ではなく

なったあたりから小中一貫校の話も進ま

なくなった。 

・情報がないから色々な噂が立ち、これら

がマイナスの方向に行きやすい。想像や

思い込みの話が地域に広まってしまうの

で、情報を出してもらい、もう一度、皆

で協力して進んでいこうというムードに
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しなければならない。 

・学校の場所をどこにするかの話合いを 1

年かけて行いますとなった矢先に新型コ

ロナウイルスの影響で止まってしまっ

た。それ以降、一切進展していない。来

年度から話し合いを再開すると聞いてい

るが、一から再スタートするのか、これ

までの話し合いの続きとして行うのか教

えてほしい。 

・横須賀高校と池新田高校の統合は、ずい

ぶん前から話題に上がっていたが、十分

な説明がないから、今になってこのよう

な事態になっている。教育委員会に来て

もらい状況を説明してほしい。進行して

いないという内容だったとしても地区は

納得する。 

・感染症の影響も気になる。「コロナ前はこ

のように進める予定でしたが、コロナの

結果このようになりました」という話も

して、以前に検討した内容と変わる部分

を先ずは明らかにしてほしい。 

・学校の位置は、防災上で絶対に大丈夫と

いう土地に建ててほしい。多少遠くても

自動運転のバスが定時運行できる将来を

考えれば、ある程度の距離でも通学が可

能だと思っている。 

・「地区が学校を育てる」という役目も地区

にはある。学校が地区に入るのではなく、

地区が学校に入っていくべき。地区の人

も入りやすいよう、図書館や支所機能が

あったり、防災の拠点が入ったりという

ことも考えてほしい。 

＜Ｕターンしたくなる就労環境について＞ 

・新東名森掛川ＩＣ周辺をどのように再開

発してまちづくりに生かすかという話が

あればＵターンの可能性があるが、現状

は草が伸びた荒れ地が広がるばかりで、

通る車の排気ガスが増えた以外の変化が

【生涯学習協働推進課】 

・平成30年３月に作成された都市計画マス

タープランで、原野谷地域は、豊かな自

然と人の心を融合したまちづくりを目指

すと示されている。また、新東名のＩＣ

ができた際は新たなまちづくりの可能性
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ない。森町との境界でもあるので、掛川

市単独ではなく、森町と連携して都市計

画を立てていただけば、原田地区周辺が

活性化すると思う。 

を検討するというエリアにも入っている

ので、森町と一緒に開発を進めていくと

いう提案は、全く無い話ではないのかも

知れない。地域の想いは担当課に伝えて

おくようにする。 

・市境で開発が止まってしまい、折角つく

ったものを生かしきれていないこともよ

くある。広域的な視点を持って検討する

よう担当課に伝える。 

・この地域は、第二東名が開通したことで、

浜松市の北部までが通勤圏となり、家を

出て高速に乗っていけばすぐに目的地と

いう非常に交通の便が良い場所になっ

た。コロナで企業が地方へ拠点を移す機

運が高まっていることを受け、浜松市と

連携して受け皿となることを目指すと市

長が言っていた。原野谷地区にとっては

チャンスで、何より交通の便が良いので、

住宅団地を建てて、小中一貫教育をアピ

ールすれば、浜松市や磐田市に通勤する

世代から選んでもらえる。これまでは市

街地から離れた田舎だったが、良い地域

になるチャンスだと思う。 

・一方で、第二東名と国道一号バイパスの

アクセスが良くないので、これを解消す

ればさらに良くなると思う。 

・新東名が事故などで通行止めになった場

合、東名やバイパスへ迂回する車で原野

谷地区内の道路が混雑する。また、最近

は、旧豊岡村にできた工業団地へ向かう

車の交通量が増えており、通学の子供た

ちにとって危険な状況となっているの

で、30 年ほど前に立ち上がった環状道路

計画を実行してほしい。 

・地域内には、国土調査が入っていない土

地がある。土地の売買をする場合に境界

確定をする必要があり、これに時間がか

かる。また、境界がわからない状態のま

ま生活している人も多い。後々は住宅街

としていきたいという地区の気持ちもあ

るので、境界をしっかりと明らかにして

住宅を建てやすい環境にしてほしい。そ

れによってＵターンを決める若い世代の
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人もいるはず。 

・原谷地区でアンケートを取ったところ、

多くの方が住みやすいと答えてくれた。

しかし、市内全体を見ると、定着率は原

野谷中の卒業生が一番低い。つまり、住

むのには適していない土地であるという

こと。大きな要因は「働く場所がない」

ことで、原野谷地域は農業中心の土地。

これをどうしていくかを考えていかなけ

ればならない。自分の田んぼを持ってい

ても、７～８割の人が自分で耕作せずに

委託している。もし農業の地区として進

めていくのであれば、その土地をどう新

しい農業に生かすかを考えていかなけれ

ばならない。 

【農林課】 

・現状、実質化された人農地プランの中心

経営体は、原田地区で 18 経営体、原谷地

区で 12 経営体となっております。両地区

ともに原野谷川沿いの平野部で水稲や施

設栽培が行われ、山間部では茶が栽培さ

れております。山間部の一部では乗用型

管理機が活用できない茶園の荒廃化及び

高齢化による担い手不足が見受けられま

す。今後の展望ですが、水田は中心経営

体に集約を進め、茶園は入り作も含めた

担い手への集積を図っていくことが重要

となると考えます。 

・原野谷中学校の卒業生が、地元に定着す

ることが日本を支える存在になるかと言

えば、それは別だと思う。そこは、原野

谷で育った子が都会や海外に出て活躍す

るという考え方でも良いと思っている。 

 

・がけ条例の影響で家の建て替えができず

空き家となっている箇所がある。危険区

域の土地に住む独居老人が、老人ホーム

等に入ったときに家をどうするか相談す

る窓口がない。相続した家族がどうする

こともできず困るケースが出ると思う。

斜面を補強すれば建て替えが可能になる

のか分からないが、いずれにしても、有

効活用するプランを考えてほしい。 

【都市政策課】 

・市は建築士や行政書士などの専門家で構

成されたＮＰＯ法人かけがわランド・バ

ンクと空き家対策に関する協定を締結し

ている。 

・老人ホームに入ることで空き家になる場

合は、先送りせずに本人又は相続される

予定の方からＮＰＯ法人等に処分も含め

た相談をしてもらいたい。 

・がけ条例の対応策は一つではないので、

建て替えや有効活用については、設計士

等に相談してもらいたい。 

・人口減は自然な事で、平和な国は子ども

を産む人数が少なくなる傾向がある。地

区の人口増を目指しても、これは人口の

奪い合いに過ぎない。原野谷地区から羽

ばたいて活躍することも大いに結構だと

思うし、人口減少は受け入れるしかない。
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ただ、廃れて寂れるのではなく、綺麗に

格好よく廃れていけば良いと思う。 

＜地域のまちづくりについて＞ 

・自治会活動とは何かと考えたときに、そ

れは福祉だと思った。地区の暮らしを良

くするためにあるべきもので、市の役目

も同じである。現在は、地元と市の距離

が離れていて、市と住民の話し合いが開

かれても「市に言っても無駄だから、市

の言う通りにすれば良い」と考えている

人が多く、区長の意識も低い。「自治会活

動とは何か」「どうして必要なのか」を区

長向けに研修会を実施してくれれば自分

事と捉えて活動をすると思う。他の区長

に自分が言っても効果が無いので、市に

は住民主体のまちづくりをリードしても

らいたい。 

【生涯学習協働推進課】 

・言っても無駄だという雰囲気になってし

まっているというところは反省をしなけ

ればならない。今後は、対話のまちづく

りを進め、できないなりにもどのような

ことができるかを寄り添って一緒に考え

ていくようにしたい。 

・他地区では、本音の対話として「20・30

年後を見据えながら、その頃に地区で活

躍する世代の子どもたちにも地区集会へ

参加してもらいたい」という声もあった。

次年度以降の地区集会の開催方法につい

て、地域側のアイデアがあったら教えて

ほしい。 

・投票率が 80 パーセントを超える国があ

る。そこでは学校で政治を教え、議員が

学校に来て子供に政治の話をし、意見を

求める。議員は学生の意見を聞いて取り

上げて実行し、それを見て学生たちは政

治に参加することが大切なのだと実感す

る。子供たちの地区集会への参加は大切

だと思う。先日、防災訓練に参加した子

供たちに感想を聞いたら「無駄話ばかり

で意味がない」との返事があり、このこ

とを区役員に言ったら図星で返す言葉も

無い様子だった。 

【生涯学習協働推進課】 

・先ほどもお伝えしたように、どうすれば

将来、若い人たちが残ってくれるかを考

えたとき、「20 年後に子育て世代となる

子どもたちの参加は必要だよね」という

意見は他地区からもいただいている。次

年度の地区集会の開催内容は区長会連合

会とまち協連合会の合意があって決定と

なるが、事務局からの提案内容に子ども

たちの参加も盛り込んでいくようにした

い。 

 

【生涯学習協働推進課】 

・令和３年 12 月に開催した「かけがわまち

づくりミーティング 2021」では、ウェブ

を通じて会場外からも集会へ参加できる

仕組みをつくることができましたので、

今後の地区集会においても、テーマ等に

応じてウェブ参加の形を取り入れる検討

もしていきたいと思います。 

・まちづくりミーティングでは、ファシリ

テーターが意見を引き出し調整してくれ

て、それがとても良かった。 

・中学生はタブレットを持っている。地域

の代表だけを会場に呼ぶとすると、決め

られた人が参加する形になってしまうの

で、地区集会では、希望する人がタブレ

ットからも参加できるように環境を整え

てほしい。 
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・「対話とチャレンジ」においては、地区が

要望を伝えることが対話ではなく、こう

いった話し合いが大事だと思う。今後も

地区へ足を運んでもらいたい。 

【生涯学習協働推進課】 

・行政は今まで正解でなければならないと

いうところがあり、行政の中で決定して

から地域へ伝えるという方法をとってい

た。今後は、様々な意見がある中で、全

てをその通りにすることができないが、

決定までの過程の部分を大事にし、その

ための対話を行っていくようにしたい。 

・まちづくりミーティングが対話への１歩

を踏み出したと思うし、最近の行政職員

の対応も良くなってきている。さらにも

う１歩踏み出してほしい。 

・地区集会をまちづくりミーティングのよ

うに開催できると良い。この話し合いに

市の施策を取り込んで話し合いのレベル

を上げられると更に良くなると思う。 

・先日、配られた女性の役員参加を促すリ

ーフレットが非常に良かった。本音を言

えば 10 月か 11 月には欲しかったが、市

はこういったところに注力していく発想

が大事だと思う。 

【生涯学習協働推進課】 

・女性役員の参加促進用リーフレットにつ

いては、11 月の区長会連合会で参加者か

ら提案があり実現した。今回のように行

政では気付けない部分へ、積極的にご提

案いただけるとありがたいし、そのよう

な話があれば最大限対応させてもらう。 

・今年度、原谷地区まちづくり協議会で親

水公園祭りを縮小開催したが、子供たち

の参加が多かった。開催が決まった段階

で小学校に行って、「スリッパ飛ばし（ス

リッパを飛ばしても先生に怒られませ

ん）」といった子どもたちの目を引くよう

なポスターを貼った。結果、小学生は全

体の半分くらいの子が来てくれた。この

ように、相手のところへ入っていく姿勢

が大事だと思う。 

【生涯学習協働推進課】 

・右肩上がりの時代には、行政が自治会を

行政の下請けのように情報を流してもら

う組織だと見ていたこともあった。これ

は変えないといけない。ＩＣＴによる情

報提供を活用して、地域コミュニティ内

に時間と力を注げるような仕組みづくり

を市は考えていく必要があると思ってい

る。 

・連合体は、情報の共有と共通する課題の

解決という役割があると思う。原谷地区

区長会は、市からの伝達事項の処理が８

割を占める。自分たちの地区について考

える時間が少なく、区長の意識が上がら

ない原因がそこにあると思っている。市

はここを考えて、どうしたら住民主体の

活動ができるか、地区との関わりの中で

自治を育てる活動をしてもらいたい。 

【生涯学習協働推進課】 

・現在、区長会連合会において自治区での

ＩＣＴ導入の検討を行っている。事務局

では、自治区のＩＣＴ化が、区役員の担

い手不足の問題や、自治区が本来、割か

なければいけないところに時間を割けな

いといった問題の解決に繋がるのではな

いかと思っている。 

・要望に応じて、地区単位でのタブレット
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・区長会長から区長への連絡にＬＩＮＥを

使っているが、固定電話へ掛けるのと比

べて非常に負担が軽い。今は、全ての区

長がＬＩＮＥを使えるわけではないが、

10 年後に区長になる人たちは殆どが使

える状態だと思う。 

・地区区長会で配布する書類整理の作業が

一番の負担になっている。地区区長会で

配布する書類をＬＩＮＥで送れるように

なれば、地区のことに時間をかけられる

ようになるのでＩＣＴの活用を進めても

らいたい。 

研修の機会等を用意している。難しい方

は、これをきかっけに使えるようになっ

ていただき、少しでも負担を減らして地

区のことに注力できるようになれば良い

と考えている。 

・まち協連合会の事務局会で、ＬＩＮＥの

使い方や活用の仕方をマニュアルにまと

め提案しているので、各地区でも活用し

てもらいたい。 

・タブレットを使って地区要望を出せるよ

うになったがタブレットを使いこなせて

いない人が多いことも事実だと思う。 

・ＱＲコードを読むことは、パソコンやス

マホに慣れていない人でも簡単にでき

る。市からの紙資料にＱＲコードを貼っ

てもらえると一番助かる。 

・ＩＣＴは、習うより慣れよだと思う。最

初のうちは従来のやり方と並行していく

のは仕方ないと思うが、使う機会（使わ

ざるを得ない機会）を設けて、タブレッ

トを使うような仕掛けを考えいくのが良

いと思う。 

＜その他地域の課題等について＞ 

・大井川の水問題に非常に関心がある。水

がなければ生活も農業もできない。歴史

的な経緯から天竜川の水はもらわないこ

とになっていると聞いたことがあるが、

万一、大井川の水が供給されなくなった

ときに備えて準備をしておいてほしい。 

【水道課】 

 ・大井川広域水道企業団の更新計画の早

期実施と、市内の基幹管路の耐震化を進

めています。 

 また、災害時には、原野谷川流域の浅井

戸を含め、市内にある自己水源を活用す

るため非常用発電設備を整備し、飲料水

の確保に努めています。 

・原野谷川には、防災上において危険な箇

所が多くあるのできちんと整備をしてい

ってほしい。 

【基盤整備課】 

・原野谷川の整備につきましては、県によ

り策定された「太田川水系河川整備計画」

に基づき実施しております。本年度は原

里地区や吉岡地区において、河の流れを
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良くするため土砂を取る工事（河道掘削）

を実施しております。今後も引き続き、

計画に基づく河川整備を県と推進してい

きます。 

・原野谷川の治水のような広域の問題につ

いて、原谷地区と原田地区の合同で地区

要望を提出したいと考えているが方法を

教えてほしい。 

・通学路のように、地区内の高校生が通う

他地区の道路について要望する方法を知

りたい。 

【生涯学習協働推進課】 

・複数の地区にまたがるような内容であれ

ば、地区課題相談シートを該当地区の連

名で出してもらえれば担当課へ繋ぐよう

にする。 
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】桜木地区 

【実施日】令和３年 12 月 23 日（木）19 時～ 【会場】桜木ホール 

【参加者】地区役員 区長、まち協会長・事務局長 12 人、市職員５人 

【テーマ】こどもを中心にした安心・安全な桜木のまちづくり 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜通学路の危険箇所の状況等について＞ 

・森平橋から杜街道までの道が狭く、小・

中学生が危険な状況なので拡幅して欲し

いと思っている。今年の秋に市の担当課、

警察署、小中学校の先生、地区の交通部

会が通学路の危険個所の点検を行った。

小学校から４件、中学校からは２件の危

険個所があがり、その中には先ほどの箇

所も含まれていた。市も把握しているは

ずなので早めの対応をお願いしたい。 

・地区としての対策は、朝だけになってい

るが、地域のボランティアが見守りをし

てくれている。桜木地区はボランティア

精神がある方が多く、大変助かっている。 

・市への依頼として、小学生の集団登校ル

ートの危険個所を把握し対応して欲し

い。地域からの要望が出る前に、横断歩

道の有無やカーブミラーの不具合などを

年に１回でも良いので、市の担当者が歩

いて見てくれるとありがたい。 

【生涯学習協働推進課】 

・通学路の危険箇所情報については、３年

に一度の合同点検の中で更新を行ってい

る。指定された通学路（集合場所から学

校まで）の危険個所のアンケートを採り、

学校でとりまとめを行って、学校と市、

警察、県と対応等を検討・協議した後に

ホームページでそれらの情報を公表して

いる。今後は、地域に対しても点検の結

果を分かり易く伝えるよう、担当課へ繋

いでおく。 

 

【学校教育課】 

・通学路の安全確保のために、今後も引き

続き、通学路合同点検を実施します。ご

協力をお願いします。 

・通学路合同点検結果等の情報共有の在り

方については、通学路合同点検時に確認

しながら対応していきます。 

 

・通学路の危険箇所を３年に一度点検して

いるとのことだが、地区内では大型スー

パーができたことに伴って交通量が大き

く変わってきているので、そのようなこ

とも考慮してもらいたい。 

【生涯学習協働推進課】 

・地区連絡相談シートを活用していただけ

れば、警察等の関係団体と相談して対応

方法を検討していきたいと思う。 

・通学路の途中で自治区が変わる場所があ

る。他所の自治区内の案件になってしま

うので、該当の区長に根回しをして要望

【生涯学習協働推進課】 

・そのようなケースでは、地区区長会長名

で相談シートを出してもらえば良い。 
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シートを出してもらっている。 

・桜木は、通学距離が長い地区もある。最

近は、こども 110 番の家が少なくなって

いる。大渕小学校では１学年１クラスの

児童数に対し、登録している家が 160 件

あるが、桜木小学校では 1 学年 4 クラス

で学校全体として 800 人ほどの児童がい

るにもかかわらず、登録している家は桜

木全体で 160 件しかなく少ないと感じて

いる。今後、協力を呼び掛けていきたい

ので、市で旗の作成と配布をお願いした

い。 

 

・今の話の旗は、学校で用意してくれるの

で、地区のＰＴＡの方に言って、ＰＴＡ

経由で旗を受け取れるはずである。 

・７～８年前から鰯原小区内に64軒の団地

ができ、交通の件でずっと相談してきた

が未だに解決されてない。車が多く横断

歩道を要望しているので、市から警察へ

口添えしてもらいたい。 

【生涯学習協働推進課】 

・該当箇所を案内してほしい、現場で立ち

合いし、場所を把握できれば、危機管理

課へ繋ぐようにする。 

 

【危機管理課】 

・交通の要望については、警察へ進達しま

すので、地区要望又は地区連絡相談シー

トで提出をお願いします。その際に市か

らの意見も併せて提出します。横断歩道

の設置については、市内の要望が数多く、

通行車両の台数や横断者の人数などによ

り、判断されます。  

・安心・安全への取り組みは多岐にわたる

と考えている。この間の同報無線の放送

で行方不明者に関する誤報が流れたが、

市側の危機管理マニュアルを確認した

い。間違った情報を鵜呑みにして、それ

が誤報になったのではお粗末だと思う。 

・いわゆる赤道の農道整備についてもどう

なっているのか知りたい。区同士で調整

して地区要望を出してくださいというの

はあまりにもお粗末だと思う。そもそも

【生涯学習協働推進課】 

・同法無線には、市の運用マニュアルがあ

り、それに従って放送を流す仕組みとな

っている。通常、行方不明者の情報は、

掛川警察署からの要請によって流されて

いると思う。 

・赤道の農道整備については、市道に関し

ては道路法に基づき修理・改修をしてい

る。赤道の農道は、法令で定められた道

路ではなく、耕作者など特定の方しか通
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市として、それらの改修にどのような考

えを持っているのか？ 

・昨年、市がパーテーションの寄付を受け

たと思うが、防災訓練の時に桜木地区へ

貸出して運営所の訓練をするなどで利用

することはできないか？ 

らない道になる。農道を広げる改修につ

いては色々な制約があり、手が出せない

場合もあるので、相談シート等を活用す

る中で地区と相談をさせてもらいたい。 

・パーテーションの利用については、危機

管理課へ訓練で利用できるのかを確認し

ておくようにする。 

 

【危機管理課】 

・パーテーションの貸し出しは可能です。

地区だけで行う場合、取り扱い説明につ

いては広域避難所支部員が説明をする形

になります。  
 ７月に避難所運営担い手講座があり、そ

の際に取扱要領も研修できます。また、

９月の総合防災訓練でモデル地区となっ

ていただければより実践に近い形で訓練

ができるのではと思います。 

・桜木地区のまちづくりにおいては、道路

整備と河川整備が地区全体の共通課題と

なっていて、市には粛々とやってもらう

しかない。 

・もう一つは、農協の移転や、大型スーパ

ーの進出、人口の増加や減少している地

域もあるなどの環境が変化している中

で、高齢化が進んできていて、草刈りな

どの負担が大きくなっている。 

・この地区には、道路の白線やグリーンベ

ルトが消えているところ、カーブで見通

しが悪いところなど様々な課題があり、

高齢者が運転していて危ないと思われる

箇所があるので、市には、そういうとこ

ろにも目を向けてほしい。このことは、

先日、中学生と意見交換する中で、子ど

もたちからも同じ個所への意見があっ

た。 

【生涯学習協働推進課】 

・交通安全対策においては、地元の協力が

必要不可欠なので、今後も地域の協力を

お願いしたい。交通面の対策は様々な事

例があるので、進め方や成功した事例を

まち協の担当経由でお伝えしていくよう

にする。 

・子どもたちは、通学路で学校へ行くとき

は集団登校だが、帰りは個々の下校にな

【生涯学習協働推進課】 

・城北地区では、週の中で曜日を決めて、
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ってしまう。先ほどの話にも共通するが、

子どもの交通安全対策の好事例等があれ

ば教えてほしい。 

子どもの下校時間に合わせ、大きな交差

点や主要道路に地区役員が立ち安全の見

守りを行っている。 

・桜木でも下校時に同様の活動を行ってい

るところはある。しかし、通学路が長い

ため、木の影や坂道などの見にくいとこ

ろや危険なところまでは網羅できていな

い。子ども達に啓発をできる事例があれ

ばありがたい。 

・夏休み明けの暑い時期などに学校からお

願いされて登下校の見守りをしたことが

ある。 

・そもそも通学路はどうやって決まってい

るのか。 

・地域の人が心配していることはたくさん

あるが、学校側の考えや親御さんの気持

ちを知ることで、地域側も対応できるこ

とがあると思う。 

【生涯学習協働推進課】 

・通学路は、基本的に昔に決めた安全なル

ートとなっている。当然、道も変わって

いるので見直しはしていかなければなら

ないと感じているが、実際に変えるとな

ると簡単にはいかない。学校との連携が

必要になることもあるので、なるべく調

整をしていければと思う。 

・本日は色々な話を聞かせていただいた

が、規制の件などはどうしても時間がか

かるのでご理解をお願いしたい。 

・今後、行政は地区特性を考えながら進め

ていくことが大事だと感じた。地区の取

組事例を集め、共有していくことも積極

的に行うとともに、学校やＰＴＡなどと

もコミュニケーションを取りながら、そ

の中でやれることを進めていくようにす

る。 

＜その他地区の現状等について＞ 

・宮中という 42 軒ほどの小区がある。そこ

での河川の草刈りは、世帯ごとに作業範

囲が決められていて、昔からそれぞれ各

世帯の責任という扱いになっている。こ

の話を聞いたときに驚いたが、河川管理

の実態としてこのような事例があること

を承知してもらいたい。 

 

・下垂木一区では、１９年前から飲酒運転

の撲滅運動を行っている。全 720 世帯に

飲酒運転撲滅署名簿に署名をしてもらう
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形で、今は約 1400 人から署名をもらって

いる。署名簿は掛川警察署へ提出してい

るが、自治区単位で行っているところは

少ないと思う。企業で実施しているとこ

ろは多いが、地区での珍しい取り組みと

して承知してもらえると嬉しい。 

・区の中では、低所得世帯から区費をもら

うのはいかがなものかという問題があ

る。一方で、何故あの家からは区費を取

らないのかという声も出てきてしまうの

で、そのようなことについて勉強会がで

きたらいいと思う。 

【生涯学習協働推進課】 

・現在市内では、今後の運営が厳しい自治

区が出現し始めており、持続可能な自治

会運営のあり方等の検討が急務となって

います。市としては、それらに関する検

討を区長会連合会と一緒に進めていきた

いと考えていますので、その際の整理事

項の一つとして提案いただき、市全体で

考える機会にされるのが良いと思いま

す。 

・河川愛護事業ではなく、河川「負担」事

業になっている。草刈りに年間 75 万ほど

かかるが市からの補助金は 20 万前後で、

残りは区費で賄っている。せめて多少で

も増やして欲しい。 

【生涯学習協働推進課】 

・県も市も、河川の維持管理において地区

のご協力をいただいていることに感謝し

ている。 

・草刈りの負担に関しては、どこの地区か

らも声をいただいている。当方の取組と

して、通常の材料支給とは別に防草シー

トの配布を進めており、それらが地域の

負担軽減になればと思います。 

・地区内にごみ屋敷があり、近隣の人たち

が困ってしまっている。このようなこと

に関して、市にどのような連絡が入って

いるか知りたい。 

【生涯学習協働推進課】 

・ごみ屋敷については、他の地区でも同様

の相談を受けており、環境政策課と相談

をしているが、直接、市が手を出すのは

難しい部分があると感じている。 

・まちづくり協議会の元々は学習センター

で、その時はソフト事業を実施するのが

中心だった。その後、まち協とセンター

が一緒になり、区長さんが地域住民の苦

情を受け付ける流れの中で道路・河川の

ことが中心になっている。センターは、

地区と学校と子どもをつなげるハブの役

割だと思っていたが、地区組織が合体し

【生涯学習協働推進課】 

・各地区まちづくり協議会をはじめとした

参考事例等の情報収集に努め、情報提供

していく。 
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てからは、ソフトとハードを繋げる役割

に変わってきた。 

・今、まち協の広報を作っているが、この

地域の中に、草刈りの問題やこどもの見

守りボランティアがいることをお母さん

たちは知らないと思う。知ってもらうこ

とが広報の役割なら、どうすれば知って

もらうことができるかを考えていきた

い。ただ体育祭をやるとか、お祭りをや

るだけでなく、防災と絡めてみそ汁を作

るのはどうかとか、ごみを集めや草刈り

をイベント化できないかなど、そんなこ

とを考えている。 

・但し、そのことを地域の人たちへ周知し

ていくのは簡単ではなく別なので、行政

には参考にできる情報があれば教えても

らいたい。 
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】和田岡地区 

【実施日】令和４年１月 14 日（金）18 時～ 【会場】和田岡地域生涯学習センター 

【参加者】地区役員（区長、まち協会長・事務局長 15 人、市職員５人 

【テーマ】災害に対応したまちづくり 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜災害に関する地域の現状等について＞ 

・各和区には原野谷川があるため、災害と

いえばすぐ思いつくのは水害。地形的に

低いので雨が降れば水害の心配が出てく

る。 

・区内西側には崖があり、過去に土砂が落

ちたこともある。地盤が弱くハザードマ

ップでは震度７が想定される地域になっ

ている。 

 

・高田区では水害の心配はない。地盤も固

い地域だが、高いところから低い田んぼ

へ向かうところで崩れる箇所があり、そ

のことは心配している。 

・災害時の支援物資の受取りに小学校まで

行くとなると、高田橋が残っていなけれ

ば辿り着くことができない。当区ではな

いが、吉岡区にはヘリの着陸可能なとこ

ろがあるので、有事の際には、そこへ支

援物資を届けてくれるとありがたい。 

・また、雷による被害が発生しやすく、小

さな火災が時々起きることもある。雷に

関しては区だけでの対応が難しいので、

市に、防災対策等に関する助言などをお

願いしたいと思っている。 

【危機管理課】 

・市では家庭の避難計画の作成を啓発して

います。避難については、自宅での垂直

避難も想定して各家庭での非常用備蓄品

等の準備をお願いしています。  
 ヘリポートは原則、安全な着陸ができる

指定されたヘリポートへの着陸となって

いますので、本意見については難しいと

思われます。 
 

【危機管理課】 

・雷は落ちる場所を選ばないので屋外にい

る場合はまず身の安全を確保することが

大事です。 

 住宅へ落ちた場合には、家電を保護する

ために異常高電圧や異常大電流等から危

機を保護する「サージプロテクタ」を介

してコンセントに接続することで家電製

品を守ることができるといわれていま
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す。 
 

・吉岡区では、災害時の崖崩れを懸念して

いる。崖崩れが起きることで、主要な道

路や排水路が埋まってしまうのが心配。 

・原野谷川の改修についても毎年、要望を

出しているものの、進んでいない印象を

受けている。水害が不安なので早期に河

川改修を進めてほしい。 

・吉岡区内には、大塚古墳を上がったとこ

ろに高台の地域があり、そこに約 100 世

帯が住んでいる、安全面を考えればこの

エリアにも区の施設が必要だと思ってい

るが、地元だけでの対応は簡単ではない。 

【基盤整備課】 

・原野谷川の整備につきましては、県によ

り策定された「太田川水系河川整備計画」

に基づき実施されます。本年度は原里地

区や吉岡地区において、河の流れを良く

するため土砂を取る工事（河道掘削）を

実施しております。今後も引き続き、計

画に基づく河川整備を県と共に推進して

いきます。 

 

【生涯学習協働推進課】 

・自治区の公会堂等の建設に対しては、市

と県の協調による補助制度があります

が、同制度は１自治区１回までの利用が

原則となっており、吉岡区は既に利用済

みのためこれを活用することが難しい状

況です。 

 一方で、市内には複数の公会堂を保有し

ている自治区があり、建設経過等の情報

提供を依頼することは吝かではありませ

んので、必要であれば生涯学習協働推進

課へご相談ください。 

・つくし野区は、和田岡地区の中でも少し

離れたところにある。半径 100ｍの中に

70世帯が固まっており、そのうちの12世

帯は、土砂災害特別警戒区域に指定され

ている。 

・昨年４月に、災害時に発令される避難情

報が「避難指示」へと一本化されたが、

実際に避難指示が出た場合に、その 12 世

帯が公会堂へ避難してくれるか分からず

悩ましく感じている。仮に、避難指示が

出ているときに区長がそれを住民へ伝え

ずに、土砂災害に見舞われた方があった

としたら、その時の責任は区長に求めら

れるのかなどのことをすっきりさせたい

【生涯学習協働推進課】 

・市が発令する避難指示等の災害情報は、

市民個人に対し発信しているもので、自

治区役員に地域内住民への伝達を要請し

ているものではありません。このため、

区長さんが住民の方々へ災害情報を伝え

ないケースがあったとしても、そのこと

で法的責任を問われることはありませ

ん。 

 一方で、災害情報を受信した住民の方は、

地域の公会堂等へ避難してくることが考

えられますので、そのような際には、避

難先としての公会堂の開放等にご協力を

お願いしたいと思います。 
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と思っている。 

 

 

 

 

 

 

・地震の際の火災発生の懸念から今年、可

搬ポンプの買い替えを予定している。し

かし、区内には貯水槽が一つしかなく、

ポンプが 50ｍ程度の範囲までしか使え

ないので、そのことも課題になっている。 

 なお、いざという時のために、家庭の避

難計画や地域の避難計画を作成し、避難

先や避難ルート、連絡体制等を準備して

おくことが大切ですので、自治区での作

成及び住民の方への周知・啓発にご協力

をお願いします。 

 

【消防予防課】 

・地震等による広域災害時は、被害が同時

多発となり消防署の消火活動は期待でき

ません。 

 自主防災会のご協力が必要ですが、備え

には限界があります。 

 まずは、地震による火災を出さないこと

が大切で、出火の際は「早期発見」と「初

期消火」が重要です。そのために住宅用

火災警報器の設置と、身近な消火資機材

である消火器が有効です。 

 「初期消火」とは、小さな炎のうちに消

火することで、一般に消火器での対応は

天井に火がまわるまでと言われていま

す。火炎が大きく、多量の煙が発生する

前に、自身の安全を第一に行動してくだ

さい。 

 

・吉岡団地区は、団地の裏に小さな山があ

り、２～３年前に土砂崩れがあった。今

後も大雨等で崩れるのではないかと不安

に思っている。 

・また市営住宅の建物が古く、耐震性が弱

いと感じているため、地震が来た場合の

倒壊が心配。 

【都市政策課】 

・確かに市営住宅の裏には山があり土砂災

害特別警戒区域にも指定されているた

め、注意が必要である。 

・危機管理課と連携し、土砂災害避難訓練

の実施等、有事の際の体制強化に努めた

い。 

・なお、吉岡団地３棟は、いずれも旧耐震

基準で建設された建物であるが、耐震診

断において、東海地震規模の地震に対し

て、ある程度の被害は受ける可能性はあ

るが、倒壊する危険性はないという診断

結果となっている。 
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＜災害に対応したまちづくりについて＞ 

・各和区では、「排水問題」「河川氾濫」「土

砂崩れ問題」の３つのことに対し、それ

ぞれ事業を計画的に進めてほしいと思っ

ている。 

・排水の問題では、地区内の排水が垂木川

と原野谷川へ流れていくが、大雨が降る

とそれらの川の流れが速くなり、排水路

からの排水できなくなってしまうため、

農地の基盤整備事業の中で排水路を大き

くしたいという要望を県へ出している。

しかし、県からは、事業の内容が道路排

水と河川整備では違うということで難し

い話になっているので、何とか排水路を

広げてほしいと思っている。 

・河川のことでは、先ほど吉岡区からもあ

ったように、現在、下流側から原野谷川

の改修が進んでいて半分くらいまできて

いるので、是非、これを吉岡まで継続し

てほしいと思っている。 

・土砂崩れに関しては、区内にお寺の関係

で造成したところがあり、斜面の崖対策

について県へ相談し、一部は施工しても

らったと思うが、県からは「すぐに全部

はできない」と言われているので、河川

の話を合わせてこちらも進めてもらいた

いと思っている。 

 

・直接、災害のまちづくりということでは

ないが、地区の中での造成工事等に伴っ

て、業者が区長へ説明に来ることがある。

こちらは素人なのでその話を聞いても内

容が分からず、区長として同意したこと

で熱海のようになってしまっては困るの

で、最初にそのような話があがった時点

で、市の担当者を交えて業者と話せるよ

うになると心強い。 

【生涯学習協働推進課】 

・開発事業の申請があった場合には、市の

許認可の部署が地域へ説明するよう指導

をしているが、今の話は、業者が区へ伝

える情報が 100％の内容かどうかが分か

らないので、市の担当者も同席してほし

いということでよいか？ 

 

【都市政策課】 

・事業者が行う一定規模（1,000 ㎡以上）の

土地利用事業に対して、必要な基準を定

・市の専門知識のある方が横で聞いてくれ

れば、地域側も安心できる。是非そのよ
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うな形をお願いしたいと思っている。 め、災害の発生防止や良好な自然及び生

活環境の確保を目的として「掛川市土地

利用事業の適正化に関する指導要綱」に

基づき指導している。 

・そのなかで、承認申請をするにあたり、

面的な土地の利用計画による地区への影

響も考えられることから、事前に関係自

治会の同意を得ることとしている。 

・民間事業者の計画に、許認可を担う市が

地元への説明に同席することは出来ない

が、事業者の説明に不明な点がある場合

は、安易に同意せず、市に相談してもら

いたい。 

・民地内の大きくなった木が、台風などの

際に倒れる恐れがあり心配をしている。

放置して、近隣の建物に被害が出てから

では遅いし、その家の人が切ってくれれ

ば一番いいけど、色々な事情があるのか

も知れないので、どう対応したら良いか

教えてほしい。 

【生涯学習協働推進課】 

・掛川市には、通称で「ご近所マナー条例」

というが制度があり、当該条例に基づき、

地権者に対し近隣へ迷惑かけないよう市

が通知を出すケースはある。この担当課

は環境政策課となるので、一度相談をす

るようにしてもらいたい。 

 

【環境政策課】 

・ご相談を頂ければ、掛川市良好な生活環

境の確保に関する条例に基づき、所有者

を確認し通知等で指導することになりま

す。 

・同様のケースは多い。高齢になり手が付

けられなくなるケースや、代替わりの中

で自分の土地と認識されていないケース

もある。 

【生涯学習協働推進課】 

・地域の中で話をしても進まないようであ

れば、市が協力できることとして、先ほ

ど伝えたような方法があるので、その場

合には環境政策課へ相談をしてもらいた

い。 

・和田岡地区内では、空き家の状況はどう

か？ 

・空き家は少なからず存在し、増加傾向に

ある。しかし、テレビで報道されるよう

なゴミが溜まって仕方ないような極端な

ものは今のところ確認されていない。 
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・一方で、放置された山や農地が増えてき

ている。今まで、慣習的にやってきた公

有地の草刈り等に手が回らなくなってい

るので、これが間接的に災害へ繋がる可

能性もある。 

・各和区では、自主防災組織の見直しを考

えている。現在の被害想定からすれば、

地震の場合に相当数の家屋が倒壊すると

思われ、自主防災会の 10 名程度では現実

的に対応が難しい。また、そのような状

況下では、各和だけ被害が発生している

わけではないので、自助の形として組ご

とで対応する方向を考えている。 

・また、ゲリラ豪雨等のニュースになるよ

うな水害では、各和区の場合は広域避難

所へ逃げるしかなく、住民へ周知徹底を

していきたいとも考えている。 

【危機管理課】 

・ご意見のとおり、大規模災害発生時には

自助、共助しかできずに、行政による公

助は機能しないことが十分考えられま

す。 

 今後も自助、共助の力を高めるよう自主

防災活動をお願いします。 

・吉岡区では、災害時に他へ助けを求めら

れない状況となった場合には、一番心配

するのは水の問題だと思っている。掛川

市の水事情は悪く大井川に頼るのみなの

で、大きな地震で掛川市までの送水管が

損壊したら、長期間に渡って水に困るこ

とになるだろうし、そのようなことも踏

まえて市としての災害時の水道対策がど

うなっているのかを知りたい。区内には

井戸があるが、枯渇の可能性もあり、恒

久的な水源として期待できるものではな

いので、そうなったときの水の確保が難

しい。 

【生涯学習協働推進課】 

・水道部には、吉岡区が心配している内容

を伝えるようにする。 

・一方では、普段から危機管理課が案内し

ているように、自助の部分で救助が来る

までの物資は各家庭で用意しておくこと

も大切だと思っている。地域側でもそれ

らの周知・啓発にご協力をお願いしたい。 

 

【水道課】 

・大井川広域水道企業団の更新計画の早期

実施と、市内の基幹管路の耐震化を進め

ています。 

 また、災害時には、原野谷川流域の浅井

戸を含め、市内にある自己水源を活用す

るため非常用発電設備を整備し、飲料水

の確保に努めています。  

・つくし野区では、炊き出し等は後からで

も何とかなるということで「発災から 72

時間にどう対応するか」を今後の訓練で

実施していきたいと考えている。 
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・一番シンプルで効果があるのは、黄色い

ハンカチの掲示だと思う。各世帯に対し、

この徹底を呼び掛ければ多くの人が助か

ると思われる。今後は、「黄色いハンカチ

が誰かを助けるためにある」という意識

付けと、発災後どのように命を救うかを

考えながら訓練を進めていきたい。 

・吉岡団地区は集会所が狭いので、有事の

際に全員がそこへ集まることができな

い。また、防災資機材は一通りが揃って

いるものの、住民が入れ替わっていくの

で、役員しか機器のことを知らない状況

となってしまっている。 

【生涯学習協働推進課】 

・危機管理課では、地域の要望に応じて防

災出前講座を行っている。今の話のよう

に、一部の方しか防災資機材を使えない

状況で、それを改善していきたいとお考

えであれば、危機管理課へ相談してみる

のが良いと思う。 

・高田区では、月に一回、自主防災小屋の

点検を行い、防災備品や短期間的な水ス

トックの交換等を実施している。 

・災害時の水不足は避けられないことなの

で、基本的には、各家庭でストックを呼

び掛けていきたいと思っている。 

・年に一回、行ってきた防災訓練が、ここ

２年間はコロナで実施できていないの

で、今後の訓練の中で、意識啓発をして

いきたいと考えている。 

 

・サカタのタネのところ（敷地外）に調整

池があり、施設が 30 年経過する中で土砂

が埋まってきている。このことを農林課

へ伝えたが「あれはサカタのタネの調整

池ではない」と言われてしまった。地域

は同社の施設だと認識しており、このま

まではゲリラ豪雨等の際に水が溢れてし

まうので、そのような状況があることを

知っておいてほしい。 

【農林課】 

・瀬戸山池につきましては、市の管理する

溜池となっております。市では、ため池

等を流域治水として利活用することの検

討を進めており、その中で体積土の浚渫

の必要性についても検討していきます。 

 

＜その他地区内の課題等について＞ 

・農地や公有地の荒れたところでは、ゴミ

の不法投棄が多くなる。各和区内では、

西側の未整備の山林のところがひどい状

状態となっていて、何とかしたいと思っ

【生涯学習協働推進課】 

・今の現場は、環境政策課も把握している

場所か？ 

 

【環境政策課】 
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ているがなかなか手に負えない。 ・映像記録カメラについては、ごみ集積所

における不法投棄防止のため、区長の申

請により貸し出しをしています。台数に

限りがあることから、現在の対応になっ

ていることをご理解ください。なお、記

録された映像の閲覧にあたってはプライ

バシーに配慮する必要がありますので、

その点にご留意ください。 

・各和の古墳北側の谷のところに不法投棄

が多い。袋井市との境でどちらの市域に

入るのか分からないが、家電製品や缶な

どがものすごい量で捨てられている。 

・環境政策課へは伝えていない。散歩の際

に気が付いた現場を区長に伝え、区で看

板などを設置している。看板を付けたと

ころは不法投棄が減るが、すぐに他の場

所へ捨てられてしまう。 

・ごみ集積所用の監視カメラの貸出しを、

もっと柔軟に対応してもらえると、現場

での対策に有効だと思う。 

・つくし野区内に、県道からまっすぐ東側

へ入る道路（市道桜木南横断線）がある。

この道路には歩道も付いているが、その

歩道が道路整備後一度も補修されておら

ず、相当傷んだ状態となっている。この

ようなケースは、地区要望書を提出すれ

ば解決できるのか教えてほしい。 

【生涯学習協働推進課】 

・地区要望制度は、１自治区３件までで、

自治区あたりの配分金額に上限を設定さ

せてもらいながら実施している。今回の

ケースが、配分予算の上限内で収まるも

のであれば、地区側が優先順位を上げて

要望書を出してくれれば対応が可能だと

思う。 

・もし、金額的に地区要望では対応が難し

い内容であれば、地区課題相談制度を利

用してもらう中で担当課へつながせてい

ただき、検討の後に何らかの回答はさせ

てもらうようにする。 
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】曽我地区（掛川西中学校区） 

【実施日】新型コロナ感染拡大に伴い用紙提出による聞き取り 

【作成者】地区区長会長、地区まちづくり協議会長 

【テーマ】学校再編に対する地域の考え（想い） 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜地域の現状等について＞ 

・以前、曽我小学校と和田岡小学校の学校

再編の話があったが、現在、曽我地区で

は、令和４年から５年にかけて 200 戸近

くの世帯が増加する予定で、これに伴い、

曽我小学校の教室の問題や各種施設が手

狭となり、最終的には西中学校にも波及

していくことが予想されている。 

・地区内の通学路は狭く、歩道等が整備さ

れていないので、安全確保のためには、

先ずはインフラの整備が必要。 

・また、現在、整備中の掛川駅梅橋線の全

線開通後には、道路に隣接する土地の宅

地化が一層進み、地区がかつてない変化

の波に飲み込まれることが考えられる。 

－ 

＜テーマに係るまちづくりの将来像について＞ 

・ソフト面においては、世帯数の増加で今

後人流が進んでいったときに、流入者と

地元の人との交流や付き合いが上手く図

れるか心配。 

・流入者の地区行事への参加や、新しい役

員のなり手への期待は不透明で、難局を

予想している。その対策としてまち協と

小学校では、敬老会や運動会、各種まつ

り・体験教室などの事業を行い、地域の

まちづくりに取り組んでおり、流入者と

の交流が円滑に進むよう知恵を絞って取

り組んでいきたい。 

－ 
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・一方では、ハード面において、子どもた

ちが安全に遊べる公園（高御所地内の溜

池を公園に整備する案あり）や安全な通

学路の確保、児童数の増加に伴う教室の

確保などが進むようにも取り組んでいき

たい。 

＜中長期的な対応と短期的な対策について＞ 

（１）地区組織の再編等 

・現在、曽我地区は９つの自治区で構成さ

れているが、今後は 11 自治区の編成とす

るかが問題で、その際にまち協の組織を

どうするかも考える必要がある。 

・市内で、同様に急激な人口増加への対応

事例があれば、資料提供をしてほしい。 

 

 

 

（２）インフラ等の整備 

・子どもたちが遊べる公園整備（溜池敷地

を活用した整備）や道路網も整備を要望

したい。 

・曽我小学校の西側道路は、通学路にも関

わらず、国道を行き来する車の抜け道と

して多くの車両が通行しており危険が伴

っている。このため、道路を拡幅して通

学路と車両通行帯の区別を行うか、通学

時間帯での通行禁止等の措置をお願いし

たい（拡幅用地は、小学校の西側フェン

スを 2.3ｍ程度内側へ移動させ確保す

る） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）地区組織の再編 

【生涯学習協働推進課】 

・市内では、近年、西郷地区や南郷地区内

で 100 戸以上の住宅団地開発事業があ

り、それぞれ単独の自治会が運営されて

いる事例があります。曽我地区がどのよ

うな資料提供を希望されているかが分か

りませんが、必要であれば先方の自治区

や地区へ協力を打診しますので、生涯学

習協働推進課までご相談ください。 

 

（２）インフラ等の整備 

【土木防災課】 

・毎年、多くの公園整備要望をいただいて

おりますが、近年の財政事情から予算確

保ができない状況です。今後、予算確保

ができ、整備可能になりましたら市より

整備方針など相談させていただきます。 

 

【土木防災課】 

・道路拡幅予算を早期に確保するのは難し

いため、児童は小学校西側を通らず、領

家高橋を渡ったあと、グラウンド北西側

にあるスロープから学校敷地内に入り通

学するように、小学校側で安全対策を実

施してもらっています。 

 

【農林課】 

・ため池については、池の水を取水し、営

農している利水者が多くいます。池の水

質への影響や、近年多発しているため池

での子供の事故のこともあり、ため池敷
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（３）教育基盤等 

・学園化構想は、地区内に小学校があって

こそできるものなので、再編によって他

地区に統合されてしまうと多くの事業に

影響があり、地域の絆づくりへの影響が

大きいので、将来を見据えて曽我小学校

の存続を願っている。 

・曽我小学校のプールは老朽化が進み、現

在、使用を見合わせているため、今後、

児童数が増えた際にどのように使用する

のか十分に議論をしてほしい。 

・生涯学習宣言都市として、市には、教育・

地域の活性化や、多方面にわたる人材の

確保、ＤＸの推進などの費用を惜しまな

いでほしい。 

地への進入は注意をお願いします。 
 

【危機管理課】 

・通行規制は、道路であるにも関わらず車

両の通行を禁止するもので、地域の住民

や事業者等であっても通行することがで

きず地域の住民、事業者等にも負担とな

る場合があります。また、地域内の他の

道路が新たに抜け道になる可能性も考え

られます。規制を依頼する場合、地域全

体での利益を考慮する必要があります。

そのうえで地区要望等で提出いただけれ

ば、警察へ進達いたします。 

 

（３）教育基盤等 

【教育政策課】 

・学校再編計画を策定する際には、決定し

たものを地域の皆様にお伝えするという

ことではなく、まずは市全体の学校再編

に向けての基本方針を定める前の段階

で、市民の皆様の御意見を伺う機会を持

ちたいと考えています。 

 基本方針が定まった後に、現在の中学校

区ごとに再編の枠組みと学校施設のあり

方について地域の皆様と検討していきた

いと考えています。 

 再編計画の推進にあたっては、今後市が

進めていく小中一貫教育についての理解

の促進に努めながら、今後の開発の動向

も見据えた地域の児童・生徒数の推計デ

ータ等をもとに、地域の皆様と具体的な

再編案の検討を行っていきたいと考えて

おりますので、御協力をお願いいたしま

す。 

 

【学校教育課】 

・曽我小学校の水泳授業は、学校プール施

設の老朽化対策の推進及び水泳授業の質
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の向上を図ることを目的に、令和元年度

から民間屋内プール施設を利用して実施

しています。今後の方針については、学

校再編の方針や児童数の増加、掛川市全

体の水泳授業の在り方を含め、総合的に

検討を行っていきたいと考えています。 

  

【企画政策課】 

・令和４年度から、総合計画をポストコロ

ナ編として改定し、「生涯学習都市宣言」

や、「掛川市自治基本条例」にある「希望

が見えるまち・誰もが住みたくなるまち

掛川」の実現に向け、SDGs や DX の視点

を取り入れながら、教育やシティプロモ

ーションなど７本の戦略の柱を軸にまち

づくりを進めていくこととしました。そ

のため、重点的に進めるべき施策等につ

いては、メリハリをつけた予算編成を行

い事業を進めていきます。 

＜上記内容の次年度へのつなぎについて＞ 

・次年度以降の地区集会のテーマで「急激

な人口増加に伴う問題と、その解決方法」

を取り上げ、行政と一緒に考えていきた

い。 

・掛川駅梅橋線の開通後は、地域基盤の農

業（水田）のあり方も検討していく必要

がある。（宅地化がますます進むと思われ

る） 

・通学路についても、車両の増加に合わせ

てグリーンベルトの設置や危険通学路の

時間帯通行止めを検討していく。 

・若者を地域活動へどう引き込むかを、高

齢者で地域への貢献可能な人材発掘と併

せて進めていきたい。 

【生涯学習協働推進課】 

・令和４年度からの地区集会では、２年前

の見直し検討やその後の検証、皆様から

のご意見、ポストコロナへの対応も含め

て、地域側の裁量で開催内容等を決めら

れる形としていく予定です。 

 地区集会の開催前には、事務局と地区役

員の方との事前打合せを行いますので、

その際に地域が意見交換したい内容をお

伝えいただき、対話を通じてそれらの解

決方法等を一緒に考えていくようにしま

す。 

 

【生涯学習協働推進課】 

・現在市内では、今後の運営が厳しい自治

区が出現し始めており、持続可能な自治

会運営のあり方等の検討が急務となって

います。市としては、それらに関する検

討を区長会連合会と一緒に進めていきた
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いと考えており、この話の中では、多様

な方が地域へ参加できる仕組みづくりは

必須だと思っていますので、その際の検

討事項の一つとしてご提案願います。 

 

【農林課】 

・現状、曽我地区の実質化された人農地プ

ラン中心経営体は９経営体で経営面積は

68ha です。水田は２経営体に集約されて

おり、茶園は入り作を含めた複数の経営

体が耕作しています。担い手は 50 代の若

い方が中心で、経営面積も将来的には

73ha まで拡大する計画になっています。

一方で、掛川駅及び愛野駅双方から好ア

クセスのエリアについては、開発の可能

性が高い地域と思われます。 

 

＜上記以外に共有していきたいことについ

て＞ 

・区内での回覧や、看板・監視カメラ等を

設置しても不法投棄が続いていて、地区

役員が処理などに苦慮しているため、妙

案や他地区での活動事例を知りたい。 

【環境政策課】 

・自治区による不法投棄の対策事例として

は、看板・監視カメラの設置に加え、草

刈り等による敷地の適正管理、不法投棄

が多い場所への投棄防止ネットの設置や

人感センサーライトの設置、地域住民に

よるパトロール実施など、各自治会毎に

工夫をして対策しています。 
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】千浜地区 

【実施日】令和３年 12 月９日（木）18 時 30 分～ 【会場】国浜ｺﾐｭﾆﾃｨ防災センター 

【参加者】地区役員（区長、まち協会長・事務局長 14 人、市職員７人 

【テーマ】①海岸線地域の現状とまちづくり ②地区内外での連携体制や人材の確保 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜海岸線地域の現状とまちづくりについて＞ 

・この地区では、海岸の浸食問題が一番の

心配ごととなっている。砂防工事や防潮

堤のこと、地震と津波と原発事故など海

岸線地域には多くの問題がある。市が示

した海岸線地域ビジョンは綺麗だけど、

現実は、中々このようにはいかない。 

・地引網は、今ではこの千浜地区だけがや

っている伝統的な事業で、他にもＢ＆Ｇ

やサーフィン、釣りなどの資源があるの

で、これらを活用して地域が発展してい

くと良いと考えている。 

・地引網はこれからも継続していくための

団体はあるが、携わっている人は高齢化

によって停滞中で収入が無い状態。碇泊

料や組合加盟料、船の維持修繕費などの

経費は掛かり続けているので、今後もこ

の人たちが継続できるように市からの支

援をお願いしたい。 

・また、海岸浸食でやりにくくなっている

状況でもあるので、場合によってはそち

らの整備にも支援をお願いする必要があ

るかも知れない。 

・防潮堤に関しては、進めてもらって感謝

している。関連でもトイレや駐車場整備

を前向きに検討してくれている。 

・今後、各事業の中では、そのものの整備

だけでなく、駐車場などの関連整備も検

【生涯学習協働推進課】 

・皆さんの中で、地域資源を活用する中で

どうやって活性化させていくか、それは

資源としては、地引網だったりサーフィ

ンだったり自転車道だったり、そしてそ

れらに対する地元の頑張りや地引網を存

続させたいという地元の取組があるの

で、それと行政がどうソフト連携できて

いくか、体制の整備だったり、ＰＲ部分

だったりを我々も考えていかなければい

けないと思った 

・皆さんは、本当に海岸線のことを大事に

思っているので、防潮堤の整備と合わせ

てビジターがゆっくりできる駐車場の整

備やトイレの整備などが条件だろうとい

うことと、松に対する皆さんの思いとし

て、保安林でどうにもならない場所を協

働の形でも良いので苗をくれればやるか

らという気持ち、非常に大事な意見とし

て受け止めさせてもらった。 

・海岸線ビジョンについては、今回の議会

の中でも質問が出て市長も回答してい

る。来年、この計画の実施計画を作って

いく年になっていて、20 年後をどういう

スパンの計画でやっていくか見えないと

いう質問だった。来年度からは実施計画

に落とし込んでいく中で、専門官的人材

を張り付けながら進めていく旨を回答し
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討してもらうことで、海岸線地域の活性

化を図ってもらえるとありがたい。 

ているので、そのことはお伝えしておく。 

【観光交流課】 

・令和４年度に掛川観光協会大東支部とと

もに、地域振興を行うための支援を予定

しています。伝統文化の継承により、観

光交流客数の拡大を期待しています。 

・昔は白砂青松で、松が青々していたが、

今は松くい虫で一帯が枯れてしまってい

る。これからは保安林の保全をしっかり

やってもらいたい。 

・釣り・サーフィンでは、釣りは大きな大

会も行われている。先ほども出たが、駐

車場やトイレを整備し、地元民だけでな

くこの地区を訪れる人たちも、安全に楽

しめる環境整備をお願いしたい。 

【農林課】 

・残存する松林については、薬剤の空中散

布や伐倒駆除等により松くい虫の被害拡

大を抑制していきます。 

また、海岸保安防災林を管理する静岡県

に対し、造林等を要望していきます。 
 

・市の海岸線ビジョンの位置付けは、20 年

後の姿を目指しているはず。20 年間、暗

闇の中に入れておいて、20 年後に暗幕を

外したら出来ていたというわけにはいか

ないので、時系列に沿った計画を明確に

してもらいたい。 

・20 年後を考えたとき、今の区役員が何歳

になっているかを思うと、ちょうど働き

盛りの年代になっているのが今の小学６

年生くらいの子なので、その子たちを巻

き込んで、20 年後に「こういう地域にし

たい」「こうやって地域で活躍したい」と

いう気持ちを持ってもらえるようなビジ

ョンに近付けていけると良いと思う。 

・ビジョンの中に、掛川市に人的資源が沢

山あるという表現が入っていたが、そう

やって文字にすると確かに居るのかなと

も思うが、基本的には地域の人材は地域

が育てることが必要。そういう意味でも

20 年後の今の子どもたちのために、この

掛川市の南部地域がどのような生き様を

示していくかが大きな課題になるだろう

し、今の役員たちも何とかアイデアを示

【市長政策室】 

・海岸線地域ビジョンを具現化していくた

め、令和４年度、中山間・海岸線地域振

興係が設置され、計画策定の予算も確保

しました。 

・今後、地域の意見も聞きつつ計画を策定

し、策定後は計画内容について地域にも

周知していきます。 

 

 



96 
 

して市と協働してやっていかないといけ

ないと思う。 

・外から来てくれることも大切だけど、地

域の人たちが、このことによって生きが

いや喜びを感じられるようなビジョンに

なると良い。 

・防潮堤の高さは、原発のところは二十数

メートルで、ここの防潮堤は 17ｍだと、

高い壁に当たった波は低いほうへ流れて

くると思うが、それらが菊川の河口から

遡上してきたらどこまで津波被害が広が

るか心配。県は浸水予想を出しているが、

それよりもどう波が動いていくか、県の

科学的根拠に基づく想定を知りたい。 

・逆に科学的根拠に基づいて「この地区は

安心ですよ」となれば、若い人の流出も

防げるようになるかも知れない。あまり

にも今はマイナス材料が宣伝されている

ので、若い人が出て行ってしまう。もう

少し、そういう動きを抑えられるような

情報発信もしてほしい。 

・人が少なくなってきているので、体制を

つくるにしても、同じ人がいくつも兼務

をしているような現状がある。色々な体

制を縮小化させていかないと、長期的に

は難しくなると思っている。 

【危機管理課】 

・どの程度の科学的根拠が必要かにもより

ますが、ＧＩＳの浸水想定以外の情報以

上のものについて知ることは難しいと思

われます。施設の整備についても難しい

と思われるため、その他の啓発方法を検

討していきます。 

・津波の話が出たが、津波や台風の自然相

手に人間の力は限界がある。ハザードマ

ップで津波の菊川の遡上想定が示されて

いるが、シミュレーション画像を見るこ

とができるような施設を整備し、津波と

共存していくための理解を深める取組も

考えてもらいたい。 

 

・２年前に台風が来た時に、菊川河口付近

が水浸しになった。水没箇所があると南

部のイメージが悪くなる。水没の原因を

考えると、一つは高松川の中に木が生い

茂っていたり、土砂が堆積したりしてい

【生涯学習協働推進課】 

・必要に応じて地区連絡・相談シートによ

り地区内の課題、問題等を相談して頂け

れば現地確認や立会を行い地区役員の皆

様と一緒に最適な要望手法等を検討して
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ることがあると思う。 

・もう一つは、国浜区から千浜西区に向か

って流れている水路がジャングル状態

で、２年前もそこが詰まって流末へ放流

できなくなってしまった。 

・そういう箇所を常日頃から整備して、少

しくらいの雨では水害につながらないよ

うにお願いしたい。 

いきます。 

・高松川の堤防は、年に２回程度、地域住

民が草刈を実施している。川の中は葦や

葦が繁茂していて、冬になるとそれらの

穂が風で舞い、近隣の住家の洗濯物に着

くなどの苦情が出ている。そのため、計

画的に数年に１回は上流から下流まで浚

渫をしてもらえるとありがたい。 

【基盤整備課】 

・河川管理者である県に要望いたしますの

で、浚渫箇所を記載した地区要望を市へ

提出願います。 

・ビジョンに「潮騒の杜で不安を払拭」と

あるが、ここに住んでいる我々も不安を

感じないようにしてほしいし、外に対し

ても安全性に関する前向きなＰＲをすれ

ば、流入人口が増えるのではないかと思

っている。 

 

・この地区で一番心配なのは人口減少。東

日本大震災以降、若い人が外へ出て行っ

てしまい、地域の担い手がどんどん減少

している。津波や原発への不安があるの

かも知れないが、早く人口が増えて、賑

やかな千浜地区になってほしいと思って

いる。どうすればいいか分からないが、

市でも考えてほしい。 

 

・菊川の右岸側については、防潮堤整備に

併せて自転車道の再整備をしてもらえる

ことになったが、左岸側の国浜地区のエ

リアに関しては防潮堤自体の整備が無い

と聞いている。海岸線ビジョンにきれい

ごとが書かれているが、左岸側の自転車

道は、砂地化された状態となっているた

め、何らかの整備をしなければ、南部エ

リアのマイナスイメージにつながってし

【市長政策室】 

・海岸線地域ビジョンを具体化していくた

め、令和４年度、「中山間・海岸線地域振

興係」が設置され、計画策定の予算も確

保いたしました。 

・今後、海岸線地域の意見を聞きつつ、計

画を策定していきます。 

 

【基盤整備課】 
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まう。 

・市には、一度、現状を確認してもらいた

いし、防潮堤整備を行わない範囲の自転

車道整備をどうするかを、県や国と相談

してもらいたい。 

・防潮堤整備外の自転車道につきまして 

は、堆砂対策を考慮した移設方針につい

て、現在県と協議を行っています。 

・地引網のことを海岸線ビジョンに入れ込

んでもらえて感謝している。今年、市か

ら支援に関する前向きな返事ももらって

おり、これから本格的な活動に向けて準

備を進めていきたいと考えている。 

・その中では、ＰＲもしていかなければな

らないが、今までは何もしなくてもお客

さんがきたけど、これからは積極的にパ

ンフレット等を作って市内北部の人たち

に向けて周知していくのが良いと思って

いる。その際には、区長会連合会のネッ

トワークにも力を借りたいし、広報かけ

がわにも掲載してくれるとありがたい。 

【生涯学習協働推進課】 

・地引網の区長会連合会を通じて市内への

ＰＲは、千浜地区の区長会長さんのご尽

力があれば可能なことだと思っている。

毎月の理事会の中では、「区長、理事から

の提案事項」という項目を用意していて、

過去、その場面を活用し、日坂地区がか

ご駅伝のＰＲや、その他の地区からも各

種取組のＰＲが行われている。地引網の

パンフレットが作成されたら、区長会長

さんに相談してもらいながら、事務局へ

も連絡をしてもらいたい。 

・海岸線の保安林に関しては、森林法第５

条に該当する森林であれば再生事業があ

ると聞いているが、これに保安林も含め

てもらえるようになるとありがたい。 

・横浜国大の先生が来て、色々話をしてく

れたが、結局、保安林には松しか残って

いないし、その松も枯れ木になっている

ところも多いので、再生事業等で苗を用

意し、地域を巻き込みながら皆で植樹す

る取組も検討してほしい。 

【生涯学習協働推進課】 

・保安林の植樹活動に対する支援等につい

ては、今日参加している職員の中に情報

を持ち合わせている者がいないため、担

当課へしっかりとつながせてもらう。 

 

【基盤整備課】 

・海岸防災林強化事業に併せ、「希望の森づ

くりプロジェクト」の一環で市民、企業、

県、市の協働により潮騒の杜植樹祭を実

施しています。引き続き市民、地域と協

働で行っていきます。 

＜地区内外での連携体制や人材の確保について＞ 

・市のまとめた資料は、一般の方にはほと

んど伝わらない。地区の役員は、会議等

で担当課の説明用資料などを見る機会が

あるので、市の伝えたいことが何となく

分かるが、一般の人が防潮堤の計画の資

料を見てもよく分からないし、同じよう

なことが色々なものであると思う。だか

【生涯学習協働推進課】 

・地域の人材のことについては、まち協会

長さんから話があったように、将来この

地域を担っていくであろう 10 代の子た

ちをどう巻き込んでいくかというところ

が大切だと共感した。 

・行政の情報も、区役員は知っているけど、

一般の方は回覧が回っても、家族の代表
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らと言って、カラー版の資料を全戸へ配

布するのは現実的でない。 

・区やまち協もそうだけど、役員の人たち

と一般の人たちとの距離があり、何か上

手くいかないと感じている。まち協の部

会の様子を見ていると、結構若い方も意

見を持っているし、いざとなれば思い切

って言うけど、そこへ行くまでが、面倒

だから参加したくないという人も多い。

そういうところがまちづくりを進めてい

く中での難しさに感じる。 

・女性の参画についても、市から積極登用

の話が来るが、実際には女性はすごく動

いているのになかなか認知されていない

だけで、市にはそのような現状も把握し

てほしい。 

・女性の方に、区役員に入ってもらうのが

難しい時代だとつくづく感じている。現

在、地域の中で頑張っている方たちを取

り上げることが必要だと思う。 

・将来を担う子供たちが、純粋な気持ちで、

どうビジョンを考えるかを聞く場も必要

だと思う。頭の固い大人が考えても難し

さが先行してしまうが、子どもたちから

は、柔軟な発想で良い意見が出ると考え

る。子どものアイデアが採用されれば、

その子たちは掛川市に愛着を持ってくれ

るだろうし、そういう雰囲気が広がって

いくのではないかと思っている。前にや

っていた子ども議会のような固いイメー

ジのものでなく、今日のような場へ市長

と子供たちを呼んで、膝を突き合わせて

話をするのが良い。 

・今の高校生の参加に関しては、今までの

感覚では、そこに参加するのはそれに対

応できる「選ばれし子」が来るイメージ

だと思う。取っ掛かり部分ではそれでも

良いが、最終的には、誰にも自分事と思

の人しか見ないので知らない。このこと

は、他の地区でも話が出ている。行政情

報を色々な人にどう分かりやすく落とし

ていくか、これは課題であり、それは協

働のまちづくりを進めていくうえで大事

なことなので、皆さんに情報が伝わらな

かったら協働の取組はできない。 

・改めて行政として、どういう情報の出し

方をしていくか、そこには市長が言うデ

ジタルの活用もあるし、ラインをうまく

使えば、今まで回覧板を見なかった高校

生に情報を届けることができるようにな

る。情報をどう分かりやすく出していく

かは、行政の今後のデジタルを絡めなが

らやっていく課題だと改めて認識した。

それは、若者だけでなく女性や多様な方

の巻き込みに地道につながっていくこと

だとも思っている。 

・子どもの人材育成に関しては、今年度の

議会で市議から高校生の子のファシリテ

ーションスキルを上げる取組の提案をい

ただき、担当課としても、高校生を含む

若い人たちへの人材育成のアプローチを

来年度に考えていきたいと思っている。

また、来週 14 日には地区集会の代替事業

で高校生の子たちにもサポート参加をし

てもらう予定で、その中ではファシリテ

ーターのお手伝いや、オンラインを通じ

たウェブ視聴者への投げ掛けなどをやっ

てもらう予定となっている。当日の取組

では、ウェブ等で若い人を巻き込む手法

にもチャレンジするので、地域の方でも

デジタルに強い人の協力なども得ながら

参考にしてもらいたいと思う。 

・市では、市内高校との包括連携協定のつ

ながりで、各種事業に高校生の参加をお

願いしている。それに対し学校側は、内

容に対応できる子を選抜する傾向がある
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ってもらいたいし、そのためには技量の

高い子も、そうでない子も皆が参加する

形にしていかないといけない。 

 

と思う。最近は高校生が引っ張りダコと

なっていて、その子たちにしわが寄って

いる状況もある。市もすごいことができ

る子を求めているわけではないので、そ

のことが上手く伝わり、もっと色々な子

が気軽に参加できる仕組みを創っていか

なければならないと思っている。 

・今日の全体を通しては、地域の安心感は

必要で、安心な暮らしがあってこそのま

ちづくりだと思う。津波のことに関して

も正確な情報で地域に下ろしていくのが

大事だと思ったので、そういったことを

危機管理課にも繋げていくようにする。 

【企画政策課】 

・地域活動において、様々な分野で女性の

参画が進んでいると思いますが、自治会

や防災委員など、意思決定の場に多くの

女性が参画していくことが重要だと考え

ておりますので、女性役員の把握をさせ

ていただいております。地域活動におい

て活躍されている女性の実態について

は、男女共同参画推進委員の活動を通じ、

情報誌で紹介していくなど、検討してい

きます。 

＜その他＞ 

・先日、ＪＡ遠州夢咲から千浜地区に、支

店の統合廃止の話があった。あそこの土

地については、昔、千浜村役場があって、

そこを売らないと農協が撤退するという

ことで村がＪＡへ売り渡したと聞いてい

る。地域は、祭典等の際の集合場所とし

て利用しているので、支店廃止後も、地

域が何らかの活用ができるよう、市から

ＪＡへ話をしてほしい。 

【生涯学習協働推進課】 

・ＪＡ跡地の地元利用の件については、内

容は把握したので、ＪＡへ話をしてみま

す。但し、相手のある話で、基本的にＪ

Ａ側が判断する内容だと思うので、どこ

まで期待に添えられるかは分からない。 

【生涯学習協働推進課】 

・ＪＡ遠州夢咲本店へ問い合わせたとこ

ろ、「現時点では千浜支店跡地の利活用の

計画は白紙で、将来の土地利用計画等が

決まるまでの間は、従前同様に地域の祭

典等で利用していただいて構わない」と

の回答をもらいました。 
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】睦浜地区 

【実施日】新型コロナ感染拡大に伴い用紙提出による聞き取り 

【作成者】地区区長会長 

【テーマ】企業による環境問題について 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜地域の現状等について＞ 

・地区内で操業中の企業による環境問題が

発生しており、農業者等から自治区へ苦

情が寄せられている。 

・現場では、屋外にプラ等の産業廃棄物が

野積みされていて、雨天時などは破損し

た袋から周辺水路へ廃棄物が漏れ出すこ

ともある。 

・自治区の現場への立ち入りは難しく、作

業の実態や粉塵等への対策状況は不明。 

－ 

＜テーマに係るまちづくりの将来像について＞ 

・同企業が環境対策に取組むとともに、地

域との関係を構築する中で、環境問題が

発生した際には同企業から地元自治区へ

報告をもらえる体制づくりを進めていき

たい。 

－ 

＜中長期的な対応と短期的な対策について＞ 

・同企業の操業に伴い発生している各種環

境問題について、正確な要因が不明なた

め、法令等に照らし合わせた現況調査へ

の市の協力をお願いしたい。 

【環境政策課】 

・水路等への廃棄物の流出については、掛

川市良好な生活環境の確保に関する条例

において、企業への立入及び改善依頼を

しています。なお、地区区長等には、指

導内容等を情報提供しています。 

＜上記内容の次年度へのつなぎについて＞ 

・他にも同じような状況の地域がないか調

査し、ある場合には、当該地域がどのよ

うな対応をしているか聞き取りしたい。 

【環境政策課】 

・市内には、同種企業があり同様な指導を

しておりますが、改善されていない場合

は、随時、立入調査を実施し指導します。 

＜上記以外に共有していきたいことについ

て＞ 

【基盤整備課】 

・海岸の流木等の除去につきましては、海
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・コロナ禍で定期的な海岸のごみ拾いがで

きないことから、砂浜に流木等が溜まり

廃墟のような状況となっている。 

 

・年々、海岸浸食が進んでいるため、砂防

対策や堆砂垣の延伸を検討したい。 

 

 

 

・保安林としての松林が無くなり、背の低

い雑木ばかりとなっていることから、台

風などでハウスや農作物に被害が出てお

り、早急な保安林対策が必要。 

 

 

 

・菊川や竜今寺川の護岸津波対策に不安を

感じている。 

 

 

 

 

 

 

・県外から釣り人やサーファーが多く来訪

するので、観光施策の一環として海岸部

での駐車場整備を検討してほしい。 

岸管理者である県に要望いたしますの

で、除去範囲等を記した地区要望を市に

提出願います。 

 

【維持管理課】 

・地域における堆砂垣延長の取組への支援

については、毎年度の予算の範囲内で支

援を行いますので、相談いただきたい。 

 

【農林課】 

・残存する松林については、薬剤の空中散

布や伐倒駆除等により松くい虫の被害拡

大を抑制していきます。 
また、海岸保安防災林を管理する静岡県

に対し、造林等を要望していきます。 
 

【基盤整備課】 

・菊川につきましては、国土交通省が高潮

対策として、河口部から国安橋付近にお

いて堤防の嵩上げ工事を実施していま

す。竜今寺川については、県袋井土木事

務所によりレベル１津波対策が完了して

います。 

 

【市長政策室】 

・海岸線地域ビジョンを具現化していくた

め、令和４年度、「中山間・海岸線地域振

興係」が設置され、計画策定の予算も確

保しました。 

・今後、海岸線地域の意見を聞きつつ、計

画を策定していきます。 
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】大坂地区 

【実施日】令和４年１月 14 日（金）10 時～ 【会場】産業交流プラザ 

【参加者】地区役員（区長、まち協会長・事務局長 11 人、市職員７人 

【テーマ】安心・安全に生活できるまちづくり 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜交通弱者の移動手段について＞ 

・大坂地区では、免許証返納後の移動や、

元々、移動手段を持っていない方の移動

のことが課題としてあげられており、地

区がこれに取り組んでいく必要があると

いうことで、このようなテーマ選定の経

過となった。地区集会は中止となったが、

その後、まち協の健康福祉部で協議を重

ね、市の指導等も受けながらこれらの課

題に取り組んできた。 

【生涯学習協働推進課】 

・今回、市が実施する「お達者半額タクシ

ー実証実験」について簡単に説明させて

もらう。 

・事業の対象となるのは、後期高齢者医療

受給者の方で、それらの方が３月末まで

の平日の日中の時間帯に、市内の医療機

関または買い物先へ行く場合のタクシー

運賃を助成するもの。助成額は、千円を

上限とする中で運賃の半額までを補助対

象となる。利用方法は、通常のタクシー

に乗る時と殆ど変わらず、先ずは、利用

者が市内のタクシー事業者へ電話を入

れ、タクシーに迎えに来てもらう。そし

て、乗車する際に後期高齢者医療保険証

を提示し、運転手から渡される助成券へ

氏名や目的地を記入して、降車時に助成

額を除いた運賃を支払う流れとなる。 

・また、この事業に関しては、今日の時点

では３月末までのものとなっているが、

担当課としては次年度も継続していきた

いと考えており、新年度の当初予算も要

求している。今日のご意見にもあった制

度の条件等緩和については、今回の実証

実験が、条件等を含む制度の検証のため

のものなので、アンケートや皆さんのご

意見を聴きながら、より良いものにつく

り上げていきたいと思っている。 

・今、地区の健康福祉部では高齢者等の交

通移動手段確保について検討している。

具体的な数値は掴めていないけど、５、

６年前から各地域のお年寄りを中心に

「何とかしてほしい」という声があがっ

ていた。 

・なかなか難しい内容になるため、専門の

委員会を立ち上げて検討することとな

り、平成 30 年度と令和元年度の２ヵ年を

掛け当時の区長さんたちが中心となって

検討が進められてきた。その後、コロナ

で会議が持てず中断していたが、市の公

共交通網形成計画見直しの話を聞き、こ

の地域の声を届けるために検討を再開し

た。 

・この検討においては、ワークショップ等

も行いながら２つの案をまとめており、

先日、地区内の区長さんへ中間報告をさ
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せてもらった 

・具体的には、タクシーをベースにした移

動手段の内容となっていて、行政が進め

ようとしている方向性と合致しており、

先日から市の実証実験として、高齢者を

対象にしたタクシーでの移動手段の取組

が始まっている。 

・今後は、タクシーを利用した取組に係る

各種条件の部分について、地域の要望を

市に伝えていきたいと思っている。また、

今回の市の取組が実証実験以後も継続さ

れるように、地域でも住民に対して周知・

呼び掛けをしていく予定。 

・市は、どこの地区にもバス停まで行くこ

とができず、移動に困っている方がいら

っしゃることは認識しており、そこの部

分の課題解決として今回の実証実験を行

うこととしている。このため、最終的に

は便利な公共交通を目指せばいいと思っ

ているが、先ずは、今回は最低限度に困

らない公共交通の形をつくるようにした

い。 

・大坂区内でも病院や買い物へ行く際の足

が確保できず、困っている人が大勢いる。

この辺りの人が掛川区域の病院へ行く場

合には、運賃が高くなり、今回、市が実

証実験でその一部を負担してくれるとし

ても、中心市街地に住む人たちとは差が

生まれると思う。 

・また、途中まではバスを利用するという

場合でも、元々の本数が少ない。実際に

どのような利用となるかは見えない部分

があるが、実証実験の期間中は、多くの

人の利用につながるようＰＲしていく。 

・今回の実証実験の内容は、中心市街地の

人には利用価値があると思うが、実質的

に千円だけの補助なので、もう少し補助

額を上げてくれれば違うかも知れない

が、南部地域では利用する人が少ないと

思っている。 

・タクシーで大坂地区と中心市街地を往復

すれば１万円程度掛かってしまう。補助

を受けても８千円の負担があるので、乗

り合いで利用できるような仕組みも必要

かも知れない。 

・ＪＡや大東支所に行く際に使いたいとい

う高齢者は多いと思うが、今回の実証実

【生涯学習協働推進課】 

・今回の医療機関と買い物先という２つの
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験では目的地として対象外になってい

る。回覧チラシには、その辺りのことが

説明されておらず、利用者側が分かりづ

らいと思う。 

目的地は、昨年度の無料バス運行実験に

伴うアンケートの結果を踏まえて設定し

ている。 

・この事業を本格運行にもっていくために

は、利用者以外の方の理解も得なければ

ならず、そのためには、目的地にある程

度の制限は設ける必要があると思ってい

る。目的地に金融機関や理髪店なども含

めてほしいというご意見は、沢山いただ

いているので、今後、この事業が継続で

きる場合には、関係方面の方々に提案し

ていきたいと考えている。 

・今回の「お達者半額タクシー」は、一人

だけの利用を前提としているのか、それ

とも複数人での乗合いも可能なのか知り

たい。 

【生涯学習協働推進課】 

・タクシーなので、乗り合いでの利用は可

能だが、割引は１車で千円なので、対象

者が複数人で相乗りしても人数に千円を

乗じた額の割引を受けられる訳ではな

い。 

・乱暴な発想かも知れないが、むしろ実験

の段階では目的地の制限を取ってしま

い、その状態で、どのような利用がされ

るかを検証した方が本当のニーズが掴め

るのではないか。その検証をやらない限

り、皆が望む制度はつくり上げられない

と思う。 

【生涯学習協働推進課】 

・そのような考え方もあったと思う。担当

課としては、予算確保ができてはじめて

実証実験が可能になるため、目的地を絞

ることで事業費をスリムに見せるという

駆け引きと、二つの目的地とした場合の

需要を見てみたいという思いがあった。 

・利用回数に制限を設けているのか？ま

た、今後、事業化できるようになった場

合には、予算等の関係で回数に制限が付

くこともあり得て、そのような部分も実

証実験で確認をしているということか？ 

【生涯学習協働推進課】 

・今回の実証実験を検討するに至ったのは

２つの理由がある。一つは、市内の数地

区で実施している生活支援車に、安全確

保や運転手の担い手確保といった課題が

ある中でもドア・トゥ・ドアを求める声

が多くあり、それならばプロドライバー

を使ってどういうことができるかという

考えと、もう一つは、コロナ禍で公共交

通事業者が困っている中で、国から支援

策検討の指示があり、掛川市として地域

課題の解決と抱き合わせた今回の内容を

考えたという経緯がある。 
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＜通学路の危険個所について＞ 

・大坂小学校東側の県道交差点（新川西線

との交差点？）には、横断歩道や信号機

などの交通安全施設が無く、県道を横断

する子どもたちの危険性があると認識し

ている。 

・今年度の相談シートでも提出したが、信

号機は基本的に設置が難しく、横断歩道

についても 200ｍ以内に同じ施設がある

場合は設置できないという回答だった

が、東大坂区としては、最低でも横断歩

道くらいは付けてほしいと思っている。 

【生涯学習協働推進課】 

・通学路の安全対策に関しては、相談シー

トを使って要望を届ける方法もあるが、

３年毎に通学路の安全合同点検というも

のが実施されており、そちらを通じて訴

えてもらう方が県や警察の間で進んだ議

論になると思う。 

・最近では、今年度が点検年だったので、

今の話は次回のときに、地区の通学区代

表の方から学校へ点検箇所として申し出

してもらうのが良いと思う。 

・三井幹線が開通すると、大須賀方面から

の車両が、太田幹線へ流入してくること

が予想される。太田幹線は、子どもたち

の通学路にもなっているので、今後、交

通量が増えた後の子どもたちの安全を考

えるようにしてもらいたい。 

【生涯学習協働推進課】 

・通学路の安全対策は、どこの地区でも苦

慮している。ハード的な対策は、すぐに

予算が付かず時間も掛かるため、なかな

か難しいという中で、大須賀区域の一部

地区では、まち協で、通行する車に対し

マナーを訴えるという取組を始めてい

る。すぐに効果が出るかは分からないけ

ど、子どもたちのためのものと言えば、

地域内でも共感が得られ易いと思う。 

・行政側も、一緒に企業へお願いに行く等

の関わり方もできるし、教育委員会とも

連携を取って進めていく方法もあると思

う。 

＜草刈り作業の負担軽減について＞ 

・高齢化が進む中で、河川等の草刈りの問

題が課題になっており、地区住民からも

頻繁に相談がある。特に堤防の河川に近

い部分の草刈りは、大変で危険が伴う作

業となるので、高齢になればなるほど対

応が難しくなる。 

・市はこの問題に対し、将来的にどのよう

な対策を考えているか教えてほしい。 

【生涯学習協働推進課】 

・草刈りの話は、市内の各地域で困ってい

る旨の話を聞いている。各地区では、河

川愛護の精神の下に草刈りを実施してく

れていると思うが、危ない箇所は無理を

しないでほしいと市は考えている。 

・国や県は、河川堤防の草刈りは不要とい

うスタンスだけど、市は、景観的に地域

がやらざるを得ない状況であることは承

知している。 

・市では、約 10 年前から草刈り作業員の方

を雇い、各地域の道路に接した範囲の草
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刈りを行っており、今後も増員する考え

方も持っているので、地域での作業が難

しい箇所があれば支所や当課へ相談をし

てもらいたい。 

・今年度、東大坂区として困っている与惣

川の草刈り対応を、相談シートを使って

相談したが、却下されてしまった。 

・今後、地区でどこまでを対応できるかは、

改めて考えてみるようにするが、基本的

に限界に来ているので、来年度も相談シ

ートを出すように考えている。 

【生涯学習協働推進課】 

・担当課からは、予算額に基づいて年間の

草刈り計画を立てている中で、年度途中

で追加要望が来ても対応が難しい旨を聞

いている。 

・どうしてもやってほしい箇所について

は、地区要望の一つに含めている地区も

あるが、個別のケースでどのように地域

の負担軽減ができるかを一緒に考えてい

くようにするので、必要であれば、再度

の相談をしてほしいし、担当課にも本日

の内容を伝えておくようにする。 

・今の内容に対して、直接的な解決には結

び付かないかも知れないが、例年、区長

会連合会が実施している区長研修等のテ

ーマに草刈りを取り上げ、草刈り機メー

カーの方などを招いて意見交換を行う中

で、地域に負担の少ない機器の開発等が

進めば、相互にメリットがある話になる

と思う。 

・各地区で問題になっていることだと思う

ので、是非、今後の研修テーマ等に設定

してもらいたい。 

・河川敷の草は、刈った後にそこへ放置せ

ざるを得ないが、そうすると栄養が良く

なり、またすぐに草が伸びてしまうので、

このような繰り返しの部分に対しても、

何か方策を模索してほしい。 

【生涯学習協働推進課】 

・他所の地区では、堤防道路の肩の部分に、

市から支給する約１ｍ幅の防草シートを

設置し、雑草対策に取り組んでいるとこ

ろもある。 

・設置時の地区の負担はあるものの、最近

の防草シートは耐久性が上がり、10 年程

度は交換不要なので、必要であれば材料

支給制度の利用を検討してもらいたい。 

＜空き家・危険家屋について＞ 

・大坂区内では、おけや食堂西側交差点の

北側に２棟の空き家がある。所有者たち

からは、解体する旨の返事をもらってい

るが、一向に進まず、加えて２棟のうち

【生涯学習協働推進課】 

・一度、現場を見たうえで、担当部署へ繋

がせてもらう。 

 

【都市政策課】 
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の北側の建物は傷みが激しく、いつ周辺

に被害が出てもおかしくない状態。 

・建物の解体に費用が掛かり、そのことが

ネックになって所有者も実行できない状

況と思われるので、市道側で交差点の改

良工事を計画し、用地買収費で解体が進

むよう検討してもらいたい。この件は、

都市政策課にも相談を入れた経過がある

が、なかなか前に進んでいない。 

・２棟の空き家のうち、痛みの激しい北側

の空き家については所有者から３月 25

日から解体を実施する旨の報告を受けて

いる。 

・南側の空き家については、引き続き解体

又は適正管理を行うよう指導していく。 

・空き家解体を理由に市道の拡幅や改良工

事を行うことはできない。 

＜今後の地区集会について＞ 

・次年度以降の地区集会では、従前のよう

な地区からの要望の場を、是非、設けて

もらいたい。 

・地域が困っていることを訴えるには、市

議会議員の一般質問や、地区集会で市長

へ直接、訴えるのが唯一の方法だと思っ

ている。 

・地区要望や相談シートもあるけど、予算

の都合等で対応してもらえないことも多

い。行政のトップの市長が認識してくれ

るだけでも、地域にとってのアピールの

場になるので、一部でも地区からの要望

を受け入れてくれる場を用意してくれる

とうれしい。 

【生涯学習協働推進課】 

・２年前までの地区集会は、地域からあげ

られる要望に対し、担当課が単に「でき

る」「できない」を回答するやり取りが多

かった。参加している方たちも、時間を

共有している中で、「その話は、自分には

関係ないから早く終わってほしい。」「早

く自分の順番になってほしい。」という雰

囲気が漂っていた。 

・要望事項に対し、担当課が「できる」と

回答する分には良いと思うが、「できな

い」となった時には、本来、地域が困っ

ている中で、事務局としては、今後の地

区集会を課題の根幹を確認し合ったり、

一緒に代案を考えたりする場にしていき

たいと考えている。 

・地区集会に関しては、様々な方から色々

なご意見をいただいているため、今後の

内容を庁内で検討し、区長会とまち協の

役員さんにも相談をさせていただいたう

えで、より良いものにしていくようにす

る。 
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】土方地区（城東中学校区） 

【実施日】新型コロナ感染拡大に伴い用紙提出による聞き取り 

【作成者】地区区長会長 

【テーマ】学校再編（学園化構想含む）に対する地域の考え 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜地域の現状等について＞ 

・少子化と校舎の老朽化対策が喫緊の課題

として、市は平成 29 年 12 月に「新たな

学園づくり地域検討委員会」を立ち上げ、

平成 31 年３月に、８回の検討を経て原野

谷学園と城東学園をモデル校とした小中

一貫教育と学校整備の方向性に関する提

言がされた。その後、市としての公共施

設マネジメント計画の検討が本格化する

中で、当初の学園化構想の具体化が見え

ない状況となっている。 

【教育政策課】 

・平成 31 年３月に「城東学園新たな学園づ

くり地域検討委員会」から御提言をいた

だいた後、事業が進められておりません

ことをお詫び申し上げます。 

 現在、市役所内部で学校再編計画の基本

方針の検討を行っており、市全体の学校

再編についての基本的な方向性について

検討しています。令和４年度は、学校再

編の基本方針（案）について、市民の皆

様の御意見を伺い、御意見を反映して方

針を策定したいと考えています。基本方

針が定まった後に、中学校区ごとに具体

的な検討を、学園ごとの校舎の老朽化度

や、児童・生徒数の推移の状況などを総

合的に判断しながら、緊急性の高い学園

から順次着手していきたいと考えていま

す。 

＜テーマに係るまちづくりの将来像について＞ 

・城東中学校周辺は、市の北運動場のほか

令和５年開業の城東認定こども園と隣接

し、教育とスポーツの施設が整然と整っ

た環境にあり、併せてこの地域の中心地

になっている。令和３年に東京女子医大

が撤収し、今後の具体的な利用計画の無

い当該跡地を活用して、城東中学校区域

の佐束・土方・中の３つの小学校の統合

を実現し、将来にわたる子どもたちの良

【教育政策課】 

・学校再編計画を策定する際には、決定し

たものを地域の皆様にお伝えするという

ことではなく、まずは市全体の学校再編

に向けての基本方針を定める前の段階

で、市民の皆様の御意見を伺う機会を持

ちたいと考えています。 

 基本方針が定まった後に、現在の中学校

区ごとに再編の枠組みと学校施設のあり

方について地域の皆様と検討していきた
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質な教育環境の確保を実現したい。 いと考えています。 

 いずれも、決定したものを地域の皆様に

お伝えするのではなく、案を提示して、

地域の皆様と対話をしながら検討を進め

るというスタンスで実施していきたいと

考えています。 

＜中長期的な対応と短期的な対策について＞ 

・東京女子医大が建設した既存建物の解体

に関する協議・調整を進めてほしい。 

・学園化構想のモデル校として市と地域に

よる検討委員会を立ち上げ、２年にわた

る検討を経て、最善の方向性が示され提

言していることを考慮し、早期に具体案

の検討を始めてほしい。 

【健康医療課】 

・令和３年に東京女子医科大学より掛川キ

ャンパス撤退について連絡があり、現在

大学と建物や敷地の取扱い等について協

議をおこなっています。 

＜上記内容の次年度へのつなぎについて＞ 

・上記内容を次年度の地区集会のテーマと

して取り扱い、意見交換を行いながら学

校整備の具体化を実現したい。 

【生涯学習協働推進課】 

・令和４年度からの地区集会では、２年前

の見直し検討やその後の検証、皆様から

のご意見、ポストコロナへの対応も含め

て、地域側の裁量で開催内容等を決めら

れる形としていく予定です。地区集会の

開催前には、事務局と地区役員の方との

事前打合せを行いますので、その際に、

地域が意見交換したい内容をお伝えいた

だき、市もそれらのテーマに合わせた職

員体制で臨むようにさせていただきま

す。 

＜上記以外に共有していきたいことについ

て＞ 

・高齢化が進む中、河川や公園、ため池（堤

防）等の公共施設の草刈り作業への人員

確保に苦慮しているため、行政からの支

援が必要と考える。 

・民生委員や保健活動推進委員などの地域

役員の担い手確保（特に女性参画）に苦

慮している。 

・農業経営環境が厳しい中、農地の保全管

理が困難となり、耕作放棄地が増加して

いるため、農地の借り手希望者との調整

【維持管理課】 

・日頃より、河川や公園等への愛護活動に

よる草刈等につきましては、ご協力いた

だきありがとうございます。掛川市では、

河川、道路への愛護活動支援といたしま

して、かけがわリバー・ロードサポータ

ー制度により活動時に使用する物品の提

供を行っております。また、河川愛護実

施団体には、謝礼をお支払いしておりま

す。両制度とも自治体単位でなくても登

録可能な制度ですので、主体的に取り組

んでいただける団体の増加を図れるよ
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（マッチング）をお願いしたい。 

・土方地区内を流れる下小笠川の河床の堆

積土が増加し、災害発生の懸念があるた

め、堆積土の浚渫が必要だと思う。 

う、広く制度の案内をしていきたいと考

えています。 

 公園管理については地区等に委託契約を

させていただいております。今後も対話

重視の公園管理に努めていきたいと思い

ます。 

【農林課】 

・ため池については草刈りを含め、ため池

の管理人に管理料を支払い管理をお願い

しています。農村公園については、主に

その公園を利用している地元地区へ管理

委託をして草刈り等をお願いしていま

す。 

  ため池につきましては、受益者のいな

いため池は今後、廃止や他用途への転換

等を検討し、農村公園につきましては、

今まで同様の管理をお願いしていきたい

と考えます。 

【生涯学習協働推進課】 

・地域へ選出を依頼している委員等のあり

方に関しては、多くの地区から見直し等

の要請の声をもらっています。持続可能

な自治会運営を考えたとき、そこに携わ

る役員の方の負担軽減は必須だと考えま

すので、区長会連合会と一緒に委員選出

のあり方や女性を含めた多様な方の地域

への参加の仕組みづくり等も議論してい

きたいと思います。 

【農林課】 

・農地と耕作者との調整につきまして地域

内で見つからない場合は広域的なマッチ

ングが必要かと思います。静岡県農業振

興公社が広域マッチング事業を展開して

いるため、手法や要件などについて勉強

会を行うことも可能です。 

【基盤整備課】 

・下小笠川の洪水をできるだけ防ぐ対策と

して、令和３年に設立された国・県・関
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係市で構成する「遠州流域治水協議会」

において浚渫も含め検討を始め、今後計

画的に浚渫を実施する予定です。 
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】佐束地区（城東中学校区） 

【実施日】新型コロナ感染拡大に伴い用紙提出による聞き取り 

【作成者】地区まちづくり協議会・地区区長会合同 

【テーマ】①学校再編（学園化構想含む）に対する地域の考え 

     ②地区及び自治区における役員のなり手の状況 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜地域の現状等について＞ 

（１）学校再編に対する地域の考え 

・現在、城東中学校区内には、３つの小学

校があり、それぞれの小学校と地域のつ

ながりは強く、そこを変えるのは心理的

な影響が大きいと思っている。しかし、

現状の生徒数や今後の状況を考えれば、

今のままでは好ましい教育環境が保たれ

るとは考え難い。 

・学園化構想に見る「こども園」「小学校」

「中学校」の緩やかな連携は好ましく、

ギャップの緩和や子どもたちの年齢を超

えての関係性構築に寄与すると思われ、

地域学園コーディネーターの活動に支え

られての地域の連携は非常に良いことだ

と思っている。 

 

（２）役員のなり手の状況 

・高齢化や就労年齢の引き上げ、生活習慣

の多様化に伴う時間拘束の敬遠、いった

ん役員を受けると固定化して次の役員の

声が掛かることへの警戒などにより、役

員候補者が減少している。 

・このため、役員の選任が困難となってい

て、輪番制の組長に各種役員を依頼せざ

るをえない状況だが、その組長も高齢化

が進み、今後の役員選任や自治会活動そ

－ 
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のものにも支障が出ることが危惧されて

いる。 

＜テーマに係るまちづくりの将来像について＞ 

（１）学校再編に対する地域の考え 

・子どもたちのことを考えると、複式学級

の小規模校にするよりも、規模を大きく

して教育環境（教師、設備、校内活動、

部活動など）を整えた学校にすべきと考

える。 

・再編規模は、城東中学校区内だけでなく、

上内田地区も含めた再編を考えた方が良

く、その場合に、通学距離が長くなる地

域への通学手段のケアは必要となる。 

・再編校の候補地は、元東京女子医大の東

側の区域が望ましいと考えている。 

 

（２）役員のなり手の状況 

・役員負荷の低減方法を検討するととも

に、特に次世代の方に対する地域貢献意

識の啓発を図っていく。また、役員任せ

ではなく、住民が一丸となって地域を守

るという意識改革も進めていく。 

－ 

＜中長期的な対応と短期的な対策について＞ 

（１）学校再編に対する地域の考え 

・今までの当地域の穏やかな人間関係や住

環境は、教育にも及んでいるので、この

特徴が学校再編後も維持されることを希

望したい。 

・児童数や学級数、再編地域等の学校再編

計画に関する詳細を明確にしてほしい。 

・今回の学校再編を機会に、今の時代に合

った画期的で先進的なＰＴＡ活動のあり

方を、関係者（ＰＴＡ、学校、地域、行

政）で議論し、見出していきたい。 

 

 

 

 

 

（１）学校再編に対する地域の考え 

【教育政策課】 

・平成 31 年３月に「城東学園新たな学園づ

くり地域検討委員会」から御提言をいた

だいた後、事業が進められておりません

ことをお詫び申し上げます。 

 現在、市役所内部で学校再編計画の基本

方針の検討を行っており、市全体の学校

再編についての基本的な方向性について

検討しています。令和４年度は、学校再

編の基本方針（案）について、市民の皆

様の御意見を伺い、御意見を反映して方

針を策定したいと考えています。基本方

針が定まった後に、中学校区ごとに具体

的な検討を、学園ごとの校舎の老朽化度
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（２）役員のなり手の状況 

・役員選出の労力は大変なものがあり、ど

のような軽減策が講じられるかを、地域

の声を吸い上げながら検討してほしい。 

・高齢化により、自治会活動における様々

な問題の発生が予想されるため、市と自

治会が問題点を共有しながら十分な検討

をしていくことが必要だと思っている。 

や、児童・生徒数の推移の状況などを総

合的に判断しながら、緊急性の高い学園

から順次着手していきたいと考えていま

す。 

【教育政策課/学校教育課】 

・具体的に再編を進める際には、（仮称）学

校開校準備委員会を組織して、開校に向

けて諸々の検討・準備を行っていきます。

PTA 組織についても、準備委員会で組織

の統合について検討していただくことに

なると思われますので、再編後の新たな

学校における PTA 組織のあり方について

もこの場で検討をしていただくのがよい

のではないかと思われます。 

 

（２）役員のなり手の状況 

【生涯学習協働推進課】 

・人口減少や高齢化、多様性が広がる中、

持続可能な自治会運営のあり方等の検討

が急務となっています。市としては、そ

れらに関する検討を、区長会連合会と一

緒に進めていきたいと考えていますの

で、その中で、負担の少ない役員選出の

あり方や、高齢化に起因する自治会活動

の各種問題なども議論していきたいと思

います。  

＜上記内容の次年度へのつなぎについて＞ 

（１）学校再編に対する地域の考え 

・学校再編計画に関する新役員との情報共

有化を図るとともに、保護者や地域住民

への丁寧な説明会を開催してほしい。 

 

（２）役員のなり手の状況 

・各自治会においても、役員の選考方法や

任期、担当業務の分担化、個人への負担

集中回避などを多角的に検討していきた

い。 

 

（１）学校再編に対する地域の考え 

【教育政策課】 

・学校再編計画を策定する際には、決定し

たものを地域の皆様にお伝えするという

ことではなく、まずは市全体の学校再編

に向けての基本方針を定める前の段階

で、市民の皆様の御意見を伺う機会を持

ちたいと考えています。 

 基本方針が定まった後に、現在の中学校

区ごとに再編の枠組みと学校施設のあり

方について地域の皆様と検討していきた
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いと考えています。 

 いずれも、決定したものを地域の皆様に

お伝えするのではなく、案を提示して、

地域の皆様と対話をしながら検討を進め

るというスタンスで実施していきたいと

考えています。 

＜上記以外に共有していきたいことについ

て＞ 

・区民の高齢化によって、佐束川堤防の草

刈りが実施困難になることが危惧されて

いる。 

・佐束川下流の岩滑付近において、ごみの

投げ捨てが尋常でないほど発生してい

る。 

【維持管理課】 

・日頃より、河川等への愛護活動による草

刈等につきましては、ご協力いただきあ

りがとうございます。掛川市では、愛護

活動への支援といたしまして、かけがわ

リバー・ロードサポーター制度により活

動時に使用する物品の提供を行っており

ます。また、河川愛護実施団体には、謝

礼をお支払いしております。両制度とも

自治体単位でなくても登録可能な制度で

すので、主体的に取り組んでいただける

団体の増加を図れるよう、広く制度の案

内をしていきたいと考えています。 

 

【環境政策課】 

・不法投棄防止のための支援制度として地

区に不法投棄防止看板の提供を行ってい

ます。看板設置をする場合は土地の管理

者の許可を得てから看板の設置をお願い

します。 
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】中地区（城東中学校区） 

【実施日】新型コロナ感染拡大に伴い用紙提出による聞き取り 

【作成者】地区区長会長 

【テーマ】学校再編に対する地域の考え 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜地域の現状等について＞ 

・城東中学校区内には、３つの小学校があ

るが、従来のそれぞれの地域性等から学

校を統合する場合に問題は多いと思って

いる。 

－ 

＜テーマに係るまちづくりの将来像について＞ 

・地域が一体となって学校の将来を考え、

地域の特色ある学校にしていきたい。 

－ 

＜中長期的な対応と短期的な対策について＞ 

・小学校区毎の地域特性を大切にするとと

もに、この２年間のブランクによって今

までの検討委員会における協議が無駄に

ならないようにしてほしい。 

【教育政策課】 

・平成 31 年３月に「城東学園新たな学園づ

くり地域検討委員会」から御提言をいた

だいた後、事業が進められておりません

ことをお詫び申し上げます。 

 検討委員会から御提言いただいた事項に

ついては、最大限尊重する必要があると

考えております。また、城東中学校区内

の３地区がそれぞれ培ってこられた地域

で子どもを育てるための取組や、中学校

区学園化構想で培ってきた園・学校を中

心とした地域で子どもを育てるための地

区同士の繋がりは掛川市教育の大きな財

産であると考えていますので、学校の再

編にあたってもこの財産を大切に活用で

きるような枠組みを検討していきたいと

考えています。 

＜上記内容の次年度へのつなぎについて＞ 

・学校再編の話は、今まで以上に学校と地

域が相談し合い、情報共有しながら進め

－ 
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ていく必要がある。また、地域コーディ

ネーターや学校育成支援協議会とも連携

して進める必要があると思っている。 

＜上記以外に共有していきたいことについ

て＞ 

・地域住民の減少に伴い、自治区等の役員

のなり手が無く、子どもが居ない家庭も

増え、学校の問題が議論しにくくなって

いる。 

【生涯学習協働推進課】 

・人口減少や高齢化、多様性が広がる中、

持続可能な自治会運営のあり方等の検討

が急務となっています。市としては、そ

れらに関する検討を、区長会連合会と一

緒に進めていきたいと考えています。 
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】大須賀第一地区 

【実施日】令和３年 12 月 17 日（金）19 時～ 【会 場】大須賀支所南館２階 研修室 

【参加者】地区役員（区長、まち協会長・事務局長他 19 人、市職員６人 

【テーマ】①地区内の課題・問題 ②現状の課題・問題を踏まえた 20 年後の地区 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜地区集会での意見の取扱いについて＞ 

・今までの地区集会にも参加しているが、

この地域から出た要望に対する回答は、

「出来ない、難しい」というものが多か

った。まち協が設立され、地域と行政が

一緒にやりましょうということは分かる

が、今までの要望にどう対応してもらえ

るかや、出来ないなら代案を示す等の形

がないと、このような話し合いの意味が

なくなる。 

・行政は広く意見を聴いて、より良い掛川

市をつくっていきましょうというビジョ

ンを持っているかも知れないが、そうい

う考え方が、この地域には合っていない。 

探せば、考えを持っている人はいると思

うが、私のまちには、20 年後の地区全体

や掛川市のことよりも、自分の家のこと

の方が大変な人ばかり。私も区長だが、回

り番で１年間を我慢しているだけなの

で、地域の実情に合わせた考え方のすり

合わせが必要だと思う。 

【生涯学習協働推進課】 

・地区集会での意見交換を含む地域からの

要望事項に対しては、庁内の各部署間や

県などの関係機関と回答調整のうえでお

返事を差し上げており、必ずしも地域が

望む回答ばかりにならないことをご理解

願います。 

 一方で、それらの要望等は、地域の様々

な事情などから市へお伝えいただいてい

るものだと認識していますので、ご提案

のように、代案を検討していくことが、

相互にとって得策になるのではないかと

思います。 

 なお、代案の検討においては、課題や想

いなどをきちんと整理し、深く掘り下げ

た議論が必要で、その議論の場には地域

の方の参加が不可欠となりますので、是

非、今後の地区集会をそのような場とし

て活用いただけるようお願いします。 

＜今後の自治区運営について＞ 

・地区内には、大小様々な自治区がある中

で、色々な役員等の選出が求められ、特

に小規模区では対応に苦慮している。加

えて、まち協のメンバーも出してくださ

いとなると、９世帯や 10 世帯の区では、

全員が何かしらの役に就くこととなり、

【生涯学習協働推進課】 

・本日は、事務局職員のみによる地域の現

状等の聞き取りなので、この場で個々の

委員等の選出要否の考え方を回答するこ

とは難しい。 

・一昨日にも本日と同じ代替事業で掛川駅

周辺の地区と意見交換を行った。そこで
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非常に大変なため、行政の方から選出依

頼のある各種委員等について、選出要否

の考え方を教示願うとともに、必ず出さ

なければいけないのか等も含めて再検討

をお願いしたい。 

・現状の地区または自治区単位での選出

は、行政側からすればやり易いかも知れ

ないが、人口減少が進む中では、有志や

ボランティアから委員的な役割の人を選

出する形も、これからの時代にはあって

良いと思う。 

・区の現状としては、自身が３年連続で区

長を務めていて、恐らく来年度も私が継

続をすることになる。私より下の年代は

40 代が一人居るだけで、その方も役員を

受けてくれるかは分からず、今後は、各

種委員だけでなく区長も選出が厳しくな

ると思っている。区民の中には、今後は

大須賀第一地区から脱退し、回覧だけも

らえればそれで良いと言う人もいる。 

・今日は 20 年後を見据えた話とのことだ

が、多分、そこまで自治会を存続させる

のは難しい。逆に、自治会が消滅してし

まった場合に、行政的にどのようなこと

が起きるのか教えてほしい。 

・先日、県の地震防災センターを見学して

きたが、施設内では、各地域の避難所を

地図上で確認できるようになっていて、

この地域の避難所の様子を見たら、他所

と比べて非常に多くの避難所が点在して

いる様子を確認した。先方の職員も、そ

の数の多さに驚いていたが、逆に言えば、

それだけの数の自治区が認められてしま

っているということだと思う。他所では

600 世帯で一つの自治区なのに対し、当

地区内には 22 世帯でも同じ自治区とな

っていて、その範囲の括り方は考え直す

時期に来ていると思う。 

もこの地域と同じように高齢化・人口減

少によって役員選出に苦慮されていると

いうことで、現状を聞くとともに様々な

ご意見をもらっている。この地域からも、

いつも選出に困られている委員や、他の

委員等での代替が可能と思われるものな

どを、ご意見として出してもらえれば、

その内容を担当課にぶつけてそれぞれの

委員等のあり方を改めて見つめ直すきっ

かけにしたいと考えている。 

 

【生涯学習協働推進課】 

・一昨日の意見交換では、区の合併の必要

性に関する意見が出たほか、現状として、

組の合併に向けた調整を検討していると

の話もあった。また、最近では、市内各

地区から区の統合再編に関する相談が増

えており、事務局としても、このことは

今後の自治区運営のメインテーマになる

と思っている 

・市としては、どこかの自治区に合併モデ

ルになってもらい、その事例情報を同様

にお困りの自治区に提供できるような取

組をしていきたいと考えている。先進事

例となってくれる自治区には、外部団体

の協力も含め、事務局が積極的に介入・

支援をしていきたいと思っているので、

そのようなことも参考に、本日は様々な

ご意見を出してもらいたい。 

 

【156 生涯学習協働推進課】 

・人口減少や高齢化、多様性が広がる中、

持続可能な自治会運営のあり方等の検討

が急務となっています。特に、大須賀第

一地区は、多くの小規模区があることか

ら、市としては、自治区の統合再編を含

めたあり方の検討が急がれるエリアだと

思っています。 
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・この地区では、組もそうだけど、区も悩

んで４つの番町での話し合いを行ってい

る。市の方で、日本全国や海外の事例を

調べて優良事例を提案してくれれば、そ

れに沿って考えるようにしたい。地域側

で考えなくもないが、先ずは、市で事例

を調べて情報提供してほしい。 

 国内外にどれほどの事例があるかは分か

りませんが、貴地区の現状からすると、

時間的な猶予はあまり無いと思われます

ので、市及び区長会連合会と一緒になっ

てこの問題に取り組んでいっていただけ

るようお願いします。 

＜生活基盤等の整備について＞ 

（１）工業団地整備・企業誘致 

・合併前は大東町よりも大須賀町の方が人

口も多く、街も多いという感覚を持って

いた。今は、大東区域の方に企業が多く、

大坂・土方では新しい工業団地を造って

いるし、上土方にも工業団地がある。一

方で大須賀区域には工業団地が造られて

おらず、そもそも工業団地というものは、

どうすれば造れるのか知りたい。 

・地域側は、工場が少ないのでそこに住み

続ける人が居なくなると考えており、工

場があれば、そこで働くことができ、働

く場所があるので、大須賀から出ていか

ない、掛川市からも出ていかないという

ことに繋がると思っている。大須賀区域

には、工業団地と呼べるものがなく、大

きな企業も無い、あったとしても撤退し

てしまい、20 年後の人口減少の状況に危

機感を持っている。 

・工場や企業誘致のことは、区内での話し

合いでも意見があがった。地元住民は、

この地域で人口減少が進むのは企業が無

いことがファクターの一つだと分かって

いる。大東区域の人たちは、その辺を上

手く立ち回ったけど、この地域はそこが

立ち遅れてしまっている。しかし、企業

誘致は地域や個人ではできないので、行

政にお願いして「仕事がある状況」をつ

くってほしいし、この地区を上手く活用

していってもらいたい。 

 

（１）工業団地整備・企業誘致 

【産業労働政策課】 

・工業団地整備の流れはとしては、まず、

広大な土地を確保できるか、次に、企業

側の立地ニーズがあるか、また、事業の

採算性検討の３段階があり、それぞれの

検証事項は次のとおりです。広大な土地

の確保としては、地権者からの用地買収

可否、近隣住民の理解、農業振興地域の

整備に関する法律や農地法、森林法、都

市計画法の開発許可を得ることが課題と

なります。企業側の立地ニーズとしては、

インフラ（高速道路や主幹線からの距離、

地盤の状況、地下水・工業用水、電力供

給）、本社や移転元工場との距離、購入価

格、ハザードマップなどによる自然災害

予測、雇用の確保などが話題となります。

最後に、事業の採算性です。工業団地の

整備費用には、土地の買収費、地権者へ

の補償、造成費、道路整備などがあり、

これらの費用と企業への土地販売価格が

見合う事業として成立するかを考慮する

必要があります。 

なお、現在事業を実施している「大坂・土

方工業用地」は、平成初期に当該地に住宅

団地の構想があった関係で農業振興地域

内の農用地区域の指定区域外であり、開

発に向けた下地が整っていた経緯があり

ます。 

・企業誘致は工業団地を造ることだけが唯
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（２）憩いの場等の整備 

・大須賀区域には大きな公園がなく、子育

て世代の人たちは「たまりーな」まで子

どもを遊ばせに行っていると聞いた。そ

のような話を聞くと、この辺りは子育て

のし易いまちではないということで、是

非、行政には、この部分を考えてもらい

たい。候補地としては、西大谷ダム公園

が適地だと思っている。あそこは南側に

大きな駐車場があり、未確認情報だが、

付近に市の土地もあると聞いているの

で、その市有地を平らにして、子どもが

遊べるようにし、有事の際はそこへ避難

できるようにすればどうかと思う。 

また、大須賀区域には、グランドゴルフの

大会を開催できるような施設も無いの

で、そういうものも整備されれば、高齢者

の認知症予防にもつながる。それらがで

きてくれれば、20 年後に明かる兆しが見

えるのではないかと思っている。 

・西大谷トンネルのところの道路利用者の

殆どは大須賀区域の住民のため、その人

たちの安らぎの場として、トンネル上の

峠部分に東屋式休憩所（付近に５～６台

程度をとめられる駐車場含む）を整備し、

富士山や海を眺められるようにしてもら

いたい。 

 

（３）道路整備 

・これは市議会議員や県議会議員にもお願

いしてある内容だが、県道大須賀掛川停

車場線の一部狭い区間（西大谷池より南

側）の拡幅と、西大谷ダムまでの歩道整

備についても、西大谷トンネル開削に合

わせて早いうちに実施されるよう、袋井

土木事務所と調整してほしい。 

 

一の道ではありません。既存企業の移転

跡地に優良企業を誘致する事例も多く、

実際にその様な物件を探して進出機会を

図る企業も多く存在します。現時点で、

大須賀地区内での具体的な工業団地開発

計画はありませんが、地区の特性を把握

しつつ、企業の動向調査に努め、企業誘

致をすすめていきます。 

 

（２）憩いの場等の整備 

【土木防災課】 

・毎年、多くの整備要望をいただいており

ますが、近年の財政事情から予算確保が

できない状況です。今後、予算確保がで

き、整備可能になりましたら市より整備

方針など相談させていただきます。 

 

【観光交流課】 

・今後、西大谷ダム公園の利用状況なども

踏まえ、関係各課と検討していきたいと

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）道路整備 

【基盤整備課】 

・県道大須賀掛川停車場線の狭隘区間の拡

幅及び歩道整備につきましては、令和４

年度から、地元の皆様、県袋井土木事務

所及び市が連携し地元の合意形成を諮る

「事業着手準備制度」により、事業化を

目指し推進すると、本年３月に県より連

絡がありました。早期事業化を目指し、
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（４）水道整備 

・西大谷区内は簡易水道となっていて、新

しく住宅を構えたい人があっても、水の

問題で家が建てられず、今後の人口減少

が心配されている。西大谷トンネルの開

削が終わり、県道も整備されれば、掛川

区域に近い当区は住宅建設の需要がある

と思うので、市の水道を西大谷ダムの県

道まで引き込み、加えて西側の高台のと

ころに小さなタンクを整備してくれれ

ば、入山瀬方面へも水を供給することが

できるようになる。西大谷区として一番

困るのは、災害時に簡易水道施設が損壊

した場合に、市の水道復旧の後回しにさ

れて命の水が使えなくなることで、市の

水道が引き込まれていれば、そのような

心配も不要となる。 

 

（５）医療機関 

・20 年後のこの地域を考えたときに、高齢

化に伴う医療の問題が深刻化していくと

思っている。現在、大須賀区域には、内

科は２軒の開業医しかなく、それぞれ二

人の医師は 70 歳代と 60 歳代のため、20

年後の医療体制は不安しか浮かばない。 

このことは、地域がどうこうできる問題

ではなく、行政に考えてもらわなければ

ならない内容だと思っており、先ほどの

水道や企業誘致、道路のことも含めて、行

政側は、地域の草刈り等の細かいことは

気にしなくて良いので、ライフラインを

中心とした基盤整備のことに重点的に予

算を付けてまちづくりを進めてほしい。

基盤整備を進めていかない限りは、少子

化の問題は解決しないし、大須賀区域に

どれだけお金を落としてくれるかに掛か

っていると思う。 

・これはこの地区に限った話ではないが、

地元の皆様のご協力をお願いいたしま

す。 

 

（４）水道整備 

【水道課】 

・西大谷地区には、２つの水道組合があり

ます。３年前の台風 24 号による大規模停

電を経験し、上水道の整備の話が地元か

らあり、まずは２つの組合の合意形成を

お願いしているところです。 

 今後、災害時における施設の損壊等が懸

念される場合には、２つの組合とも相談

しながら、対応する必要があると考えて

います。 

 

 

 

 

（５）医療機関 

【健康医療課】 

・地域完結型医療体制を目指して急性期医

療の基幹病院である中東遠総合医療セン

ターの機能強化を進めるとともに、かか

りつけ医やかかりつけ薬局の推進をはじ

めとした地域医療体制整備や在宅での生

活を総合的に支える地域包括ケアシステ

ムの拡充を図っています。 
・大須賀区域をはじめ市南部は、令和３年

度当初に医科診療所が 10 箇所ありまし

たが、令和４年度当初には８個所となる

見込みです。とくに大須賀区域では５箇

所中、２箇所が閉院となり、市民の生活

を守る医療機能の確保は課題となってい

ます。 
・かかりつけ医では日常の健康管理や治

療、在宅医療など地域において重要な役

割を持つが、昨今は新型コロナウイルス

感染症対策において診療、検査、予防接
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今後は地域の開業医も高齢化し、中東遠

総合医療センターへの依存度が高くなる

と思う。そうなると、中東遠も全てを診

きれなくなり、医療崩壊のような状態に

なってしまうかも知れない。 

・中東遠は急性期の診療しかしないので、

地域にその後を診てくれる開業医が無

く、車の運転もできない高齢者は困って

しまう。そういう人たちが、近くで診て

くれる病院が無いために外へ出ていけ

ば、さらにこの地域の人口減少が進んで

しまう。市には、そのようなことも踏ま

えたまちづくりを考えてもらいたい。 

種などさらに重要性が増しています。 
・医療機能の維持や充実に向けて掛川市で

は、令和２年に「掛川市診療所立地奨励

事業費補助金」を新設しており、今後は

小笠医師会とも連携して市南部をはじめ

医療機関の少ない地域へ誘致を図る方針

です。 
 

＜まちづくりの進め方等について＞ 

・20 年後の地域について、地域側に目指し

たい将来像やアイデアを聞いてくるが、

こちらは何もできないし、祈るしかない。

行政側にある程度の形を示してほしい

し、昔の大須賀町時代は、トップダウン

的にまちづくりが行われていた。 

・この地域の人口を増やすためには、市の

色々な部署の課長クラスから提案をして

もらい、それを聞いて地域側も考えるよ

うにしてみたい。 

・まちづくりのアイデアを地域へ投げ掛け

てくれるのはありがたいことだが、こち

らはそれが仕事ではないし、そこは行政

や市議会が考えるべきだと思う。掛川市

は、「協働によるまちづくり」を進めてい

るが、それもやり過ぎると地域側の負担

だけが増えていくことになる。 

・コロナ禍で、色々なことが減ってきたが、

それでも問題が無いのだったら、それら

はコロナ後も簡素化していけばいい。 

・市では、全てのことに対しその後の見直

しを行っていない。それぞれ見直しを行

う中で、やるべきものと簡素化できるも

のを整理していった方が良い。 

【生涯学習協働推進課】 

・掛川市では、合併後の平成 27 年 4 月 1 日

に「協働によるまちづくり推進条例」を

施行いたしました。これは、全国に先駆

けた生涯学習による市民力、地域力及び

文化力により発展してきた掛川市をさら

に発展させ、次世代に引き継いでいくた

めに、平成 25 年４月１日、「掛川市自治

基本条例」を基に施行された条例です。

市民生活を取り巻く環境が大きく変化し

ている中、まちづくりの手法を市民主体

へと変革させていくことが求められてお

り、この条例では、市民等と市はお互い

に尊重し、役割分担をともに考えながら、

支え合って協働によるまちづくりを推進

し、活力のある地域社会の実現に努める

ことを基本理念にしています。 

掛川市の協働によるまちづくりは、市民

等の主体的な行動によって、活力ある地

域社会の実現を目指すものです。高度経

済成長期以降、市は、公共サービスの多く

を担ってきましたが、様々な担い手が市

とともに公共サービスを担う地域社会を

構築することが、市民主体の活力ある地

域づくりにつながると考えます。したが
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・行政では、ＰＤＣＡサイクルを回してい

ると思うが、行政が考えているサイクル

と地域側の思いが合ってないように感じ

る。チェックのところに地域を使ってく

れているが、プランのところも地域に委

ねていて、それにも関わらず「Ｄｏ」や

「Ａｃｔｉｏｎ」が何も無いので、ＰＤ

ＣＡが回っていない。地域側は、本業で

まちづくりをやっているわけではないの

で、チェックのところで不満は言うが、

それ以外のところは行政でやってもらわ

ないと困る。 

って、市は、このような社会を構築すべ

く、協働によるまちづくりの重要な担い

手である、地区まちづくり協議会や市民

活動団体等と連携しながら、地域主権の

強化に努めていくことを目指していきま

す。 

 

【生涯学習協働推進課】 

・市では年度毎に事業の見直しを図ってお

ります。その中で各事業の見直しや廃止

を検討しています。地域の皆様には様々

な場面でお願いし、ご負担いただくこと

もありますが、地域の皆様との対話をし

ながら今後とも各事業の見直し等してい

きます。 

＜デマンドタクシーについて＞ 

・今のデマンドの「ふれあいタクシー」は、

乗れる時間や台数が決まっているが、利

用者の利便性向上や利用増進のために、

試験的な形でも良いので、まち協の取組

の中で配車受付をすることができないか

相談したい。これは、ふれあいタクシー

に乗らない人の理由が、「便が無い」「い

っぱいで乗れなかった」「今から歯医者へ

行きたいけど乗れない」等のことだった

ので、それならどこかに窓口を構え、乗

りたい人はそこへ連絡すれば、いつでも

利用できる形にすればどうかという内容

である。５年後、10 年後には、今よりも

免許返納者が増え、移動手段に困る高齢

者が増加するはずなので、必ずしもこの

形でなく、別の施策でも構わないので、

掛川市として先を見据えた策を検討して

ほしい。 

・都会のタクシーはＧＰＳを搭載してあ

り、アプリからの配車が可能となってい

る。掛川市でも同様に対応できるように

してもらって、まち協の事務局が、一番

【生涯学習協働推進課】 

・デマンドの最大の難しさで不便な部分

は、予め目的地と時間が決められている

ところにあり、どうしても法の中で、一

般のタクシーとの切り分けが必要になっ

ている。大須賀第三地区でも同様の話が

あり、地域が予約を取りまとめてタクシ

ー会社へつなぐことを進めていったが、

タクシー事業者側は、仲介者を入れずに

利用者本人と直接、予約受付をしたいと

考えており、この話は難しい結果となっ

ている。 

・デマンドに限った話ではないが、交通施

策で新たなことをしようとする場合に

は、必ず公共交通会議の了承を得なけれ

ばならず、その会議のメンバーにはタク

シー会社を含む交通事業者が入っている

ことから、それも難しい要因になってい

る。 

・なお、これは議会の承認が前提となる話

だが、掛川市では、年明けから後期高齢

者等を対象にしたタクシー利用の社会実

験を行う予定で、この中では、自宅から
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近いタクシーを呼べるようにできればい

いと思う。 

市内の医療機関や買い物先までの運賃の

半額補助を実施していきたいと考えてい

る。市では、交通移動手段の問題は、市

内の全ての地域で同じように課題解決し

ないといけないと思っていて、このよう

な動きをしているので承知してほしい。 

＜防災タブレットについて＞ 

・危機管理課と防災タブレットを使いなが

らワードやエクセルのファイルをやり取

りしようとしたが上手くいかず、同課の

職員に区長ノートのマニュアルを見なが

ら説明をしても話が通じなかった。市は

タブレットの活用を推進していくなら

ば、簡便にワードやエクセルが使えるよ

うにすべきだと思うし、そうでなければ

何のためのタブレットか分からない。 

・区長ノートについても、その中に掲載さ

れている様式のホームページからのダウ

ンロード方法の説明が無いのはおかし

い。 

・タブレットの使用を推進していくのは構

わないが、地域側も役員が変わっていく

ので、皆が使っていけるように研修機会

等を設けてほしい。 

【生涯学習協働推進課】 

・タブレットでのワードやエクセルファイ

ルの使用は、現行ではファイルを変換し

互換性アプリで開いてもらう以外に方法

はない。現在、区長会連合会において自

治区のＩＣＴ推進のための検討を行って

いるので、今後は、そこで導かれる方向

性に合わせタブレットの使い勝手が良く

なるよう地域と一緒に研究をしていく。 

・区長ノートへの掲載内容に関しては、今

日のご意見も踏まえ、来年度版からは様

式のダウンロード方法等の情報も追加し

ていきたい。 

 

【生涯学習協働推進課】 

・現在の区長会連合会における検討会でも

同様に研修の必要性に関する意見があが

っている。市としても、次年度以降にＩ

ＣＴ化を推進していく際は、年度当初な

どでの研修会を計画していく予定なの

で、是非、それらへ出席をお願いしたい。 
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】大須賀第二地区 

【実施日】新型コロナ感染拡大に伴い用紙提出による聞き取り 

【作成者】地区まちづくり協議会事務局 

【テーマ】地区の課題への対応等について 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜地域の現状等について＞ 

・大須賀第二地区は、自然や緑が豊かで、

横須賀城址をはじめとする歴史施設や、

三熊野神社大祭等の伝統行事、文化が多

く残っており、各字町のまとまりの中で

それらが大切にされている。 

・一方で、人口減少や高齢化等によって管

理されない土地が増加したり、規模の小

さな自治区の運営が難しくなってきたり

している。 

・まちづくり協議会については、立ち上げ

時の説明不足等から、現在でも地域住民

から「地域へ何を求め、何のための活動

なのか、平易な言葉で改めて趣旨を教え

てほしい。」との質問がある。 

－ 

＜テーマに係るまちづくりの将来像について＞ 

・若い人が帰ってきたい、住みたいと思っ

てくれるまちとなるよう、地域を活性化

させるとともに働く場所の確保を進め、

持続可能な地域組織の再構築に向けた検

討を進めていく。 

・地区住民が安心安全に暮らせるよう、必

要な整備等を行政へ要望していく。 

－ 

＜中長期的な対応と短期的な対策について＞ 

（１）地域活性化策 

・掛川市として、１世帯あたり５万円程度

の商品券を市内の全世帯へ配布し、コロ

ナ禍で疲弊している商業者を支援すると

 

（１）地域活性化策 

【産業労働政策課】 

・国が実施する経済対策の動向や地方自治

体への国の交付金、新型コロナウイルス
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ともに、地域経済を活性化させてほしい。 

・津波問題で企業誘致は難しいと思うが、

農業エリアとして雇用が生まれるような

政策や、国道 150 号線沿いの観光地化な

ど、官主導で地域を引っ張っていく政策

を考えてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）横須賀城址公園整備等 

・茶畑買い上げ地の将来計画を知りたい。 

・県外からも城址の見学へ来るので、周り

の草刈りをもっと丁寧にやってほしい。 

・城址公園は、急な階段に手摺が付けられ

ないし、非常灯の整備もできないと言わ

れているが、津波避難場所になっている

ので市から国へ積極的に働きかけをして

ほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

への警戒等を踏まえ慎重に検討を進めて

いきます。 

【農林課】 

・横須賀・山崎地区の実質化された人農地

プランの中心経営体は、20 経営体で経営

面積は 184ha となっており、水稲・茶・

施設園芸など様々営農活動が行われてお

ります。今後は更に人農地プランの地域

の話し合いを進め、大規模化、法人化を

支援していきます。 

 

【市長政策室】 

・海岸線地域ビジョンを具現化していくた

め、令和４年度、「中山間・海岸線地域振

興係」が設置され、計画策定の予算も確

保いたしました。 

・今後、海岸線地域の意見を聞きつつ、計

画を策定してまいります。 

 

（２）横須賀城址公園整備等 

【文化・スポーツ振興課】 

・史跡横須賀城跡の買い上げについては、

平成 25 年度に地権者の皆様へ説明会を

開催し、平成 26 年度から 10 年計画で実

施しており、令和 5 年度で終了となりま

す。 

・公有化いたしました地点については、毎

年、草刈り、樹木等の管理を行い、市民

のみなさまや見学者の方々に活用、見学

していただけるよう進めておりますが、

適切な管理が行えるよう現地を確認し、

実施していきます。 

・史跡指定地内の整備については、整備基

本計画に基づき整備を進めることになっ

ております。横須賀城跡については、平

成 22 年 3 月に作成しました「史跡横須賀

城跡整備基本計画」がありますが、令和

４年度から内容の見直しを行っていきま
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（３）少子高齢化策等 

・各自治区での役員選出が難しくなってい

る。１自治区 50 世帯では何もできないの

で、字町（自治区）の合併を大胆に進め

るべきだと思っている。 

・各地域で消防団への入団者が減少してい

ることに、市ではどのような対策を講じ

ていくのか知りたい。従来の査閲大会に

向けた訓練重視の体制を改め、実災害や

火災に対応するための訓練へと趣を変え

ていけば良いのではないかと思ってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）まちづくり協議会 

・大きな地区と小さな地区のまち協では、

同じ席で議論をしても話が噛み合わない

ので、今後の会議等は規模の合ったまち

協同士で行うよう改善してほしい。 

す。その中で地元のみなさまのご意見も

伺い、検討していきます。  

 

（３）少子高齢化策等 

【生涯学習協働推進課】 

・人口減少や高齢化、多様性が広がる中、

持続可能な自治会運営のあり方等の検討

が急務となっています。特に、大須賀区

域の中心地には、多くの小規模区がある

ことから、市としては、自治区の統合再

編を含めたあり方の検討が急がれるエリ

アだと思っています。 

 市では、区長会連合会と一緒になってこ

の問題に取り組んでいきたいと考えてい

るほか、自治区合併の先行事例づくりに

も積極的に関与していきたいと思ってい

ますので、大須賀第二地区内での検討を

お願いします。 

 

【消防総務課】 

・若者の入団促進のため、ＳＮＳの積極的

な活用、福利厚生事業の拡充により、魅

力ある消防団をアピールするとともに、

市内操法大会の廃止や訓練回数の制限に

より負担の軽減を図っております。今後

は、地域の実情にあわせた分団数や団員

数など、掛川市全体の消防団再編成につ

いて、検討していきます。 

 

（４）まちづくり協議会 

【生涯学習協働推進課】 

・地区まちづくり協議会連合会では毎年テ

ーマに沿って意見交換会を実施させてい

ただいております。テーマによってはグ

ループ割を地域の規模に沿って別けさせ

ていただくこともありますが、地域間の

繋がりや他の地区の取り組み、考え方を

知っていただくことで新たな発見や多様
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な視点からの意見が出ることもあると思

いますので、一律に同じグループにして

いくことは検討しておりません。 

 

＜上記内容の次年度へのつなぎについて＞ 

・役員のなり手不足等の問題に対しては、

地区住民の声を受け止めながら解決策を

探るようにしたい。その他の課題につい

ては、今後も市へ問題提起していく。 

－ 

＜上記以外に共有していきたいことについ

て＞ 

・下紙川の軍全町公会堂前から沢上町公会

堂前までの区間と、盛岡整形外科以南（以

西）の整備はいつ頃になるか知りたい。

（県へどのようにアプローチすれば良い

か教示や、市からの要請もお願いしたい） 

・山崎地内の磐田化学西側の清ヶ谷川（同

社から撰要寺の区間）の河床コンクリー

ト工事をお願いしたい 

・北方道路では、山側から樹木が道路へは

み出し、市が伐採処理を行っていること

を認識しているが、本来は山の所有者が

対応すべきことに対し、市はどのように

指導をしているのか。台風などで道路へ

木が倒れ、事故が起きてからでは遅いの

で、責任問題も含めて市の考え方を教え

てほしい。 

・七軒町バス停南側の下紙川堤防道路（約

300ｍ）の草刈りをお願いしたい。 

 

・有害鳥獣の最終処分場については、磐田

の処分場の故障によって箱わなが設置不

可となり、イノシシなどの捕獲・駆除が

一時的にストップしてしまったが、掛川

市では市内への最終処分場の設置を考え

ているのか？児童等を襲う恐れのある有

害鳥獣への市としての対策も含めて確認

したい。 

【基盤整備課】 

・下紙川の河川整備計画は県において策定

されていないため、整備実施時期等は現

在決まっておりません。県へ要望するに

あたり、要望内容の確認のため、市基盤

整備課へご相談ください。 

 

【土木防災課】 

・清ヶ谷川については、同様な河川整備の

要望が多数あるため、段階的な対応とな

ります。まずは、地区要望書の提出をお

願いします。 

 

【維持管理課】 

・ 該当箇所は、以前から樹木ごとの所有者

特定が難しく広範囲であることから、道

路の構造及び道路の交通に危険を及ぼす

との認識から緊急的に伐採を行ってきま

した。樹木は本来土地所有者が管理すべ

きものです。今後、道路沿道所有者に対

し、道路へはみ出した樹木の伐採及び管

理について依頼をしていきます。 

 

【基盤整備課】 

・浚渫や草刈り等の要望につきましては、

地区要望により市に提出いただければ、

市から県に進達いたします。  

 

【農林課】 
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・各自治区が提出する地区要望書の回答に

ついては、対応が難しい場合には、でき

ない理由だけでなく、文書の中で代案等

も示すようにしてもらいたい。 

・西田町区の北側にある旧町営住宅の撤去

を早期に進めてほしい。 

・南部地域でも駅伝大会の開催を企画して

ほしい。 

・有害鳥獣の処分場について、現状では、

今の処分方法が最良と考えています。中

長期的には、他の処分方法を検討してい

くことも必要と考えます。 

・被害を減らすには、捕獲を進めるととも

に、人里に野生鳥獣が出没しにくい環境

づくりも大切です。廃棄した野菜や管理

されていない果樹などを無くし、耕作放

棄や管理されていない竹林など野生鳥獣

の隠れ場所を減らす等、地域の御協力を

お願いします。 

 

【生涯学習協働推進課】 

・対応が困難な地区要望については代替 

 案の検討や提示など地区に寄り添った 

 対応を心掛けていきます。 

 

【管財課】 

・西田町区北側の旧町営住宅撤去実施のた

めに例年予算要求を行っておりますが、

令和４年度現在実現に至っておりませ

ん。今後も撤去実施のために予算要求を

行っていきます。 
 

【文化・スポーツ振興課】 

・現在、市主催の駅伝競走大会は、平成 25

年度にリニューアルし、掛川城周辺で開

催している「掛川市城下町駅伝競走大会」

がございます。 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の

影響により、直近は２年連続で「中止」と

なりましたが、毎回多くの市民ランナー・

チームのご参加をいただき、盛況のうち

に開催されている一方、コース周辺の交

通規制や地域住民の理解、運営に携わる

ボランティアスタッフの確保など、多く

の課題も抱えています。 

今後、南部地域でも新たな駅伝競走大会
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の開催を企画する場合、これらの課題を

解消しつつ、地元住民の皆様にもご理解

ご協力をいただく必要がございます。 

すぐに「開催」とはまいりませんが、今後

の駅伝競走大会の在り方を関係機関等で

協議し、例えば、掛川城周辺での開催だけ

でなく、（城下町にちなんで）高天神城跡

や横須賀城跡周辺での開催の可能性も含

めて調査・検討していきます。 
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】大須賀第三地区 

【実施日】新型コロナ感染拡大に伴い用紙提出による聞き取り 

【作成者】地区区長会長 

【テーマ】地区における役員のなり手の現状 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜地域の現状等について＞ 

・高齢化や就労年齢の引き上げ、人口減少

による候補者不足、負担増加などで役員

のなり手が無く、近い将来には立ち行か

なくなると思う。 

－ 

＜テーマに係るまちづくりの将来像について＞ 

・既存事業等で削減できるものは減らして

いき、役員の負担軽減を図りたい。 

・様々なことを役員任せにするのではな

く、地区住民が自分たちでできることは、

自らが行う形をつくっていきたい。 

－ 

＜中長期的な対応と短期的な対策について＞ 

（１）デジタル化 

・デジタル化への推進が行われているが、

高齢者が増加している中、もっと分かり

やすく興味を持つような仕組みづくりが

必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）デジタル化 

【生涯学習協働推進課】 

・コロナをきっかけにした社会的なデジタ

ル化の波を受け、区長会連合会では、令

和３年度の検討会で「自治区運営におけ

るＩＣＴ化推進」を検討してきました。

今後は、この検討会で作成されたロード

マップに基づき、地域と行政の間や地域

内、地域同士の間のＩＣＴ化を進めてい

くことになりますが、その中では、研修

会や勉強会などを通じて、自治会活動で

の実用につながる様々な仕組みづくりに

チャレンジしていきたいと考えています

ので、共に学び、推進いただけるようお

願いします。 
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（２）市等から地域への依頼 

・市から地域へ要請のある事項について

は、削減の方向を考えてほしい。 

（２）市等から地域への依頼 

【生涯学習協働推進課】 

・人口減少や高齢化、多様性が広がる中、

持続可能な自治会運営のあり方等の検討

が急務となっています。市としては、そ

れらに関する検討を、区長会連合会と一

緒に進めていきたいと考えていますの

で、その中で、市から地域へ要請してい

る事項等の今後のあり方なども議論して

いきたいと思います。  

＜上記内容の次年度へのつなぎについて＞ 

・区長会連合会におけるＩＣＴ導入検討会

で、毎回同様の質問があり、会議時間が

長くなっている。質問に対する回答をま

とめておき、次回に回答できる体制をと

ってほしい。 

【生涯学習協働推進課】 

・持続可能な自治会運営を考えたときに、

携わる役員の方の負担軽減が図られてい

ることは必須だと捉えています。そして、

役員の方の負担感の一つには、会議等で

の時間拘束があると思いますので、今後

は、自治区運営におけるＩＣＴ化推進検

討会で作成されたロードマップに基づい

て、デジタル技術を活用した会議等の仕

組みづくりを進め、出席される方の負担

軽減につながるよう努めていきます。 

＜上記以外に共有していきたいことについ

て＞ 

・大須賀区域内には公園が無いので、大規

模な公園の整備をお願いしたい。 

・人口減少が続く中、学生が大学卒業後に

地元へＵターンできるような魅力ある企

業誘致をお願いしたい。 

・区長会連合会における会議時間を短縮し

てほしい。 

【土木防災課】 

・毎年、多くの要望をいただいております

が、近年の財政事情から予算確保ができ

ない状況です。今後、予算確保ができ、

整備可能になりましたら市より整備方針

など相談させていただきます。 

 

【産業労働政策課】 

・企業誘致のためには工業用地を準備する

などの受け入れ体制の整備が必要になり

ます。現時点では大須賀地区内にその様

な場所が無いことから、まずは相応の準

備が必要です。その後に大学卒業の技能

を必要とする将来性の高い企業の誘致に

取り組むことになります。 
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令和３年度「協働によるまちづくり地区集会」代替事業 

事務局職員による地域の現状等の聞き取り打合せ 記録 

 

【地区名】大渕地区 

【実施日】令和３年 12 月７日（火）10 時～ 【会場】大渕農村環境改善センター アイク 

【参加者】地区役員 区長、まち協会長・事務局長９人、市職員７人 

【テーマ】気軽に集える大渕地区の拠点づくりを進めていく 

 

内容 

地区意見等 行政側意見・回答 

＜大渕地区の拠点づくりについて＞ 

・コロナ禍で今年度の事業が中止になる中

で、各委員会では、何ができ、何ができ

ないかを１年間掛けてやってきた。その

中でも一番大きな課題は、大渕幼稚園跡

地の活用ということで、今はまち協がア

イクの一室だけを間借りしているが、地

域住民にアンケートを取ったところ、一

番多かったのが「公園がほしい」で、も

う一つは「学童保育をもっと広々したと

ころにしてあげたい」ということだった。 

・他にも色々あったが、大きなものはその

二つだったので、大渕幼稚園跡地活用委

員会を立ち上げて、区長会やまち協の理

事会で経過報告をしながら進めてきた。

その中で、新市長から無償貸与の返事を

もらい、何とか大渕の皆さんに喜ばれる

ような、誰もが集えるような場所にして

いきたいということで、子どもから高齢

者までが気軽に来ることのできる公園、

学童保育、一般の方も楽しめる地区の拠

点施設整備を考えている。 

【生涯学習協働推進課】 

・大渕地区が目指す将来像の実現に向け、

幼稚園跡地をまちづくり活動や地域活性

化の拠点として活用できるよう対話を重

ね共に検討していきたい。 

・今の経過については、12 月４日発行の広

報おおぶちに特集してある。当然、この

話では地元負担金があり、そこの部分も

含めて先日のまち協理事会と区長会で皆

さんの承認を得て前に進めている。 

・検討にあたっては、「学童保育」「みんな
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が集える公園」「一般からの事業募集」「ま

ち協事務局の引っ越し」「総括」５つのグ

ループを組織し、各グループがそれぞれ

に具体的なテーマに関する検討を行って

いる。これを進めるにあたり、大渕地区

内の約 830 世帯に地元負担金の協力をお

願いし、各自治区を通じて皆さんの理解

をお願いしている。まち協発足後、ご長

寿をお祝いする会を大渕小学校の体育館

で実施していたが、今後は、幼稚園の遊

戯室が広いので、そこを使えるようにな

ると思っている。 

・今回の計画の背景は、一つは大渕地区に

皆が集える公園が無いということ、もう

一つは学童保育で、今、小学校の体育館

の一室を借りて 10 名程度のこどもを預

かっているが、実際は大変不便をきたし

ているということがある。 

・地区内には約 830 世帯があるが、そのう

ち小学生を持つ世帯は 100 世帯程度にも

関わらず、全体にアンケートを取ったと

ころ、第二位が「学童保育を開設してほ

しい」という希望が出たので、公園とと

もに学童の開設に向けて色々な調整や勉

強をしている。 

・今の学童には大きな問題が潜んでおり、

近く保護者を対象にしたアンケートも予

定しているが、恐らく「預けたいけど預

けられない」「４～６年生は預ける制度が

ないので預けられない」「狭すぎて密を避

けられないので預けたくない」等の声が

出てくると思っている。 

・一昨年度に松井前市長へ第１回目の要望

書を提出して以降、様々な活動してきて

おり、今年の７月に久保田市長に５年間

の無償貸与の了承をもらったので、その

後の体制づくりを進めている。 

・今年３月に全世帯を対象にしたアンケー
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トでは、回答率が約 75％の中で、１番は、

地区内には公園が無く、ちょっとした公

園へ行くとなると、満水の 22 世紀の丘公

園に行っているという声もあり、「是非、

皆が集える公園が地元にほしい」という

ものだった。２番は、先ほど説明した学

童保育で、以下「まち協・区長会本部機

能の移転」「フリーマーケット」「幼児の

遊び場の設置」が関心の高い内容となっ

ていた。 

・今、コロナ禍で、浜区だけはサロンをや

っている。他の地区は、今までのサロン

に来てくれた人に、手洗い・うがいの励

行を呼び掛けており、顔を見ながら、一

軒一軒を回っている。 

・そんな中、将来、幼稚園の跡地を活用し

て高齢者も集るような形でやっていけた

らいいなと思っている。 

・現在、勉強を兼ね、まち協で学童保育に

取り組んでいる地区へ状況を聞き取りし

ている。その中では、まち協が学童をや

るようになり、場所も移転してからは、

子ども同士の繋がりによって利用が増

え、盛況になった例もあると聞いている。 

・先進事例に学びながら勉強していきたい

と思っており、大渕もやがては 10 名が

20・30 名になり、安心して預けられると

言ってもらえるようになるとうれしい。 

・大渕地区全体として人口減少が進んでい

る状況だと思う。新井区には 70 世帯中、

小学生が２人しかいない。 

・学童保育に関しても、最大でも 10 名程度

しか入れない現状で、この辺は田舎なの

で、皆さんが共働きで車通勤をしている。

皆、不安になるから学童に預けたいとな

るけど小学校３年までしか預けられな

い、４年生以上は家に居て大丈夫かとい

う保証もない。そういうところに対して、
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今回の跡地利用で学童が拡大し、若い共

働き夫婦が増え、住み着いて、安心して

子育てしてもらうという狙いがある。 

・子どもたちは、現状、あの狭い部屋にい

るけど、体育館が隣にあっても基本的に

使えない。夏休みなどの長期休暇の際は、

一日雨だった場合に狭い部屋の中でずっ

と過ごしている、今回、大渕幼稚園跡地

へ学童を持っていけば、広い部屋で遊ん

だり、色々なことをしたりできるように

なる。色々な問題が解決できる方向に向

くのではないかと期待している。 

・10 月 29 日に教育委員会と社協と学童保

育に関する打合せを行った。大渕の場合

は、定員 20 名の壁があって、入りたいと

いう人を断っている現状がある。狭くて

宿題もしづらかったプレハブ小屋の新設

や大渕小集会室の間借りの話も出たが実

現しなかった。 

・市には、大渕がこういう問題を抱えてい

ることを承知してほしい。一部では大渕

の学童保育は、一人当たりの利用面積は

充足していて問題ないという考え方があ

ると聞いたが、現実は、雨の日に狭い部

屋で一日過ごさなければならず、子ども

が犠牲になってしまうような形にはした

くないということで、約 830 世帯の意見

の２番目の強い要望となっている。 

・もう一つは、大渕は過疎化が進んでいて、

１年で１％ずつ人口が減少している。７

月に市長を訪問した際も、目的は「希望

が見える、誰もが住みやすくなるまちづ

くり」で、そのためには、安全性や利便

性、楽しさ、喜びを感じられるような仕

組みづくりが必要。でも大渕地区は、年

間１％ずつの人口減で、30 年後は３割

減、50 年後には半分の人口になってしま

う現状を改善していかなければならない
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ということで、協働のまちづくりの精神

で市と市議会、市民等が協力して住みや

すいまちづくり進めていきましょうとの

話をし、人・モノ・金に関する役割分担

の中で、市長から５年間無償貸与の返事

があった。将来につなげるためにこうい

う活動をしている。 

・大渕は、地理的に南部の用途地域の大坂

と横須賀に挟まれた場所にある。そのよ

うな地域に挟まれ、ここだけが過疎にな

らないよう頑張っていきたい。元気な大

渕をＰＲして、若い人にも定住してほし

いし、子育てもでき、学童保育もしっか

りしているということをアピールしてい

きたい。 

・将来的には、大渕幼稚園跡地を拠点にし

ながら、アイクやその隣にある資料館を

地区で管理できる形を希望している。そ

うすれば、３つの施設を一体として利用

しながら残していける。先日、市長を訪

問した際に、幼稚園のことばかりを話し

たら、「じゃアイクは要らないですか」と

聞かれた。決してそうではなく、今は市

が管理しているアイクと資料館を、地元

で管理できるようになるといいと考えて

いる。 

・東大谷は、地区内で一番少ない世帯数で

運営している。子どもは居るけど、その

後が続かない状況。子どもが休日にやる

のはゲームばかりで、今の子たちは野球

のルールも知らない。やる場所があれば

ルールも覚えると思う。だから何でもで

きる広場があることが大事だと思う。 

・息子が西郷小のエリアに居るが、向こう

は学童保育を、100 名定員のところを 130

～140 名の申し込みがあるために断って

いると聞いた。きっと向こうの学童には

魅力があるのではないかと思って、どう
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いうことをしているか聞いてみたら、学

童で子供に英語を教えたり、書道を教え

たりしているとのことだった。次はパソ

コンを教えたいと言っているらしく、ま

た、向こうの学童では、宿題をやるのに、

上級生が下級生に教えたりしていて、子

どもの人間関係に縦の繋がりができ、登

下校の際も、上の子が下の子の面倒を見

るという教育にもつながっているとのこ

とだった。 

・大渕でも 10 名を 20・30 名に増やしてい

くためには、何か付加価値になるような

ものをやっていく必要がある。西郷小は

４年生までが対象で、基礎的なものを４

年生までにある程度教えておこうという

考えらしく、塾へ入れるなら学童保育に

入れたいというニーズがあるとのこと。

向こうは、自分の子にここへ住みたいか

と尋ねると、両親の近くに帰ってきたい

と言うらしい。一方で、この地域の子た

ちは、生活が不便だから帰ってきたくな

いという子が多く、なかなか区を大きく

するのは難しいが、Ｕターンや定住者を

増やしていくためには、学童保育に入り

たい子を拒むことから止めていく必要が

あると思う。 

・市内の北部では、西郷地区と桜木地区が

人口増加を続けている。それには、地域

性や利便性など増える要因があると思

う。この地域も何か手を打っていかない

と、廃れることはあっても発展は難しく

なってしまう。 

・南部地域の住民の中には、掛川市と合併

して、結局は中心部だけが開発され、南

部は手付かずのままになっているという

意見が多い。 

・持論だけど、ここを発展させていくため

には、良いことを進めていくのではなく、
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悪いところを潰していく方が早いのでは

ないかと思っている。良いことは、どこ

でも同じように取り組んでいるが、悪い

ところがあるから定住につながらない。

そういうのを地区集会で、皆さんが洗い

ざらい言ってもらった方が、この地区が

良くなる可能性が高いと思う。 

・大渕地区内には、９つの自治区があるが、

若い人の定住が多い地域と、そうでない

地域の両方があると聞いている。それに

は、若い人がこの地域に住み続けたい、

子どもを育てたいという気持ちにさせる

何かがあるはず。 

・お祭りもその一つで、実際にここでお祭

りに参加したいし、子どもにも参加させ

てあげたいという思いで、定住している

人たちもいる。西郷地区とは地理的条件

が異なるので、同じ土俵で勝負をするの

は難しいが、ここの地域特性で若い人が

住み続けたいと思うまちづくりが必要。 

・お祭りも好きな人ばかりではないので、

嫌いな人も、この地区がいいと言っても

らえるようになれば良いし、それはどこ

か一つの区だけがそうなるのでなく、９

つの全体の区がそういう雰囲気になって

ほしいと思っている。 

・今、大渕地区には年金暮らしの人が山ほ

どいる。時間があってお金もあるけど、

やることや行くところがないという人は

多い。亡き妻が営んでいた元喫茶店があ

るが、今は、そこがそういう人たちのた

まり場になっている。 

・そのたまり場が、大渕幼稚園の跡地に移

動できたらいいなと思っている。お年寄

りたちは、色々な技術や知識を持ってい

るので、そういうお年寄りが、学童保育

で子どもたちに将棋や囲碁、しめ縄を教

えれば世代間交流が生まれる。跡地利用
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では、多目的にフリーマーケットや駄菓

子屋などをやれる施設にしていきたい。 

・跡地利用は、決して良いことだけでなく、

地域にとっての負担も発生する。あそこ

を借り受けた場合、今までは公共で草刈

り等をしてくれていたのが、今後は地域

でそれを行う必要が出てくる。 

・それをどう管理していくか、仮に学童保

育が入れば、利用者の親御さんたちにも

協力してもらうことも考えていきたい。

当然、地域の負担で管理していくし、具

体的な管理の仕方等を、公園整備担当の

メンバーにも検討してもらっている。 

・昔は地域内に小さな駄菓子屋があった。

今は大渕で何が一番無いかと言うと、お

店が無い。駄菓子屋だけではないが、ま

ち協が経営するのではなく、そういう商

売をやってみたいという人に中に入って

もらいたいと考えている。あくまで市か

ら借りる建物なので、どの辺まで良いの

かの考え方も知りたい。 

・あそこが皆さんの憩いの場になったとき

に、そこでコーヒーを飲めるとか、高齢

者もそこへ行けばちょっとしたものが買

えるようにしてほしい等の要望もある。

子どもも、遠くまで行かなくても駄菓子

を買えるようにしてあげたい。 

・市が無償で貸している建物だから商売は

駄目だと言うのか、それとも配慮してく

れて、ここまでだったら良い等の考え方

を知りたい。営利を目的と言うが、目的

が営利ではなく、サービスが目的で、そ

のためには営利も付いてこないとやって

くれる人もいない。当然、ボランティア

的にはお願いをするけれど、全く無償と

いうわけにはいかない。 

・役割分担の考え方としては、マクロで言

えば、今回の取組は「人・もの・金」に分

【生涯学習協働推進課】 

・昔のセンターの成り立ちが違うので、難
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類され、「人」の部分は地域で一生懸命や

るしかないが、「もの・金」の部分では地

域では限界があるので行政の協力をもら

いたい。 

・その中で、地域も色々なところへ出向き、

学童保育等のやり方なども勉強をしてい

る。今回の話では、大渕地区だけを特別

扱いしてほしいとは毛頭思っていない

が、平等性だけは確保してほしい。後発

だから条件が悪くなってしまうことはあ

ってはならないし、先発でどんどん、幼

稚園を跡地活用して学童保育を実施して

いる先例があり、その人たちと比べて後

発の大渕はこんなに条件が悪くなってし

まったということではつらいというのが

本音。 

しいとことがあるが、行政としても決し

て公平性を欠くことがあってはならない

と考えているし、決して後発が不利益に

ならないように一緒に考えていきたいと

思っている。 

・どういった活性化をするかに関しては、

先ほどのサービスを提供する部分で、Ｎ

ＰＯや企業の社会貢献の取組とつなげる

などの役割で関わっていきたいと考えて

いる。 

・地元企業で賛同してくれるところとは連

携して進めていきたい。幸いこの大渕地

区は、企業が多いところなので、既にフ

ェスタ大渕でも協力をしてもらってお

り、今後のまちづくりの取組でも同様に

お願いをしていきたいと思っている。 

【生涯学習協働推進課】 

・すぐに答えを出すのは難しいが、これだ

け地域の方に熱い想いがあって、基本的

には自分たちで主体性を持ってやってい

こうという気持ちを感じられるので、市

がどこまでの枠組みを決め、どこからは

地域が決められるようにするかを、これ

から整理していきたい。 

・地区が施設を運営していくのに、自主財

源を確保するという考え方は、基本的に

は良い取り組みだと思う。 

・一般的に考えて、まち協が営利を目的と

いうわけではないけど、施設の維持管理

経費の資金源のためにも、施設を利用す

る人たちからの利用料などは収入できる

仕組みにしていきたい。 

・来年から事業に取り組んでいくにあた

り、地区内の各世帯へ 600 円の維持管理

費の負担をお願いしたところ、孫を含ん

だ子どもが居る世帯は賛成で、そうでな

い世帯からは反発の声があった。 

・区内をまとめるのは大変だったが、最終

的に、この負担金は将来の区を良くする

ための投資で、今後の進め方次第では自

主財源が確保でき、負担金を集めなくて

も済むようになるかも知れないし、余剰

金を生むことができれば施設内の設備を

【生涯学習協働推進課】 

・当然、活動を継続していくためには、自

主財源等の確保も必要になってくると思

う。そのための具体的な取組等は、移転

後に事業を考えていく中で、これから一

緒になって検討していきたい。 

・学童の部分も、教育委員会が入って検討

を進めているところだが、あそこを活か

して地域の活性化をどう図っていくかも

一緒に計画していきたいと思う。今後の

地区集会の中で、そういう話も出てくる
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より良くすることができるかも知れない

と説明して皆の理解に取り付けた。 

かも知れないし、個々の話し合いの中で

詰めていきながら、次に繋げていきたい

と思っている。 ・企業の協力として考えているのは、自社

で運動場を持っていない企業へ協力を呼

び掛け、それらの会社の運動会等で使え

るような形も全面的にＰＲしていったら

良いと思っている。 

・昨年までの２年間、小さな区の区長を務

め、大渕幼稚園の跡地活用の話なども承

知はしていたが、今年からまち協の事務

局を手伝うようになり、地区の熱意をつ

くづく感じている。色々、発展していか

ないという声があるけど、それはある意

味では仕方が無いことだと思う。企業も

採算が合わなければ進出してこないだろ

うし、営利で物事をはかっているので仕

方ない部分がある。でも、仕方がないだ

けでは、どうにもならないので、大渕地

区のまち協は、自ら身を削って色々な事

業を立ち上げて起爆剤にしようとしてい

ることを最近になって分かってきた。 

・そういう地域の努力の部分に、市は、物

的にも精神的にもフォローをしてほし

い。子どもの育成は国の施策の重要な部

分を占めており、今回、大渕まち協でや

ろうとしている学童保育は、その活動の

一つで、もう一つは地域の絆づくりだと

思う。だから市は、全面的とまでは言わ

ないが、色々な面でフォローをしてもら

えるとありがたい。 

＜その他＞ 

・地区内でもイノシシとの交通事故などの

被害がある中で、有害鳥獣の焼却処分を

する「どうぶつのさと」という磐田市内

の民間業者がストップしたので、捕獲を

止めてほしいという話が農林課からあっ

た。そういうことはマネジメントの問題

で、本来、老朽化していつ止まるか分か

【生涯学習協働推進課】 

・一つ目の有害鳥獣のことに関しては、今

日から議会の一般質問が始まっていて、

同じ内容を議員さんが質問しており、議

会の答弁を通じて市の考え方をお伝えさ

せていただくことになると思う。 

・今後のマネジメント体制をきちんとして

ほしいという意見があったことは、確実
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らない施設で焼却処分をしていたのであ

れば、いつかはトラブルが発生すること

を前提にバックアップを考えておかない

と、こういう問題は起こるべくして起こ

ったと思う。 

・今、猟友会が一生懸命やってくれる中で

連携してやっているが、努力とやる気に

水を差す形になってしまった。今後、再

開の目途が出てくるかも知れないが、再

開したとしても、そこが稼働し続けられ

る保証は無い。何かしらのバックアップ

体制を取るようにしていかないと、住み

よいまちづくりに結び付いていかない。 

に担当課へつながせてもらう。 

・２つめの産廃のことに関しては、それな

りに環境政策課をはじめとる関係部署

が、協力できることはさせてもらってい

ると思うが、法令等の中で限界があり、

行政としての指導には難しさがあるので

はないかと捉えている。 

・東大谷地区に大きな産廃の計画がある。

市の協力も限界があることは承知してい

る中で、12 月 11 日に有志住民約 60 名が

建設予定地の散策を行う。その森林散歩

では、あそこに日本で６番目の最終処分

場ができるという現実を、皆さんに訴え

ていく。地域をあげて阻止する活動を進

めており、まち協でも啓蒙活動として取

り扱っているので、是非、そのような地

元の意向、地域の課題を交流ノートに残

してほしい。 

・私には中学生の子供が２人いるが、今ま

で子育てをしてきた中で、掛川市の少子

化対策が見えにくいという印象を持って

いる。医療費の負担など、他市と比べて

掛川市の方が力を入れてやっている部分

があると思うが、そういうところが目立

っていない。 

・先ほどの、若い人の大渕地区への定住に

も通じる話だが、市としても、子育て世

代に対し、これだけのことをやっている

というＰＲをしていく必要がある。実際、

その場にならないと案内が届かないし、

説明も聞けないので、将来、子どもを育

てようという世代に対してもＰＲが必要

【生涯学習協働推進課】 

・一つ目の市の少子化対策が見えにくいと

いう件については、この代替事業１回目

の上内田地区でも同様のご指摘をいただ

いている。掛川市は、元々ＰＲが上手く

なく、今後はＰＲの部分にも力を注いで

いくということで受け賜らせてもらって

おり、子育ての関係部署に伝えるように

する。数年前から市内の各所へ保育施設

を誘致したり、大東福祉会等と連携する

なかで施設を整備したりしている。掛川

市も、他市と比べても引けを取らない形

で生まれてくる子供たちのための整備を

進めているが、そのようなことのＰＲも
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だと思う。 不足していると思うので、担当課には繋

げるようにする 

・二つ目の通学路の安全対策等について

は、市でも定期的に通学路の安全点検等

を行っているところだが、地域の皆さん

からも個々の場所に関する情報提供をい

ただきたいと思うので、この後、説明さ

せていただく「地区課題相談制度」など

を通じて、市へ連絡をもらえるようにお

願いしたい。 

・防犯灯に関しては、危機管理課が毎年、

補助金予算を確保しながら設置推進をし

ているので、そのような制度も活用いた

だきながら地域の方でも必要な個所への

整備を進めていってもらいたい。 

 

【こども政策課】 

・子育て世代へのＰＲでありますが、広報

かけがわや、公式ライン、子育て総合案

内サイト「かけっこ」等で子育てに関す

る情報を発信しておりますが、まだまだ

情報が行き渡っていないとのご指摘であ

り、的確に情報を届けられるよう、子育

て世帯等への発信の仕方や情報の充実等

を図ってまいります。なお、令和４年度

中には、現行の「かけっこ」をリニュー

アルし、市役所内で多岐にわたる子育て

情報をまとめ、更に魅力ある充実した内

容へのサイトの再構築を予定しています

ので、現行の「かけっこ」とともにリニ

ューアル後の「かけっこ」の御活用もお

願いいたします。 

・今は子供たちを安全に大きくしなければ

いけない時代で、今までの経験で、通学

路の交通安全のことを一番不安に感じて

いる。自治区内には、十字路で一旦停止

の表示の無い交差点が３ヶ所ある。田舎

道なので、そういう交差点でも全くスピ

ードを落とさず走る車が結構いて、子ど

もたちが飛び出したら非常に危ない。道

が狭いのは仕方無いが、最低でもどちら

かに一旦停止の表示を入れ、運転者に注

意を促すような方策が必要だと思う。 

・ここの地区内ではないが、川原町の古田

屋北川の道は、中学生が通学している中

で、朝などは、混んでいる県道を避け迂

回する車がスピードを出して走っており

危ないと感じている。あの辺はスクール

ゾーンにして、時間帯で通行を規制する

等の安全対策が必要だと思う。 

・若い人が減れば、掛川市の税収も減って

しまうので、そういうところに税金を投

資するという考えも必要。この話は５年

前に区役員を務めた際にも出したが、未

だに現場は変わっていない。照明に関し

ても、沖之須区と浜区の間の南北道路は

車しか通らないのに光々としている一方

で、通学路には照明が無いというチグハ

グ感を感じている。子どもたちを安全に

育てる観点でよろしくお願いしたい。 
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掛川市自治基本条例  

 

 前文 

 掛川市は、海と山と街道がつながる豊かな自然に恵まれた日本

有数の茶産地であり、市内には旧東海道宿場町や城下町としての

多くの歴史資産が残る文化の香り豊かなまちです。そして、先人

の先見性や叡智を礎に、全国に先駆けた生涯学習による市民力、

地域力及び文化力により発展してきました。 

 私たちは、この風格あるまちをさらに発展させ、次世代に引き

継いでいかなければなりません。 

 今、市民生活を取り巻く環境が大きく変化する中で、地方都市

には、市民主体の新しいまちづくりへの変革が求められています。 

 これからの時代、私たち市民に求められることは、自ら行動す

ることや互いに信頼し、役立ち合うことです。これらがうまくか

み合い機能してはじめて、市民主体による協働のまちづくりが進

展します。これは、市民自らの意思でまちづくりに参加し、市と

ともにみんなで支え合う「新しい公共社会」への発展にほかなり

ません。 

 このような流れが円滑に進み、成熟した社会になるためには、

市民と市がこれまで培ってきた「報徳の精神」や「生涯学習の理

念」、「自助・共助・公助の精神」を根幹に、人づくりやまちづく

りのあるべき姿についての考え方を共有する必要があります。 

 そこで、私たち市民は、まちづくりの主体であることを認識し、

市民と市が協働して、このまちを成長させながら、「希望が見える

まち・誰もが住みたくなるまち」掛川を創造することを決意し、

ここに本市における市民自治によるまちづくりの最高規範とし

て、この条例を制定します。 

 

 

   第１章 総則 

 （目的） 

第１条 この条例は、掛川市における自治の基本理念及び基本原

則を明らかにするとともに、まちづくりに関する市民等、市議会

及び市長等の役割及び責務並びに市政運営及び協働によるまち

づくりの基本原則を定めることにより、市民自治によるまちづく

りを実現することを目的とする。 

 （定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当

該各号に定めるところによる。 

 (1) 市民等 市内に住所を有する個人及び法人その他の団体

並びに市内に通勤し、又は通学する個人及び市内においてまちづ

くりに関する活動を行う個人及び法人その他の団体をいう。 

 (2) 市長等 市長、教育委員会、選挙管理委員会、公平委員会、

監査委員、農業委員会及び固定資産評価審査委員会をいう。 

 (3) 参画 市の施策の立案、実施及び評価の各過程に市民等が

主体的にかかわることをいう。 

 (4) 協働 市民等、市議会及び市長等が、それぞれの役割及び

責任を自覚し、互いの自主性及び自立性を相互に尊重しながら、

対等な立場で連携を図り、又は協力することをいう。 

 (5) まちづくり 市民等が幸せに暮らせるまちを実現するた

めの公共的な活動の総体をいう。 

 （最高規範性） 

第３条 市民等並びに市議会及び市長等は、まちづくりに関する

すべての活動において、この条例に定める事項を最大限に尊重す

るものとする。 

２ 市議会及び市長等は、条例、規則その他の規程の制定改廃及

び運用に当たっては、この条例に定める事項との整合を図るもの

とする。 

 

 

   第２章 自治の基本理念及び基本原則 

 （基本理念） 

第４条 本市における自治は、市民等が等しく参加でき、市政運

営が自主的かつ自立的になされるものでなければならない。 

２ まちづくりは、掛川市生涯学習都市宣言の理念に基づき、地

域の歴史及び文化的な特性を尊重して行われなければならない。 

 （基本原則） 

第５条 本市における自治は、次に掲げる事項を基本として行わ

れなければならない。 

 (1) 情報共有の原則 市民等並びに市議会及び市長等がまち

づくりに関する情報を相互に共有すること。 

 (2) 参画の原則 市民等の参画の下で市政が行われること。 

 (3) 協働の原則 協働によるまちづくりを推進すること。 

 

 

   第３章 自治の主体 

    第１節 市民等 

 （市民等の権利） 

第６条 市民等は、まちづくりの主体であり、年齢、性別等にか

かわりなく、まちづくりに参加する権利を有する。 

２ 市民等は、知る権利の理念に基づき、市政に関する情報の公

開を請求する権利を有する。 

 （市民等の責務） 

第７条 市民等は、まちづくりに参加するに当たっては、総合的

な視点に立ち、自らの発言及び行動に責任を持つとともに、相互

に意見及び行動を尊重し合うものとする。 

 

    第２節 市議会 

 （市議会の役割及び責務） 

第８条 市議会は、市の議決機関であり、市長等に対する監視機

関として、その役割を果たすとともに、機能の充実及び強化に努

めるものとする。 

２ 市議会は、政策形成機能の充実を図るため、積極的に調査研

究を行うとともに、市政に市民等の意思を適切に反映させるもの

とする。 

３ 市議会は、議会活動について積極的に市民等に情報発信する

とともに、開かれた議会運営に努めるものとする。 

 （市議会議員の役割及び責務） 

第９条 市議会議員は、市議会の役割及び責務を果たすため、総

合的な視点に立ち、公正かつ誠実に職務を遂行するものとする。 

２ 市議会議員は、まちづくりについての自らの考えを市民等に

明らかにするとともに、広く市民等の意見を聴き、政策形成及び

市議会の運営に適切に反映させるよう努めるものとする。 

 

    第３節 市長等及び職員 

 （市長等の役割及び責務） 

第 10 条 市長は、市の代表者として、公正かつ誠実に職務を遂

行するものとする。 

２ 市長は、市政運営の方針を明らかにするとともに、広く市民

等の意見を聴き、市政の運営に適切に反映させるものとする。 

３ 市長は、市政の課題に的確に対応できる専門知識及び能力を

有する市の職員（以下「職員」という｡)の育成を図るものとする。 

４ 市長等は、相互に連携を図り、一体として、市政運営に当た

るものとする。 

 （職員の責務） 

第 11 条 職員は、全体の奉仕者として、公正、誠実かつ能率的

に職務を遂行するものとする。 

２ 職員は、職務の遂行に必要な知識の習得及びまちづくりを推

進するために必要な能力の向上に取り組むものとする。 

 

 

   第４章 市政運営の原則 

 （市政運営の基本原則） 

第 12 条 市長等は、総合的かつ計画的な視点に立ち、効率的で、

公正かつ透明性の高い市政運営を行うものとする。 

 （総合計画） 

第 13 条 市長は、総合的かつ計画的な市政運営を図るため、市

議会の議決を経て基本構想を定め、総合計画を策定するものとす

る。 

２ 総合計画は、社会経済状況の変化及び新たな行政需要に対応

できるよう、定期的に検討を加えるものとする。 

 （財政運営） 

第 14 条 市長等は、予算の編成及び執行に当たっては、中長期

的な視点に立ち、健全な財政運営に努めるものとする。 

２ 市長等は、その事務を処理するに当たっては、最少の経費で

最大の効果を挙げるよう努めるものとする。 

３ 市長は、予算、決算その他財政に関する事項について、市民

等に分かりやすく公表するものとする。 

 （行政評価） 
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第 15 条 市長等は、政策、施策及び事務事業の成果及び達成度

を明らかにするとともに、行政評価を実施し、その結果を公表す

るものとする。 

２ 市長等は、行政評価の結果を政策、施策及び事務事業に適切

に反映させるものとする。 

３ 市長等は、市民等が参画する評価の方法など、市民等の視点

に立った行政評価の方法を取り入れるよう努めるものとする。 

 （審議会等の運営） 

第 16 条 市長等は、審議会等の委員を選任するに当たっては、

法令等に定めがある場合その他正当な理由がある場合を除き、委

員の全部又は一部を公募するよう努めるものとする。 

２ 審議会等は、正当な理由がある場合を除き、会議を公開する

ものとする。 

 （市民等からの意見聴取） 

第 17 条 市長等は、市の基本的な計画を決定し、又は重要な条

例等を制定改廃しようとするときは、市民等から意見を聴くもの

とする。 

 （説明責任） 

第 18 条 市長等は、市政に関する事項について、市民等に分か

りやすく説明するとともに、市民等からの市政に対する質問、意

見、要望等に対し、迅速かつ誠実に対応するよう努めるものとす

る。 

 （行政手続） 

第 19 条 市長等は、市政運営における公正の確保と透明性の向

上を図るため、別に条例で定めるところにより、処分、行政指導

その他の行政手続に関して共通する事項を定めるものとする。 

 （危機管理） 

第 20 条 市長等は、災害等から市民等の生命、身体及び財産の

安全を確保するため、迅速かつ的確な対応が可能な危機管理体制

を整備するとともに、市民等及び国、他の地方公共団体その他関

係機関との協力、連携及び相互支援を図るものとする。 

２ 市民等は、日常生活においては災害等に備えるとともに、災

害等の発生時においては自らの安全確保を図るとともに、相互に

協力し、助け合うよう努めるものとする。 

 （職員通報制度） 

第 21 条 職員は、市政の運営に関し違法又は不当な行為の事実

があることを知ったときは、その事実を市長又は市長があらかじ

め定めた者に通報するものとする。 

２ 市長等は、職員通報制度に関する体制を整備するとともに、

職員が前項の規定に基づき正当な通報を行うことにより、不利益

を受けることのないよう適切な措置を講ずるものとする。 

 （情報の公開） 

第 22 条 市議会及び市長等は、市民等の市政についての知る権

利を尊重し、別に条例で定めるところにより、市が保有する情報

の公開を推進するものとする。 

 （個人情報の保護） 

第23条 市議会及び市長等は、別に条例で定めるところにより、

市が保有する個人情報を適正に取り扱うものとする。 

 

   第５章 協働によるまちづくり 

 （地域自治活動） 

第 24 条 自治区（市内の一定の区域に住所を有する者（以下こ

の項において「住民」という｡)の地縁に基づいて形成された団体

で公共的活動を行うものをいう。以下同じ｡)は、住民による地域

自治活動の根幹を担う基礎的組織として、その区域における公共

的課題の解決に努めるとともに、相互に連携を図りながらまちづ

くりを推進するものとする。 

２ 地区（複数の自治区により組織される団体をいう。以下同

じ｡)は、まちづくりに関する計画を策定し、その区域内における

公共的課題について調整を行い、解決を図るとともに、市と連携

を図りながらまちづくりを総合的に推進するものとする。 

 （市民活動） 

第 25 条 市民活動団体等（市内でまちづくりに関する活動を行

う団体又は個人で、営利を目的とせずに活動するもの（自治区及

び地区を除く｡)をいう。以下同じ｡)は、自主性及び自立性に基づ

き活動を行うとともに、広く市民等に開かれた組織体制を整備す

るよう努めるものとする。 

 （協働によるまちづくりの推進） 

第 26 条 市長は、地域力を高めるとともに、市民等との協働に

よるまちづくりを推進するため、地域自治組織（自治区及び地区

をいう。以下同じ｡)及び市民活動団体等に対し、その自主性及び

自立性を尊重しつつ、適切な支援を行うものとする。 

２ 市長は、まちづくりにおける課題に総合的に取り組むため、

地域自治組織、市民活動団体等及び市で構成する会議を開催する

ことができる。 

３ 市長等は、まちづくりに関する活動の促進を図るため、その

活動を担う人材の育成に必要な環境の整備に努めるものとする。 

４ 前３項に定めるもののほか、協働によるまちづくりの推進に

関し必要な事項は、別に条例で定める。 

 

   第６章 住民投票 

 （住民投票） 

第 27 条 市長は、市政に関する特に重要な事項について、市内

に住所を有する個人（以下この条において「住民」という｡)の意

思を確認するため、住民、市議会又は市長による発議に基づき、

別に条例で定めるところにより、住民投票を実施することができ

る。 

２ 市議会及び市長は、住民投票の結果を尊重するよう努めるも

のとする。 

 

   第７章 広域連携及び交流 

 （広域連携及び交流） 

第 28 条 市は、まちづくりの課題の解決を図るため、必要に応

じて、国及び他の地方公共団体との連携に努めるものとする。 

２ 市民等及び市は、国際的な視野に立ったまちづくりを推進す

るため、国外の都市との交流に努めるものとする。 

 

   第８章 条例の検証及び見直し 

 （条例の検証及び見直し） 

第 29 条 市長は、この条例の施行の日から４年を超えない期間

ごとに、この条例の運用状況について検証を行うものとする。 

２ 市長は、この条例の見直しの必要があると認めるときは、速

やかに必要な措置を講ずるものとする。 

３ 市長は、前項に規定する措置を講ずるに当たっては、市民等

の意見を適切に反映するための必要な措置を講ずるものとする。 

   附 則 

 この条例は、平成 25 年４月１日から施行する 
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